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平成３０年第１回西予市議会総務常任委員会会議録（H29 補正予算審査） 

 

１．招集年月日 平成３０年２月２８日 

１．招集の場所 第１委員会室 

１．開   会 平成３０年２月２８日 

午前 ９時００分 

１．散   会 平成３０年２月２８日 

午前１１時４６分 

 

１．出 席 委 員 

２番  信 宮 徹 也 

４番  加 藤 美 香 

６番  河 野 清 一 

１２番  井 関 陽 一 

１３番  菊 池 純 一 

１８番  宇都宮 明 宏 

１９番  森 川 一 義 

 

１．欠 席 委 員 

な し 

 

１.説明のため出席した者の職氏名 

総務企画部長  宗   正 弘 

総 務 課 長  宇都宮   裕 

情報推進課長  宇都宮 明 彦 

危機管理課長  垣 内 俊 樹 

税 務 課 長  浜 田 直 浩 

まちづくり推進課長  和 氣 岩 男 

総合政策課長  藤 井 兼 人 

財 政 課 長  山 住 哲 司 

消 防 長  西 川   傳 

消防総務課長  佐 藤 克 也 

教 育 部 長  松 川 伸 二 

教育総務課長  沖 村   智 

学校教育課長  大 谷 元 二 

生涯学習課長  小 玉 浩 幸 

文化体育振興課長  土 居 眞 二 

議会事務局長  道 山 升 文 

 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 次 長  山 下 一 彦 

 

１．審 査 日 程   別記のとおり 

 

１．審査に付した事件   別記のとおり 

 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

 

 

 

 

審査日程 

 

１議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正

予算（第 10 号） 

 

 

 

本日の審査に付した事件 

 

１議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正

予算（第 10 号） 
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開会午前９時００分 

〇加藤副委員長： 

これより、平成 30 年、第 1 回定例会総務常任委

員会、3 月補正予算審査を開会いたします。開会

に当たり、委員長より挨拶があります。 

〇菊池委員長： 

挨拶を行う。 

〇宗総務企画部長： 

挨拶を行う。 

〇加藤副委員長： 

議案審査に移る前に注意事項を述べる。 

 

【総務企画部】 

【総務課所管】 

〇菊池委員長： 

ではこれより本日の会議を開きます。 

まず、議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計

補正予算（第 10 号）のうち、総務課所管分を議

題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇宇都宮総務課長： 

それでは、審査をしていただきます、議案第

39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予算（第

10 号）のうち、総務課所管分について御説明を

させていただきます。 

まず、歳出予算につきまして御説明をさせていた

だきます。 

予算書 24 ページをお開きいただきたらと思いま

す。 

2款1項1目一般管理費、職員健康管理事業400万

円の減。臨時・嘱託職員管理事業 283 万 3000 円

の減、総務課庶務事業 89 万 6000 円の減でありま

す。 

このうち、職員健康管理事業では健康診断委託料

につきまして、職員定期健康診断の検診単価、こ

ちらの減、及び人数の減に伴いまして 350 万円の

減、それから、これにかかわりますストレスチェ

ック検査を行っておりますが、この検査後の保健

師、医師面談等がなかったことによります不用額

として、50万円の減となりまして、合計400万円

の減ということになったものであります。 

臨時・嘱託職員管理事業につきましては、臨時・

嘱託職員の雇用保険料として 1078 万円を計上し

ておりましたが、保険料率が引き下げということ

での改定がございまして、不用額が発生をしたた

め、実績に基づき減額をするものです。 

総務課庶務事業につきましては年末調整事務を取

り扱う時期であります、10 月から 3 月までの間

に、例年臨時職員を任用するとしておりまして、

29 年度もそのような計画でございましたが、育

児休暇からの復職職員を充当をして対応したこと

により、臨時雇いの臨時雇用が不要となりました

ので、実績に基づき減額をするということになっ

たものであります。 

続きまして予算書 24 ページの下段になります。

2 款 1 項 5 目財産管理費、野村支所庁舎建設事業

347 万 4000 円の減。明浜支所庁舎建設事業費

6095 万円の減であります。 

野村支所庁舎建設事業につきましては、野村支所

庁舎建設地の地質調査委託業務委託料の実績に基

づきまして、150万9000円を減額、また野村公会

堂、旧野村図書館解体工事設計委託業務委託料の

実績、こちらに基づきまして 196 万 5000 円を減

額するものであります。 

明浜支所庁舎建設事業につきましては、庁舎建設

にかかります旧高山小学校プール解体工事設計委

託料の実績に基づきまして 95 万円を減額、工事

請負費につきましては、旧高山小学校校舎解体工

事の実績、また旧高山小学校プール解体工事の実

績に基づきまして、6000 万円を減額するという

ものでございます。 

次に、歳入予算について御説明をさせていただい

たらと思います。予算書 21 ページをお開きくだ

さい。 

20 款 1 項 1 目総務債、1 節総務管理債 6120 万円

の減でありますが、これは先ほど歳出で説明をさ

せていただきました明浜支所庁舎建設事業及び野

村支所庁舎建設事業の執行実績に伴いまして、両

事業とも、旧合併特例債となりますけれども、明

浜支所庁舎建設事業につきまして、5790 万円の

減、野村支所庁舎建設業につきましても、330 万

円の減ということで、それぞれ減額をお願いする

ものであります。 

以上、総務課所管分の説明とさせていただきます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより、質疑を

行います。 

質疑のある方はどうぞ挙手の上お願いいたします。 

〇河野委員： 
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一般管理費の職員健康管理事業、400 万円の減で

すけれども、医師の面談がなかって減額なったと、

それで健康管理上の問題はないんですかね。年度

を越してやるとか。 

〇宇都宮総務課長： 

今ほど申し上げました内容ですけれども、これは

「ストレスチェック」という検査をしてというこ

とでございますけれども、このストレスチェック

によります、保健師の面談、また医師面談等につ

きましては、それぞれのチェックを受けて、そう

いうふうな該当者になった方、特に高ストレス者

の方ですけれども、その方々について、御本人の

希望があればということであります。 

今回の 29 年度におきましては、高ストレス者の

方が、正職委員それから臨職員両方合わせまして

ですけれども、55 人の方がいらっしゃいました

が、その方々のうち実際の面談を希望されていた

ものは 1 人ございました。 

その方につきましては、市民病院の末光院長に産

業医という形での依頼をさせていただいて、面談

をしていただきましたので、そういうことで支出

は必要がなかったということでございます。 

来年度に入りましてその方々が、再度希望される

かどうかいうことはわかりませんけれども、もし

そういう方がいらっしゃったら、それは、その時

期に対応ということになると思います。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

では質疑がないようなので、以上で質疑を終結と

いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、総務課所管分について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（9：11～9：13） 

再開を告げる。 

 

【情報推進課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、情報推進課所管分につい

てを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇宇都宮情報推進課長： 

それでは、議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般

会計補正予算（第 10 号）のうち、情報推進課所

管分について御説明申し上げます。 

歳出から説明しますので、お手元の補正予算書の

25 ページをお開きください。 

2款 1項 8目電算管理費、補正額は1366 万円の減

額となっております。 

予算科目といたしましては、13 節電算委託料、

内訳は、システムの改修委託料が 43万 2000 円の

減額。システム更新委託料が 284 万円の減額、電

算機器保守点検委託料が 1038 万 8000 円の減額と

なっております。 

減額の理由といたしましては、まず、契約金額が

確定したことによる分、また、平成 29 年度でシ

ステム改修を予定しておりましたが、国の方針等

により平成 30 年度の改修となったことによる減

額、また、保守点検業務をリース契約の中に含め

たことによって、委託料が確定したことによるも

のでございます。 

次に、同じページの 11 目、情報推進事業費、事

務事業でいきますと、光伝送路維持管理事業とい

うことで今回、936万7000円の増額の補正となっ

ております。 

増額の理由といたしましては、道路改良工事に伴

う電柱の支障移転、台風による倒木及び鳥獣、ム

ササビですか、による断線障害復旧において今回

29 年度においては、多額の修繕工事が発生した

ことによりまして、現予算に不足を生じたため、

増額するものでございます。財源の欄を見てくだ

さい。 

諸収入ということで、移転補償費 241 万 7000 円

を増額して充当いたしております。 

次に歳入を説明いたしますので、15 ページをご

らんください。 

13款 2項 8目 1節総務管理費国庫補助金、番号制

度事業交付金、186万5000円の減額、これにおき

ましては歳出で申し上げましたとおり、委託料が

確定したことにより、国庫補助金のほうも減額を

いたしております。 

次に 21 ページをごらんください。 

19款 5項 4目 2節の総務費雑入、その中で光ケー

ブル移転補償費、先ほど歳出の欄で申し上げまし

たとおり今回移転補償費、241万7000円を増額い

たしております。 
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以上、説明とさせていただきます。御審議のほど

よろしくお願いします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより質疑を行

います。 

〇井関委員： 

光伝送路の維持管理事業のとこなんですが、鳥獣

被害でムササビっていうことを言われましたがム

ササビが線を断線するということなんですか。 

〇宇都宮情報推進課長： 

ただいま井関議員の質問なんですけど、今質問さ

れたとおり、ムササビがそのケーブルをかじって

断線障害を起こすようなことが、過去にも何回か

起こっておりまして、ムササビがかんでも丈夫な

ケーブルに張りかえて順次いきよるんですけど、

今回そこはまたその対応ができてなかったので、

断線が起きたということです。 

〇菊池委員長： 

その他ございますでしょうか。 

では質疑もないようなので質疑を以上で終結とい

たします。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、情報推進課所管分につい

て原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としてはしては、原案

どおり可決することに決しましたはい。 

ありがとうございます。 

暫時休憩を告げる。（9：19～9：21） 

再開を告げる。 

 

【危機管理課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、危機管理課所管分につい

てを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇垣内危機管理課長： 

それでは、審査をしていただきます、議案第

39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予算（第

10 号）のうち、危機管理課所管分につきまして

御説明申し上げます。 

歳入の部につきまして、18 ページをお開きくだ

さい。 

14 款県支出金、3 項委託金、1 目総務費委託金、

1 節総務管理費委託金の自衛官募集事務費委託金

1万8000円の減額補正につきましては、配分額の

減額によるものとなります。 

続きまして 22 ページをお開きください。 

20 款市債、1 項市債、6 目消防債、1 節消防債、

緊急防災減災事業債となりますが、防災行政無線

デジタル整備事業、360 万円の減額補正につきま

しては、宇和・城川地区実施設計業務委託費の確

定によるものとなります。 

次に、歳出の部になりますが、24 ページをお開

きください。 

2 款総務費、1 項総務管理費、1 目一般管理費、

11 節需用費消耗品費で、自衛官募集啓発事業

5,000 円の減額補正につきましては、事業完了に

伴うものとなっております。 

続きまして 45 ページをお開きください。 

9款消防費、1項消防費、4目災害対策費、右端の

事業概要の最上段にあります、危機管理業務事業

の58万 3000円の減額補正につきましては、46ペ

ージをお開きください。 

その他委託料、業務継続計画等策定支援業務委託

費用の確定によるものです。 

もう一度 45 ページに戻っていただきまして、

13 節委託料、単・工事関係委託料で測量・設

計・監理委託料、市単分でございますが、防災行

政無線デジタル整備事業の 356 万 4000 円の減額

補正につきましては、宇和・城川地区実施設計業

務委託費の確定によるものです。以上、危機管理

課分の説明とさせていただきます。 

御審議のほどよろしくお願いします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより、質疑を

行います。 

〇井関委員： 

危機管理業務事業の 58 万 3000 円の減額分の分な

んですが、委託料の減額ということですが、どう

いった内容のものを委託しとるんでしょうか。 

〇垣内危機管理課長： 

業務継続計画等策定支援委託業務につきましては

ですね、西予市の業務継続計画を策定するという

もので、非常時優先業務の選定を行ってというも

のなんです。 
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詳細に言いますと、通常業務の中にも災害が発生

しても続けなければいけない業務というのがござ

います、それらの選定。 

それから災害応急業務はどんなものがあるのかと、

それをどこの部署が担当するのかという詳細を決

定をしました。それらを一つにまとめたものを、

業務継続計画といいます、これを業者からですね、

支援をいただきまして、職員の研修会やヒアリン

グの補助をしていただいたりということで最終的

に策定をするというものでございます。 

〇井関委員： 

今の業務継続計画なんですけど、これは毎年立て

るものではなく、もう 1回立ててしまえばそれで

いいのか、それをずっと行っていくということで

よろしいですかね。 

〇垣内危機管理課長： 

この業務継続計画自体につきましては、今年度策

定したら、後は内部で見直しをすると、訓練とか

研修とかを進めて、また見直しがあれば自分たち

で直していくということになってきます。 

〇菊池委員長： 

その他ありませんか。 

質疑もないようなので以上で質疑を終結いたしま

す。お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、危機管理課所管分につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり決

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（9：27～9：37） 

再開を告げる。 

 

【税務課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、税務課所管分についてを

議題といたします。理事者の説明を求めます。 

〇浜田税務課長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち税務課所管分について御説

明申し上げます。 

税務課所管の補正は歳入のみでございます。予算

書 12ページをお開きください。 

1 款 1 項 1 目個人市民税につきまして、当初、調

定額の前年比が 127％であり、7174 万 1000 円の

増で計上しておりましたが、給与所得納税義務者

の増、かんきつ、野菜の販売単価の増による農業

所得の増、高額な先物取引に係る雑所得等があっ

たことから、1611 万 8000 円を増額補正するもの

でございます。 

次に 2 項 1 目固定資産税につきまして、土地家屋

償却資産を合わせまして、補正額 1006 万 8000 円

の減額補正をするものでございます。 

主な理由といたしましては、土地において、例年

並みに推移すると見込んで当初予算計上しました

が、農地転用等マイナス要因の影響が大きく、前

年比はほぼ横ばいとなっているため、減額補正を

するものです。 

次に、家屋におきまして、調定額の平均前年比が

102.12％であり、前年よりも 3％増を見込んで当

初予算を計上しておりましたが、新増築家屋数、

評価額が伸びておらず、その分、減額補正をする

ものでございます。 

また、償却資産につきましては、調定額の平均前

年比が 106.02％であり、4％増を見込んで当初予

算計上をしましたが、太陽光発電設備の設置がふ

えたことから、増額補正をするものです。 

以上、御審議の上御決定くださいますよう、よろ

しくお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより、質疑を

行います。 

〇加藤副委員長： 

12 ページの土地のマイナス 286 万 9000 円になっ

てる減額なんですけども、これは農地転用による

っておっしゃったんですけれども、ということは

宅地をまた田とか畑に戻したということですか。 

そういうことが行われるようになってるんですか。 

〇浜田税務課長： 

専用住宅を壊されて、そのあとの土地利用として

、雑種地のほうに変えられたり、植物を植えられ

て、農地として使われる方が増えております。 

それでうちのほうは宅地から、雑種地の評価、農

地への評価という形で、評価額の少なくなる地目

に変更しておりますので、その分土地の評価額の

減が生じております。 

以上です。 

〇加藤副委員長： 

今のお答えなんですけれども、宅地から畑とかに

変える場合ですよね、木とか植えて、雑種地に変
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えるっていう事を認められてるようなんですけれ

ども、それはもう、その時点で全部のところ回っ

て確認されてるということなんですか。 

〇浜田税務課長： 

納税義務者の方から御連絡をいただきまして、一

つずつ現地のほうを調査しております。 

〇菊池委員長： 

その他ございますか。 

〇井関委員： 

償却資産が増えとるのが太陽光と言われたんです

けども、どのぐらい増えとるかわかるんですか

ね。 

〇浜田税務課長： 

個人の方が、自分の分を売電するために使用する

ものが大体 300 万円から 400 万円ぐらいします、

それであと、事業用にされてる方の増設もありま

す。 

それで大体、税額で言いますと 300 万円近くの増

で、％にしますと、1.2％ぐらいの少ないパーセ

ントでありますが、税額としては 300 万円近くあ

ると思います。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

では質疑もないようなので、以上で質疑を終結と

いたします。お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）税務課所管分について、原案に賛

成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり決

することを可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（9：45～9：55） 

再開を告げる。 

 

【まちづくり推進課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、まちづくり推進課所管分

についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇和氣まちづくり推進課長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、総務企画部まちづくり推

進課所管分について御説明を申し上げます。 

まず、歳出について御説明させていただきます。 

補正予算書の 27ページをお開きください。 

2款総務費、8項地域振興費、1目地域振興費にお

きまして、移住交流促進事業制度による西予市版

田舎で働き隊 2 名、これは城川の土居地区とそれ

から明浜の狩江地区でございますが、これに対す

る応募がなかったことに伴い、事業費832万6000

円の減額を計上するものでございます。 

同ページの 1 段下になりますが、同じ 1 目地域振

興費におきまして、地域おこし協力隊事業制度に

対する明浜支所の応募がなかったことに伴い、事

業費 399 万 4000 円の減額を計上するものでござ

います。 

同じく同ページの 1 段下になります、同じ 1 目の

地域振興費におきまして、ふるさと納税推進事業

に係る寄附金件数及び寄附金額収入見込みの減少

に伴い、寄附者への返礼品代等の事務費について、

2619 万 4000 円の減額を計上するものです。 

当初において寄附者への返礼品については 5 割を

予定しておりましたが、総務省より通知されまし

た、返礼率を上限 3 割とするなど、ふるさと納税

制度の制限に従い、返礼率を 3 割に変更したこと

に伴い、返礼品代に不用額が発生したための減額

でございます。 

また、今年度導入を検討しておりました、ふるさ

と納税の事務作業にかかる管理システム導入費に

つきましては、寄附金、寄附件数を考慮いたしま

して、来年度導入を検討することとしたため減額

としております。 

続きまして補正予算書 28 ページをお開きくださ

い。 

2款総務費、8項地域振興費、3目生活交通バス対

策事業費におきまして、生活交通バス路線維持・

確保対策事業費補助金 654 万円の増額を計上する

ものでございます。 

バス路線対策事業、宇和島自動車株式会社が運行

いたします路線バスにつきまして、補助対象期間

10月から9月までの運行になりますが、経営収益

が補助対象経費に達してないバス路線に対し、赤

字補填を行うための補助金でございます。 

現在、西予市内、市外を結ぶ 17 路線を運行して

おりまして、全ての路線が補助対象となっており

ます。 

補正予算書同ページでございます。 

2款総務費、9項企画費、3目ジオパーク推進事業

費におきまして、ジオパーク推進事業の事業精査

による広告料、委託料の減額、及び補助事業申し
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込み実績による補助金の減額に伴い、全体事業費

につきまして 650 万円の減額を計上するものでご

ざいます。 

続きまして同ページの 1段下になります。 

同じ 3 目ジオパーク推進事業費におきまして、ジ

オパーク拠点施設整備事業の事業進捗による展示

工事の実施設計の平成 30 年度への変更、及び建

設の基本、実施設計入札減少金に伴い、全体事業

費につきまして 1150 万円の減額を計上するもの

でございます。 

続きまして、補正予算書 54 ページをお開きくだ

さい。 

13 款諸支出金、2 項基金費、1 目基金費におきま

してジオパーク推進基金事業の株式会社ぞっこん

四国様からの、ジオパーク維持支援金のご寄付に

伴い、積立金について 15 万円の増額を計上する

ものでございます。 

補正予算書同ページです。 

同じ 1 目の基金費におきまして、ふるさと応援基

金事業の寄付件数及び寄付金額収入見込みの減額

に伴い、繰出金について 2000 万円の減額を計上

するものでございます。 

続きまして、歳入について御説明させていただき

ます。補正予算書 19 ページをお開きください。 

16 款寄附金、1 項寄附金、1 目一般寄附金におき

まして、先ほど歳出で説明いたしましたジオパー

ク推進基金事業の寄附に伴い、15 万円の増額を

計上するものでございます。 

732 万 5000 円のうちの計画となっております。 

同ページ 1 段下でございますが、2 目総務費寄附

金におきまして、ふるさと納税によるふるさと応

援寄付金につきまして、寄附金件数及び給付金額

収入見込みの減少に伴い、2000 万円の減額を計

上するものです。 

続きまして補正予算書 20 ページをお開きくださ

い。 

17款繰入金、2項基金繰入金、28目ジオパーク推

進基金繰入金におきまして、ジオパーク推進事業

の地方創生推進交付金補助対象経費減額のため、

ジオパーク推進基金繰入金の繰入金を 90 万

3000 円の増額分と、先ほど歳出で説明いたしま

したジオパーク拠点施設整備事業の予算の減額に

伴い、149万円の減額と合わせまして、総額58万

7000 円を減額するものでございます。 

続きまして同ページでございますが、32 目ふる

さと応援基金繰入金におきまして、ふるさと納税

による寄附金件数及び給付金額収入見込みの減少

に伴い、寄附者への返礼品代等の事務費の不用分

と充当事業の減額分につきまして、2674 万

4000 円の減額を計上するものでございます。 

続きまして、補正予算書 21 ページをお開きくだ

さい。 

20 款市債、1 項市債、1 目総務債におきまして、

先ほど歳出で説明いたしましたジオパーク拠点施

設整備事業の予算の減額に伴い、850 万円を減額

するものでございます。 

以上、説明とさせていただきます。よろしく御審

議の上、御決定くださいますようお願いいたしま

す。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇加藤副委員長： 

27 ページの、地域おこし協力隊事業が 399 万

4000 円の減額ということなんですが、明浜に地

域おこし協力隊が来なかったということなんです

が、その理由は何かあったんですか。 

〇和氣まちづくり推進課長： 

地域おこし協力隊もずっと始まりまして、うちも

東京の方とかフェアーとかで協力隊の応募をかな

りかけているんですけれども、やっぱり日本全体

といたしまして協力隊の申し込みが大分少なくな

っているということが一点あると思います。 

それプラス西予市も 30 年度も約 9 名の募集をか

けてるんですけども、来る人がないというような

のが、全体的にみての感想でございます。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（10：04～10：08） 

再開を告げる。 

〇菊池委員長： 

その他質疑はございませんか。 

〇井関委員： 

地域おこし協力隊員の募集をかけてもなかなかな

いということやったんですけど、協力隊の人らと

ちょっと話すると、西予市は家賃が高過ぎるとい

う話が出とるんですけど、都会というか松山並み

家賃、あるいは松山より高いぐらいのところしか

空いてないっていうことを結構言われる方がおる

んですけど、そういう協力隊の人らが来るときに、



－8－ 

住まいもセットにしてこのぐらいの住まいで出き

ますよいうような、呼びかけの仕方をすれば、ち

ょっと応募があるんじゃないかなという気がする

んですがその辺どうですか。 

〇和氣まちづくり推進課長： 

ただいまの井関議員の質問で、家賃の関係でござ

いますが、地域おこし協力隊も田舎で働き隊も含

めて、特別交付税の算定、国からのお金が出ると

いうことで、その家賃分も全て市から支払うよう

にしておりますので、協力隊自体に対しては費用

は発生しないようになってます。車代も含めて、

家代も市が全部支出するようになっております。 

田舎で働き隊の方は、地域の団体の方から支出す

るなっておるんですが、それも含めてうちのほう

で予算化するようになってます。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（10：10～10：12） 

再開を告げる。 

その他質疑はございませんか。 

では質疑はないようなので、以上で質疑を終結い

たします。お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、まちづくり推進課所管分

について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（10：13～10：14） 

再開を告げる。 

 

【総合政策課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち総合政策課所管分について

を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇藤井総合政策課長： 

それでは、議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般

会計補正予算（第 10 号）のうち、総合政策課所

管分について御説明いたします。 

今回の補正予算の主なものは、卯之町「はちのじ」

まちづくり整備事業にかかります債務負担行為の

変更と、事業の実績見込みにより歳入歳出予算を

減額するものでございます。 

それでは、補正予算書に沿って説明をいたします。 

まず初めに、補正予算書の 8 ページをごらんなっ

ていただいたらと思います。 

卯之町「はちのじ」まちづくり整備事業に係る債

務負担行為の変更につきましては、平成 29 年度

に計上しておりました予算が、関係機関等との調

整に不測の時間を要したため、設計業務等が遅れ、

予算を減額することとなり、その減額した予算分

1765万 4000円を、平成30年度以降の債務負担行

為限度額に振り替えるものでございます。 

これにより、平成 30 年度以降の債務負担行為限

度額が増となっておりますが、補正後の平成

29 年度予算額と合わせますと、事業総額 19 億

6000 万円に変更はございません。 

また、消費税が 8％から 10％へ引き上げられた場

合に備えるため、税制度の変更により生じた消費

税額及び地方消費税額の増減額を加算した額、と

いう文言を今回あわせて追記させていただきまし

た。 

続いて、歳入予算について説明をいたします。 

補正予算書の 15 ページをごらんなっていただい

たらと思います。 

13款 2項 8目の総務費国庫補助金のうち、地方創

生推進交付金 915 万 7000 円の減額につきまして

は、交付対象事業であるサイクリング大会が台風

により中止になったことや、ジオパーク推進事業

等の実績見込みに伴い減額するものでございます。 

次に、補正予算書の 20 ページをごらんなってい

ただいたらと思います。 

17 款 2 項 22 目の過疎地域自立促進特別基金繰入

金、299万 3000円の減額につきましては、市立病

院、及びつくし苑で実施しております、地域医療

の確保に関する繰り入れ事業の実績見込みに伴い、

繰入金を減額するものでございます。 

次に、補正予算書の 21 ページをごらんください。 

20款 1項 1目の総務債のうち、卯之町はちのじ事

業 1990 万円減のうち、他課所管事業との増減が

あるため、当課所管分は 2720 万円の減となりま

す。 

これは歳出予算の減額補正に伴い、財源の一部で

ある市債を減額するものでございます。 

次に、歳出予算について説明をいたします。補正

予算書の 29 ページをごらんください。 

2 款 9 項 4 目の、卯之町はちのじ事業費のうち、

卯之町はちのじまちづくり推進事業 1765 万

4000 円の減額につきましては、先ほども申し上
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げましたように関係機関との調整に不測の時間を

要したため、設計業務等がおくれＳＰＣである株

式会社まちづくりサービスへ支払うサービス対価

を減額するものでございます。 

以上、議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計

補正予算（第 10 号）のうち、総合政策課所管分

の説明とさせていただきますので、よろしく御審

議の上、御決定くださいますようお願いいたしま

す。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより、質疑を

行います。 

〇井関委員： 

地方創生推進交付金の減額の分なんですが、サイ

クリングが中止になったからということでしたが、

サイクリングはジオサイクリングのことだと思う

んですけども。サイクリングに対して交付金はど

のぐらいおりてきよるんですか。 

〇藤井総合政策課長： 

井関議員のおっしゃるとおり、野村と城川のコー

スの西予ジオパークの絡みのサイクルでございま

すが、こちらの実行委員会の補助金という形で出

させていただいておりまして、それが 50 万とい

うことで、その半分の 25 万円がこの交付金を充

てております。 

以上でございます。 

〇菊池委員長： 

質疑はございますか。 

では以上で質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、政策課所管分について原

案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（10：23～10：24） 

再開を告げる。 

 

【財政課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、財政課所管分についてを

議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇山住財政課長： 

それでは、審査をいただきます、議案第 39 号 平

成 29年度西予市一般会計補正予算（第 10 号）の

うち、財政課所管分につきまして御説明をさせて

いただきます。 

まず歳出から説明をいたします。 

予算書の 24 ページをお開き願います。 

2 款総務費 1 項 5 目財産管理費市役所庁舎維持管

理事業、27 万円の減額でありますが、明浜支所

総務課におきまして臨時職員の社会保険料及び賃

金を減額するものであります。 

続きまして公用車維持管理事業 225 万 6000 円の

減額でありますが、マイクロバスその他公用車の

更新に係る入札の減少金、及びマイクロバスを一

部廃車をいたしまして、それに伴います運行業務

委託料の減額であります。 

29 ページをお開き願います。 

3 款民生費 1 項 3 目老人福祉費野村介護老人保健

施設事業会計繰出金事業、3460 万 9000 円の増額

でありますが、施設の増築、増床により経営の安

定化を目指すということを今年度取り組んでおり

ますが、増築部分の完成が昨年の 12 月というこ

とで、年度の途中であったこと、増床に対しまし

て介護士等の職員が確保できなかったことなどか

ら、今年度は当初予定をしておりました収益が見

込めない状況となりました。 

これに伴いまして経営支援のため増額をするもの

であります。 

続いて 36 ページをお開き願います。4 款衛生費

3 項 1 目病院費、西予市民病院事業会計繰出事業

でございます。952万8000円の減額といたしてお

ります。 

これにつきましては、繰出基準の経費につきまし

ては決算見込みによりまして 667 万 2000 円を増

額しております。 

繰出基準外の経費につきましては、実績によりま

して 1620 万円減額をしております。 

この基準外のものにつきましては、駐車場の整備、

また奨学資金貸付事業を実施しておりますけども、

その経費相当の分となっております。続きまして

野村病院事業会計繰出事業 435 万 9000 円の増額

でありますが、繰出基準の経費につきまして、決

算見込みに基づき増額をするものであります。続

きまして 4 項 1 目水道費、水道事業会計繰出事業

でありますが、こちらも繰出基準の経費につきま
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して決算見込みにより、24 万円を減額するもの

であります。 

54 ページをお開き願います。13 款諸支出金 2 項

1 目基金費、減債基金事業 6390 万 2000 円、公共

施設整備基金事業 6000 万円の増額でありますが、

今回の補正により余剰となりました一般財源につ

きまして、この二つの基金へ積み立てるものであ

ります。この積み立てによりまして、予算ベース

でのそれぞれの基金残高につきましては、減債基

金で 16 億 1418 万 6000 円。公共施設整備基金で

10 億 4531 万 6000 円となっております。 

次に、歳入につきまして御説明いたします。 

19 ページをお開き願います。15 款財産収入 2 項

1目不動産売払収入139万 8000円の増額でありま

すが、土地の売払収入におきまして決算見込みに

より増額するものであります。 

全額を市役所庁舎維持管理事業に充当をしており

ます。 

続きまして 16 款寄附金 1 項 1 目一般寄附金、

132 万 5000 円でありますが、そのうち 715 万

5000 円につきまして、個人の方と法人、これＣ

ＡＴＶでありますけども、こちらのほうから寄附

をいただいたものであります。20 ページをお開

き願います。17 款繰入金 2 項 11 目、庁舎建設事

業基金繰入金、600 万円の減。33 目新市立病院建

設基金繰入金 1400 万円の減。34 目、公共施設整

備基金繰入金 1777 万 2000 円減、それぞれ基金充

当事業の実績及び決算見込みによりまして減額を

するものであります。 

最後に 9 ページにお戻りいただいたらと思います。

今回の補正にかかります事業費の調整に伴い、地

方債の補正を行っております。起債の目的になり

ます、公共事業等から災害復旧事業まで、全てに

おきまして、減額いたしており、限度額を設定い

たしております。 

特に減額が大きいものとしまして、旧合併特例事

業が 2 億 4550 万円、過疎対策事業が 8650 万円、

辺地対策事業が 2720 万円の減額となっておりま

す。 

詳細につきましては 21 ページから 23 ページにか

けて目別に掲載をいたしておりますので御参照い

ただきたいと思います。 

市債の総額は今回の補正によりまして3億8240万

円減額し、35億 6162万 3000円の限度額となって

おります。 

以上、財政課所管分につきまして補正予算の説明

とさせていただきます。 

よろしく御審議の上、御決定をいただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより、質疑を

行います。 

質疑はございませんか。 

よろしいでしょうか。 

では、以上で質疑を終結といたします。お諮りい

たします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、財政課所管分について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により原案通り、挙手全員により当委員

会としては原案どおり可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（10：34～10：36） 

再開を告げる。 

 

【消防本部】 

【消防総務課所管】 

〇菊池委員長： 

まず、西川消防長挨拶をお願いいたします。 

〇西川消防長： 

挨拶を行う。 

〇菊池委員長： 

では議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補

正予算（第 10 号）のうち、消防総務課所管分に

ついてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇佐藤消防総務課長： 

それでは議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会

計補正予算（第 10 号）、消防本部所管分につい

て御説明をさせていただきます。 

予算書の 11 ページをお開き願います。 

歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出の部でござ

いますが、9 款消防費、補正前の額は 14 億

9357 万 2000 円でございまして、今回補正額

420 万円を増額させていただき、合計 14 億

9777 万 2000 円になるものでございます。 

この、増額分につきましては、本庁、総務課の所

管分でございまして、消防所管分につきましては

減額のみとなります。この詳細につきまして御説

明をさせていただきます。 

予算書の 45 ページをお開き願います。 
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9款消防費、1項消防費、1目常備消防費の補正前

の額は、7 億 1511 万 8000 円、補正額 205 万

1000 円を減額いたしまして、7億 1306 万 7000 円

になるものでございます。 

このうち、7 節賃金の 55 万 9000 円の減額でござ

いますが、これは准救急隊員の嘱託職員賃金とし

て計上しておりましたが、嘱託職員の身分では任

用することが不可能と判明いたしましたので、本

庁総務課所管の給料から支出することになり、減

額することとしたものです。 

その他、入札減少金や負担金の減少などによりま

して減額をいたしております。 

次に、2目非常備消防費、補正前の額1億5724万

1000 円、補正額 60 万円を減額いたしまして 1 億

5664 万 1000 円になるものでございます。 

これは消防団の活動服購入に係る入札減少金でご

ざいます。 

次に、3 目消防施設費、補正前の額 1 億 4723 万

8000 円、補正額 900 万 2000 円を減額いたしまし

て、1 億 3823 万 6000 円になるものでございます。 

減額内容につきましては、救急自動車、消防団の

ポンプ車積載車等の入札減少金の合計でございま

す。 

以上、平成 29 年度西予市一般会計補正予算（第

10 号）消防本部所管分についての御説明とさせ

ていただきます。御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇森川委員： 

45 ページの、消防の服は西予市全員やり替えた

わけですか。 

〇佐藤消防総務課長： 

29 年度の消防団活動服につきましては、明浜方

面隊を対象にしております。28 年度に、三瓶方

面隊、27 年度に宇和方面隊を実施しております

ので、あと野村・城川が残っております。以上で

す。 

〇菊池委員長： 

その他ありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

では以上で質疑を終結といたします。お諮りいた

します。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、消防総務課所管分につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（10：44～10：50） 

再開を告げる。 

 

【教育部】 

【教育総務課】【学校教育課】 

〇菊池委員長： 

まず松川部長挨拶をお願いいたします。 

〇松川教育部長： 

挨拶を行う。 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、教育総務課・学校教育課

所管分についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇沖村教育総務課長： 

それでは、議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般

会計補正予算（第 10 号）のうち、教育総務課・

学校教育課所管分の補正予算につきまして、予算

書に基づき、御説明申し上げます。 

初めに歳出から御説明申し上げます。予算書

46 ページをお開き願います。 

10 款教育費、1 項教育総務費、2 目事務局費につ

きまして、426 万 6000 円を減額補正しておりま

す。主に校務情報化推進事業費の減額です。 

なお、職員給与費の減額については説明を省かせ

ていただきます。 

校務情報化推進事業費は 26 万 8000 円の減額です

が、現在校務処理の効率化を目的として、市内

小・中学校教職員を対象に、1 人 1 台の校務用パ

ソコン及び校務支援システムを整備更新している

ところでございます。 

今回の減額補正は、執務室内のネットワーク機器

更新及び公文用ソフトウエアのライセンス購入に

係る入札減少金であります。 

次に、7 目スクールバス管理費につきましては、

スクールバス維持管理事業から、800 万円の減額

補正をしております。今年度から運行開始した皆

田小学校スクールバスの債務負担行為額の基礎と

した設計金額と、契約後の運行実績の差額及び市
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内 24 台のスクールバスの運行実績により、不用

見込みとなった運行委託料を減額するものです。 

また、車両故障時の民間車借り上げが発生しなか

ったため、減額補正するものでございます。 

続きまして 8 目教育振興事業費につきまして、

400 万円を減額しております。 

今年度から、地域子ども学び場事業として、教員

ＯＢ等の外部指導者の支援を受け、学習支援事業

をスタートしておりましたが、外部指導者の必要

数が確保できず、実施は 2 会場にとどまり、計画

どおりに進まなかったことから、進捗状況と実績

を見込み報償費など予算の減額を行ったものでご

ざいます。 

47 ページをお開き願います。 

10 款教育費、2 項小学校費、2 目教育振興費につ

きまして、445万4000円を減額補正しております

が、内訳は、小学校情報教育振興事業と児童平和

学習おイネさん交流事業の減額です。小学校情報

教育振興事業においては、388万2000円を減額計

上しておりますが、これは、今年度、宇和・野

村・城川地域の各小学校に整備した情報機器等更

新に係る入札減少金、及び導入を予定していた教

育用アプリケーションソフトの見直しによる不用

額が生じたものでございます。 

児童平和学習おイネさん交流事業においては、事

業を 8 月に計画をしておりましたが、台風の接近

により、フェリーの欠航をはじめ交通機関が寸断

されたため、事業実施ができず、必要経費の

57 万 2000 円を減額したものでございます。 

続きまして 3 目学校建設費につきまして、454 万

1000 円を減額補正しております。 

これは、小学校施設整備事業として、城川小学校

屋内運動場改修工事の完了に伴い、事業費を確定

し、監理委託料及び工事請負費の不用額を減額し

たものでございます。 

48 ページをお開き願います。 

10 款教育費、3 項中学校費、2 目教育振興費につ

きましては、312 万円を減額補正しております。

内訳は、中学校情報教育振興事業費の減額、及び

中学校各種大会出場補助金、生徒遠距離通学費補

助事業費の減額でございます。 

中学校情報教育振興事業費の 21 万 4000 円の減額

補正は、先ほど述べました小学校と同様に、市内

中学校の新設特別支援教室用ＩＣＴ機器導入に係

る入札減少金が生じたこと及び、導入を予定して

いた教育用アプリケーションソフトの見直しによ

る不用額が生じたものでございます。 

中学校各種大会出場補助金 196 万 8000 円の減額

補正は、中学校における年間各種大会の成績結果

が見込みを下回ったために生じた不用額でござい

ます。 

生徒遠距離通学費補助事業費 93 万 8000 円の減額

補正は、補助の対象となる生徒の市外転出や、就

学援助、就学奨励費の申請を行ったことにより、

この事業対象から外れたため不用額が生じたもの

でございます。 

51 ページをお開きください。 

10 款教育費、7 項保健体育費、3 目給食センター

運営費につきましては、185 万円を減額補正して

おります。これはせいよ西学校給食センター運営

事業において、嘱託職員の途中退職により、社会

保険料等の人件費が不用額となったものでありま

す。 

52 ページをお開きください。 

6目給食センター建設費につきましては、2369 万

4000 円を減額補正しております。内訳は、宇和

及び野村学校給食センター建設事業によるもので

す。 

宇和学校給食センターの解体工事は、完了に近づ

き監理委託料及び工事請負費の入札減少金など、

856 万円を不用額として見込み、減額補正するも

のです。 

また、野村学校給食センターは、11 月から本体

工事に着手しておりますが、継続費のうち、平成

29 年度事業費が確定したため、工事監理委託料

及び工事請負費の入札減少金など、合計 1513 万

4000 円を不用額として減額するものでございま

す。 

続きまして、関連分の歳入について順を追って御

説明を申し上げます。少し戻りますが予算書、

15 ページをお開き願います。 

先ほどの事業費の減額に伴い、13 款国庫支出金、

2 項国庫補助金、7 目教育費国庫補助金のうち、

1 節小学校費国庫補助金、96 万 3000 円を減額補

正しておりますが、これは、城川小学校屋内運動

場改修事業の事業費減額に伴い、財源の一部であ

る学校施設環境改善交付金を減額補正したもので

ございます。 

同じく、8節保健体育費国庫補助金160万 8000円

の減額は、宇和学校給食センター解体工事の事業



 

－13－ 

費減額に伴い、学校施設環境改善交付金を減額補

正したものでございます。 

続きまして、22 ページをお開き願います。 

20 款市債、1 項市債、7 目教育債のうち、1 節小

学校債は 360 万円の減額補正をしております。こ

の内訳は、城川小学校屋内運動場改修工事の事業

費減額に伴い減額補正したものであります。 

なお、次のページ、5 節保健体育債のうち、宇和

学校給食センター解体工事減額に伴う 440 万の減

額補正及び、野村学校給食センター建設事業にお

ける 1440 万円を減額補正したものであります。 

次に、20 ページにお戻りください。 

17款繰入金、2項基金繰入金、34目公共施設整備

基金繰入金で 1777 万 2000 円の減額補正のうち、

宇和学校給食センター建設事業における繰り入れ

分 240 万 1000 円を減額補正しております。 

これも前述の、宇和学校給食センター解体工事減

額に伴う減額補正でございます。 

18 ページにお戻りください。 

14 款県支出金、2 項県補助金、7 目教育費県補助

金のうち、5 節教育総務費県補助金 282 万円の減

額は、学校・家庭・地域連携推進事業費県補助金

で、教育振興事業費の地域子ども学び場事業の財

源の一つですが、事業実績に準じて歳入額を減額

補正したものでございます。20 ページをお開き

ください。 

17款繰入金、2項基金繰入金、31目子ども教育振

興基金繰入金 118 万円を減額補正しています。 

これも地域子ども学び場事業の事業実績に準じて

減額補正をしたものでございます。 

最後に、継続費の補正について御説明いたします。

7ページをお開き願います。 

第 2表、10 款教育費、7 項保健体育費の野村学校

給食センター建設事業において、平成 29 年度の

年割額を、それぞれ 3227 万 1000 円から 1713 万

7000 円として、1513 万 4000 円を減額補正し、全

体の事業費を6億1937万円から6億423万6000円

といたしました。 

これは当学校給食センターの工事の進捗により、

29 年度の支払いが確定したため減額補正をした

ものでございます。 

以上、西予市一般会計補正予算（第 10 号）の教

育総務課学校教育課所管分の説明を終わります。 

よろしく御審議の上、御決定いただきますようお

願いをいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇加藤副委員長： 

46 ページの教育振興事業費のところで、地域子

ども学び場事業で、400 万の減額なんですけれど

も、これは外部指導者が見込めなかったというこ

となんですが今後はその外部指導者がしていただ

けるような見込みはついているんですか。 

〇大谷学校教育課長： 

今後の見込みですけれども、野村地区、現在のと

ころ指導者 3 名は確保できております。三瓶地区

につきましては指導者 2 名確保しておりますが、

おおよそ各単位で 4 名ほどを見込んでおります。

そう考えますと、まだ十分ではありません。 

そこで今後は、これからの退職者それから生活支

援員さんの中で、教員免許状を持っておられる方

が、現段階で 18名いらっしゃいます。 

この 18 名の方にもお願いという形で当たってい

きまして、できるだけ指導者の確保に努めまして、

可能なところろから開始をしていくと、そういう

見込みでございます。 

〇河野委員： 

今の学び場事業ですけれども、補正前の額 482 万

1000円、減額が400万円ということは、ほぼ事業

ができてなかったというふうに見ていいんでしょ

うか。 

〇大谷学校教育課長： 

当初は 7 会場の予定でございましたけれども、今

年度実際に運用しておりますのは、中川公民館で

多田・中川・石城小分、それから俵津公民館で明

浜地区の 2 カ所です。 

当初 7 で実質 2 ということですから、正直申しま

して十分ではなかったというところではあります。

開始時期につきましては、中川公民館が 10 月７

日から開始しております。中川公民館につきまし

ては、現在指導者が４名～５名であたっていただ

きまして、児童は 13 名おります。１月 20 日から

俵津公民館で俵津地区が始まっておりますが、そ

の際の指導者は２名～３名、児童は現在７名学習

をしております。以上です。 

〇河野委員： 

47 ページ、学校建設費城川小学校の屋内運動場

の不用額ということですけども、最近 2 回ほど小

学校へ行く機会があったんですけれども、屋内照
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明ですよね、照明の不備が見られたんですけれど

も、そこら辺対応はどうなってるでしょうか。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（11：10～11：12） 

再開を告げる。 

〇沖村教育総務課長： 

ただいま御意見のありました、照明につきまして

は、今回の改修事業の対象となっておりませんの

でこれ、御了解いただけたらと思います。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

〇井関委員： 

中学校各種大会の出場補助事業ですが、196 万

8000 円の減額となっておりますが、成績が振る

わなかったからということでありましたが、以前

一般質問で申し上げさせていただいたんですが各

学校が一緒になって種目に出られるような方策が

とれないかということを、前の教育長のときにお

願いしたんですけども、その後宇和・野村が一緒

になって出場するような種目ができているのかど

うか、その辺どうですか。 

〇大谷学校教育課長： 

現在、野村と宇和というのはございません。過年

度に明浜と宇和中学校の野球部が合同で出場した

ということはございます。ただ、その場合も市内

大会でとまりまして、県にはいけませんでしたの

で、結局、お金はかからなかったというような、

実情です。 

〇井関委員： 

小中学校の情報教育振興事業ですかね。 

それで、両方とも教育用アプリが、導入見直しと

いうことを言われとったと思うんですけども、小

中学校の教育用アプリというのは同じものではな

いということですかね、同じようなものを考えて

おられるんですか。 

〇大谷学校教育課長： 

ここで挙げられております教育用アプリといいま

すのは、いわゆる事業支援用のソフトでございま

して、タブレットに対応したソフトでございます。 

名称を言いますとメタ文字ノート、これ英語で書

いてあるんですけれども、そういうソフトなんで

すけれども、今年度教師用をインストールをして、

活用する予定でしたけれども、将来的なことを考

えまして児童と教師が双方向、お互いにやりとり

をするというような形のソフトで対応したほうが

いいということで、来年度に回そうというような

ことで教育用アプリの見直しの不用額が生じたと

いうことでございます。 

〇井関委員： 

小学校・中学校これはアプリとしては同じもので

すか。 

〇大谷学校教育課長： 

そういうことですね。 

〇菊池委員長： 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、教育総務課及び学校教育

課所管分について原案に賛成の委員の挙手を求め

ます。 

挙手全員により、当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（11：16～11：18） 

再開を告げる。 

 

【生涯学習課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、生涯学習課所管分につい

てを議題といたします。理事者の説明を求めます。 

〇小玉生涯学習課長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、生涯学習課所管分につい

て、予算書に基づき御説明いたします。 

該当する歳出予算は 49 ページからになります。 

教育費、5 項 1 目社会教育総務費の補正額 186 万

9000 円の減額です。 

これは、放課後子どもプラン事業及び家庭教育支

援事業において、主に講師やスタッフなどへの報

償費を、実績に基づいて減額するものです。次に、

2 目公民館費の補正額 8979 万 9000 円の減額です。

これは、耐震診断耐震補強設計及び長寿命化設計

を行った公民館が 2 館、長寿命化設計を行った公

民館が 2 館、そして耐震化工事及び長寿命化工事

を行った公民館 2 館に係る入札減など実績に基づ

いて調整減額するものです。 

その内訳として、耐震設計と長寿命化設計を行っ

た公民館では、田之筋公民館が入札減として

292 万円の減額。明間公民館が入札減として、

242万7000円の減額となっております。長寿命化
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設計のみを行った公民館では、貝吹公民館が入札

減として 177 万 1000 円の減額。横林公民館が、

入札減として 232 万 2000 円の減額となっており

ます。 

耐震化工事と長寿命化工事を行ったのは、高山公

民館と野村公民館です。高山公民館が、工事監理

委託料の入札減として 90 万 8000 円の減額、その

他工事請負費の入札減については、工事の繰り越

し及び追加工事として、トイレ改修、放送設備改

修に充てることとし、その上で、不用額 7906 万

8000 円の減額としております。 

野村公民館は、工事監理料の入札減として、

38 万 3000 円の減額。その他工事費の入札減につ

いては、工事の繰り越し及び追加工事として、ト

イレ改修に充てることとしております。そして、

7目社会教育施設建設費の補正額339万 7000円の

減額です。 

これは社会教育複合施設の設計委託に係る業務金

額が確定したことに伴い、290万5000円を減額、

その他検討委員会に係る報償費の不用額 49 万

2000 円を減額するものです。 

続いて、予算書 18 ページからの歳入予算につい

て御説明いたします。 

県支出金、2 項 7 目 4 節の社会教育費県補助金の

補正額 109 万 5000 円の減額です。 

これは、放課後子どもプラン事業及び家庭教育支

援事業に係る学校・家庭・地域連携推進事業費県

補助金の事業実績に基づく減額となります。次は、

22 ページとなります。 

市債、1 項 7 目 4 節の、社会教育債の補正額

8840 万円の減額です。その内訳ですが、社会教

育複合施設整備事業に伴う、旧合併特例債 280 万

円の減額。公民館耐震化事業のうち、高山公民館

の旧合併特例債を 7700 万円減額、同じく野村公

民館及び貝吹、横林公民館にかかる旧合併特例債

を 270 万円減額、同じく田之筋公民館の過疎債を

320 万円減額、同じく明間公民館の過疎債を

270 万円減額するものです。いずれも事業実績に

基づく財源調整によるものです。以上、よろしく

御審議の上、御決定くださいますようお願い申し

上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより、質疑を

行います。 

質疑はありませんか。 

では、質疑もないようなので、以上で質疑を終結

いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、生涯学習課所管分につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（11：26～11：28） 

再開を告げる。 

 

【文化体育振興課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、文化体育振興課所管分に

ついてを議題といたします。理事者の説明を求め

ます。 

〇土居文化体育振興課長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、文化体育振興課所管分に

つきまして、予算書に基づき、御説明申し上げま

す。 

初めに歳出から説明を申し上げます。 

予算書は、50ページをお開き願います。 

10 款教育費 6項文化振興費、1 目文化振興総務費

でございますが、一般給与及び職員共済組合負担

金額の調整により 12 万円を増額し 1 億 3039 万

4000 円とするものであります。 

続いて 2 目文化財保護費において、文化財保護推

進事業のうち、車道整備に係る補助金を申請件数

の実績により、100 万円を減額し 3418 万 4000 円

とするものであります。 

次に、3 目文化施設運営管理費でございますが、

補正額の財源内訳において、特定財源の組み替え

を行ったものであり、予算額の 1 億 5716 万

2000 円の増減の変更はございません。 

次に、51 ページをお願いいたします。 

5 目文化の里振興費において、19 万 3000 円を減

額し 5265 万 8000 円とするものであります。これ

は旧開智・開明学校姉妹間交流事業において、今

年度姉妹間交流事業 10 周年の記念の年としてお

り、理事者にも出席をいただくこととしておりま

したが、日程調整が整わなかったことから、旅費、

不用額を減額するものであります。 
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次に同じく 51 ページの 7 項保健体育費 1 目保健

体育総務費において 73 万円を減額し 1995 万

1000 円とするものであります。これは、国体開

催により中止となりました市民体育祭及び台風接

近により中止となりました、第 4 回ジオサイクリ

ング事業の実行委員会への委託料の減額でありま

す。特定財源の国庫支出金、25 万円の減額はジ

オサイクリング事業への充当分の減額であります。 

次に、2目体育施設費において302万 2000円を減

額し 1 億 5432 万 9000 円とするものであります。

これは城川総合運動公園管理運営事業において、

城川農業者トレーニングセンター防水改修工事の

実績、及び追加工事として実施いたします、トイ

レ工事、壁工事費の確定により、302万2000円を

減額するものであります。 

財源内訳をごらんください。防水改修工事には過

疎債を充当しておりましたが、防水改修工事の額

確定により起債額 1070 万円の減額、また、先ほ

ど申し上げました追加工事に係る分については、

体育施設整備基金を充当をいたしております。 

次に、52 ページをお開き願います。 

5 目国民体育大会費において、愛媛国体総務庶務

事業で 2030 万円を減額し 2 億 8255 万 4000 円と

するものであります。 

これは、第 72 回国民体育大会愛顔つなぐえひめ

国体西予市実行委員会への負担金の減額分であり

ます。 

先日、第 5 回総会も開催し、決算報告の承認もい

ただいたところであり、西予市開催競技など国体

開催に向けて西予市実行委員会が実施した事業費

の確定によるものであります。 

なお、財源内訳の特定財源の県支出金 1404 万

4000 円の減額については、歳入の折に、詳細説

明をさせていただきます。 

続いて歳入の説明をさせていただきますので、ペ

ージは 13 ページをお願いいたします。 

12款使用料及び手数料1項使用料7目教育使用料

50 万円を減額し、2039 万 4000 円とするものであ

ります。 

内訳は、3 節社会教育使用料において三瓶文化会

館の 30 万円と、朝立会館使用料の 20 万円、合計

50 万円を減額するものであり、両施設の会館利

用料の実績により減額するものであります。次に、

18 ページをお開き願います。 

14 款県支出金 2 項県補助金、7 目教育費県補助金

1799 万 7000 円を減額し、8153 万 1000 円とする

ものであります。 

これは、7 節保健体育費県補助金において、愛媛

国体開催にかかるおもてなし実施事業費 10 万円

の減額、デモスポ運営費県補助金 3 万 9000 円の

増額、正式・特別競技運営費 536 万 8000 円の減

額、愛媛国体民泊運営費に係る県補助金、861 万

5000円の減額の合計1404万 4000円の減額でござ

います。これは事業費補助対象経費額の確定によ

り減額したものであります。 

予算書の 20 ページをお開き願います。 

17 款繰入金 2 項基金繰入金、30 目体育施設整備

基金繰入金、体育施設整備繰入金に762万8000円

を増額し、8644 万 1000 円とするものであります。 

先ほど歳出でも説明いたしましたが、城川総合運

動公園、農業者トレーニングセンター内の追加工

事に基金を充当するものであります。 

最後に、23 ページをお開き願います。 

20 款市債 1 項市債、7 目教育債において、1 億

2150 万円を減額し、3 億 2520 万円とするもので

あります。文化体育振興課所管分は 5 節保健体育

債において城川総合運動公園管理運営事業分の事

業費確定により、1070 万円を減額するものであ

ります。 

以上、よろしく御審議の上、御決定くださいます

ようお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇井関委員： 

国体庶務事業の減額の 2030 万円ですが、民泊の

部分でも 800 万ほど減額されとるみたいなんです

けども、実際民泊に要した費用っていうのはどの

ぐらいの金額になっとるんか分かりますか。 

〇土居文化体育振興課長： 

今ほどお尋ねありました民泊の経費でございます

が、決算額で 4953 万 9286 円でございます。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

では以上で質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち文化体育振興課所管分につ

いて原案に賛成の委員の挙手を求めます。 



 

－17－ 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（11：39～11：42） 

再開を告げる。 

 

【議会事務局所管】 

〇菊池委員長： 

ただいまより議会事務局についてを審査いたしま

すが、道山局長より挨拶をお願いします。 

〇道山議会事務局長： 

挨拶を行う。 

〇菊池委員長： 

では議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補

正予算（第 10 号）のうち、議会事務局所管につ

いてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇道山議会事務局長： 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、議会事務局所管分につき

まして、予算書に基づき御説明申し上げます。 

まず予算書の 24ページをお願いいたします。 

1款1項1目議会費のうち、議会運営事業を100万

円、委員会事業を 30 万円、それぞれ減額をして

います。その減額の内容ですが、まず、議会運営

事業では、費用弁償を 100 万円しています。これ

は、昨年 7 月 29 日から 7 月 31 日にかけて北海道

黒松内町で姉妹都市の表敬訪問に参加した議員

10 名にかかる航空運賃、それから宿泊料がパッ

ク料金等の適用によりまして、当初見積もった額

より安価になったこと、また、北海道内の移動を

ＪＲのほうを当初見込んでおりましたが、黒松内

町の御配慮でマイクロバスで移動できたことによ

りまして減額となりました。また、議長の県外出

張が日程等の調整がつかず、取り止めとなったも

の等によりまして、100 万円減額したものであり

ます。 

次に、委員会事業では、借上料 30 万円を減額し

ています。これは 3 常任委員会及び議会運営委員

会の行政視察にかかるバス借上料でありますが、

実績としまして、当初の見積もり予定より時間数、

それから走行距離が少なくなったことによるもの

であります。 

実績に基づき 30 万円を減額しているところであ

ります。 

以上で、補正予算の説明を終わります。よろしく

御審議の上、御決定くださいますようお願いいた

します。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。これより、質疑を

行います。 

ありませんか。 

質疑もないようなので、以上で質疑を終結といた

します。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号 平成 29 年度西予市一般会計補正予

算（第 10 号）のうち、議会事務局所管分につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

では本委員会に付託されました今回の一般補正に

ついての議案審査はこれで全て終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

散会：午前１１時４６分 

 

 

 

【署名】委員長： 
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１．招 集 年 月 日 平成３０年３月９日 

１．招 集 の 場 所 第１委員会室 

１．開     会 平成３０年３月９日 

          午前９時００分 

１．散     会 平成３０年３月９日 

          午後０時４０分 

１．出 席 委 員        

    ２番  信 宮 徹 也 

    ４番  加 藤 美 香 

    ６番  河 野 清 一 

   １２番  井 関 陽 一 

   １３番  菊 池 純 一 

   １８番  宇都宮 明 宏 

   １９番  森 川 一 義 

１．欠 席 委 員 

   な し 

説明のため出席した者の職氏名 

   総務企画部長  宗   正 弘 

   総 務 課 長  宇都宮   裕 

   野 村 支 所 長  尾 下 孝 二 

   税 務 課 長  浜 田 直 浩 

   危機管理課長  垣 内 俊 樹 

   情報推進課長  宇都宮 明 彦 

   監理用地課長  片 山 武 彦 

財 政 課 長  山 住 哲 司 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 次 長  山 下 一 彦 

１．審 査 日 程   別紙のとおり 

１．審査に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

 

 

      審  査  日  程 

  

１ 議案第 ７号 西予市部設置条例の一部を改

正する条例制定について 

議案第 ８号 西予市行政手続における特定

の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第 ９号 西予市職員等の旅費に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第１０号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第１１号 西予市営プール条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

議案第２６号 西予市消防本部及び消防署

の設置等に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第２７号 西予市消防本部職員の特殊

勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第３１号 西予市新市立病院建設基金

条例を廃止する条例制定

について 

議案第４９号 平成30年度 西予市一般会

計予算 

 

 

本日の審査に付した事件 

 

 １ 議案第 ７号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第 ９号 西予市職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第３１号 西予市新市立病院建設基金

条例を廃止する条例制定

について 

議案第４９号 平成30年度 西予市一般会

計予算 
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  開会 午前９時００分 

〇加藤副委員長： 

開会宣言 午前９時００分 

御起立ください。 

これより、平成30年第1回定例会総務常任委員会

を開会いたします。 

 

【総務課所管】 

〇菊池委員長： 

まず、議案第7号の西予市部設置条例の一部を改

正する条例制定についてを議題といたします。理

事者の説明を求めます。 

〇宇都宮総務課長： 

議案第7号西予市部設置条例の一部を改正する条

例制定について、御説明をさせていただきます。 

今回の改正は、現在の組織体制の課題や問題点を

洗い出し、行政運営の効率化を図るために、本市

組織機構を見直すことに伴いまして、西予市部設

置条例及び関係いたします４条例の一部を改正す

るものであります。 

具体的には、産業建設部を分割いたしまして、第

1次産業や観光等を取り扱います産業部と土木建

築や水道等の専門知識を有します建設部へ再編す

るもの、また、公営企業部水道課を建設部上下水

道課へ統合することから、公営企業部を医療介護

部へ名称変更するもの、また、次の点になります

が、総合政策課が担っております政策立案や、行

政改革業務に情報推進課が行っております情報推

進技術を連携して政策を推進させることから、総

合政策課を政策推進課へ名称変更いたしまして、

情報推進課を情報推進室として政策推進課内に再

編するというものでございます。 

このようなことから、本条例に加えまして、附則

に記載をしております４条例、西予市準用河川流

水占用料等徴収条例、西予市水道事業の設置に関

する条例、そして3点目になりますが、西予市総

合計画審議会条例、西予市行政改革推進委員会設

置条例、これらの４条例を改正するものでありま

す。 

よろしく御審議のほどお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇井関委員： 

産業建設を二つの部に分けるということでござい

ますが、人員的には人数の変動等はどういうふう

になるんでしょうか。 

〇宇都宮総務課長： 

実質の人員の変動はありません。 

それぞれの課を、統合再編するのみでございま

す。 

〇井関委員： 

人員の変動はないということでございましたが、

下水道課が産業建設部に入ってくるということで

すけど、そこの人員はどういうふうになっている

でしょうか。 

〇宇都宮総務課長： 

水道課と下水道課が一緒になりますので、そうい

うところでの人員の合計という意味の変動はござ

います。 

建設部の建設課になりますけれども、そちらにあ

ります、まちデザイン係という名称のものをつく

ることといたしておりますが、そちらのほうにつ

いて1増というようなことで今進めておるとこで

ございます。 

〇宗総務企画部長： 

ただいまの件でちょっと補足説明をさせてもらっ

たらと思いますが、まちデザイン係、これは今ま

で、まちづくり推進課が行っておりました空き家

対策、この事業も一部建設課のほうに移管させる

ということでありますので、その分人員が増加す

るというふうな予定でございます。 

〇菊池委員： 

今の空き家対策ですね。まちづくりのほうで空き

家バンクをつくったり、いろいろやってますけ

ど、その新しい課でどういうことを想定し、やる

つもりなんでしょうか中身は、お願いします。 

〇宗総務企画部長： 

建設課で行うのは特定空き家の部分、これを調査

したり、それに対する主に調査ですけども、補助

的な取り壊しとかそういった的な業務、それは建

設課のほうに、移ります。 

ただ、まちづくりについては活用ですよね、各一

般の方に空き家の情報を提供する活用部分これに

ついては、従来どおりまちづくりで行うというふ

うな内訳になってきたと思います。 

〇菊池委員： 

分かりました。 

空き家が放置されて、なかなか取り壊しとか、そ

れから持ち主がこっちにおられないということが
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多分多いんで、そういうことで、建築のそういう

部分のことを担当するという理解でよろしいです

ね。分かりました。 

〇菊池委員長： 

では、その他ございませんでしょうか。 

では質疑もないようなので、以上で、質疑を終結

といたします。 

お諮りいたします。 

議案、第7号西予市部設置条例の一部を改正する

条例制定について、原案に賛成の委員の挙手を求

めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

続きまして、議案第9号、西予市職員等の旅費に

関する条例の一部を改正する条例制定について、

を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇宇都宮総務課長： 

議案第9号西予市職員等の旅費に関する条例の一

部を改正する条例制定について御説明をさせてい

ただきます。 

今回の改正は、愛媛県職員並びに近隣市職員の状

況を参考にいたしまして、所要の改正を行うもの

でございます。 

主な改正といたしましては、片道70キロメートル

以遠の地に出張の際、当日帰庁した場合に、定額

旅費に加算をして支給しておりました、車賃

1,000円の支給の廃止、2点目に、東京都及び政令

指定都市へ出張した際に限り、定額日当に加算を

して支給をしておりました滞在手当2,000円の支

給廃止、また、国県に派遣職員として赴任する際

の移転料の整備等を図るものでございます。 

よろしく御審議のほどお願いをいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

よろしいでしょうか。 

では以上で質疑を終結といたします。お諮りいた

します。 

議案第9号西予市職員等の旅費に関する条例の一

部を改正する条例制定について、原案に賛成の委

員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（9：10～9：11） 

再開を告げる。 

〇菊池委員長： 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、総務課所管分についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇宇都宮総務課長： 

まず、歳入予算についてご説明をいたします。予

算書21ページをお開きください。 

12款1項1目総務使用料1節総務管理使用料929万

4000円、職員及び臨時職員等が利用いたします、

指定駐車場の利用料でございます。 

続きまして、予算書33ページをお開きください。

14款3項1目4節選挙費委託金2,785万円であります

けれども、在外選挙人名簿登録費委託金2,000円

県知事選挙委託金2325万5000円、県議会議員選挙

委託金459万3000円であります。 

続きまして41ページをお開きください。 

19款5項3目市町振興協会収入3節市町振興協会職

員研修助成金45万円でございますが、これは市町

村アカデミー研修分30万円、国際文化アカデミー

研修分15万円の研修助成金を計上しております。 

続きまして同じく41ページですけれども、19款

5項4目2節総務費雑入3409万7000円でございます

けれども、総務課所管分は595万2000円でありま

す。このうち、総務課所管の主なものでございま

すが、次のページになります、市町村交通災害共

済交付金30万円、これは1人当たり30円の1万人分

ということで計上しております。職員健診個人徴

収金54万8000円これは職員健診に係ります自己負

担金になります。非常勤職員公務災害療養補償費

99万9000円であります。非常勤職員分といたしま

して60万円、そして大谷宗利氏分ということで、

40万円を計上しておりますが、この大谷宗利氏で

ありますが、本年2月に死亡されましたので、実

質の収入また後ほど再質問ありますけれども、実

質の収入支出は新年度になりまして、ないという

ことになろうかと思います。 

続きまして官舎家賃負担金49万3000円、これは東

京事務所、地域活性化センター等派遣をしており

ます、その職員に係ります家賃負担金の10％分と

いうことで計上しております。 

続きまして共済組合がん検診等助成金45万円でご

ざいますが、これは胃がん検診、肺がん検診等そ

れぞれの検診に係ります助成金でございます。 

その他、雇用保険料被保険者負担分に255万
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6000円、共済組合健康講習会等補助金10万円、選

挙執行経費46万4000円でございます。 

この選挙執行経費と申しますのは、三瓶町土地改

良区総代選挙の執行経費、これが10万5000円、宇

和町土地改良区総代選挙執行経費こちらを19万

円、城川町財産区議会議員選挙執行経費として

16万9000円を計上しているというところでござい

ます。 

続きまして、45ページをお開きください。 

20款1項1目、総務債、1節総務管理債5億7010万円

でございますが、このうち、総務課所管分といた

しまして、明浜支所庁舎建設事業といたしまし

て、旧合併特例債3億5510万円を計上させていた

だいております。 

また、野村支所庁舎建設事業といたしまして、こ

ちらも、旧合併特例債でございますけども、

5130万円を計上させていただいておるところでご

ざいます。 

続きまして歳出に移らせていただきます。 

52ページをお開きください。 

2款1項1目一般管理費6億8249万1000円のうち、総

務課所管分は6億7815万2000円となりますが、こ

のうち職員給与費、右端に事業概要の欄がありま

すが、次のページになります1番下に記載をして

おります、職員給与費5億3053万8000円を除きま

すと、1億4761万4000円で前年度比58万円の減と

なっております。 

一般管理費のうち、総務課所管分の事業といたし

ましては、今ほど見ていただいております、事業

概要欄のところの中で、自衛官募集啓発事業、そ

れから行政改革推進事業、行政評価推進事業、こ

の三つを除きます27事業が総務課関係となりま

す。 

まず、53ページの事業概要欄最後に入れておりま

す、職員給与費から御説明をさせていただきま

す。 

職員給与費、総務課所管分の5億3053万8000円で

ありますが、これは各支所も含めまして、また特

別職2名、そして職員50人分ということでの金額

となっております。 

職員給与費のうち一般職員の給与費、これは給料

それから諸手当共済を含めたところでございます

が、4億9567万円でございまして、前年度比

1909万5000円の増となっております。 

その要因としましては、退職予定者数の増等によ

り、退職手当負担金、こちらが増になった影響に

なるものと考えておるとこでございます。 

ここで一般会計の人件費全体額について御説明を

させていただいたらと思います。 

予算書の212ページの給与費明細書を開いていた

だいたらと思います。 

1番、特別職の表では、長と議員その他特別職の

合計額で、1番右端の2億8535万7000円、前年度ほ

ぼ真ん中ぐらいですけども、2億7849万3000円と

の比較では、1番下の欄になりますが、686万

4000円の増額となっております。 

その主な要因は、前年度当初予算に計上のなかっ

た、県知事選挙におきます投票管理者を初めとし

ます、その他特別職の報酬を30年度に計上したこ

とが主な要因でございます。 

続きまして、予算書213ページをお開きくださ

い。 

２番の一般職の表では、職員数542人で前年度比

16人の減、となっております。 

給与費共済費を合わせました全体額では、42億

2454万2000円で前年度比5270万2000円の減となっ

ております。 

これは、職員数の減に伴います給料等の減という

ものが主な要因でございます。 

職員手当の内容、前年度比較につきましては、そ

の下段の表に職員手当の内訳として記載をしてお

りますが、手当全体では、前年度比55万2000円の

増となっているとこでございます。52ページにお

戻りいただいたらと思います。 

2款1項1目一般管理費、こちらの1節報酬211万

6000円のうち委員報酬11万7000円は、固定資産評

価審査委員5人分8万円の報酬、また、行政不服審

査委員5人分3万7000円でございます。 

非常勤職員報酬199万9000円でありますけれど

も、こちらは公益保護相談員1人分の報酬として

いたしまして、172万円、特別職報酬等審議会委

員10人分、また、情報公開個人情報保護審査委員

5人分、行政不服審査外部人材審議員1人、こちら

のほうを計上させていただいていただいていると

いうところでございます。 

2節の給料でございますが、こちらにつきまして

は、市長、副市長の特別職2人、そして、一般職

につきまして総務課所管の50人分の計上させてい

ただいております。 

3節につきまして職員手当等でございますが、こ



 

－5－ 

ちらは扶養手当以下の各手当てで特別職2人と総

務課所管50人分、こちらを計上いたしておりま

す。 

4節共済費につきましても同じく、総務課所管分

の人数分を計上しております。 

続きまして53ページに移ります。 

7節賃金につきましては、本庁総務課の嘱託職員

4人、そして臨時職員2人、明浜支所におきます産

休代替職員を１人、それから城川の臨時職員1人

を含めた、臨時雇用賃金でございます、1480万

8000円となっております。8節報償金271万6000円

のうち、総務課所管分でございます。総務課所管

分は251万6000円となりますが、こちらは、行政

連絡協議会事業の報酬といたしまして、158万

5000円、職員採用候補者試験委員の報酬としまし

て30万7000円、職員研修の講師謝金といたしまし

て24万円、きらりせいよ大賞の記念品代というこ

とで20万8000円等を計上している、いう状況でご

ざいます。 

続きまして9節旅費720万4000円のうち、総務課所

管分は667万8000円でございますが、これらにつ

きましては、固定資産評価審査委員運営研修等の

費用弁償7万9000円、また、職員研修にかかりま

す旅費246万円のほか、特別職一般職にかかりま

す普通旅費を計上させていただいております。 

10節交際費320万円につきましては、市長交際費

250万円、それから4支所の市長交際費といたしま

して、70万円を計上いたしております。 

11節需用費620万5000円のうち、総務課所管分

598万2000円につきましては、主に例規と書籍の

追録費といたしまして206万2000円、その他支所

を含めましたコピー用紙または印刷トナー他消耗

品、印刷製本費と事務経費を計上しております。 

続きまして12節役務費、1059万2000円でございま

すが、こちらにつきましては、通信運搬費907万

7000円のうち、支所も含めました電話料が842万

5000円、派遣職員の引越し代これ5人分でござい

ますが45万円、その他郵券料等20万2000円を計上

しております。 

13節委託料6800万3000円のうち、総務課所管分は

6469万8000円となります。 

これら委託料のうち、54ページになりますけれど

も、行政評価システム構築支援委託料を除きます

11の委託料こちらが総務課所管分、となります。 

主なものにつきましては、行政連絡委託料4786万

8000円でありますが、これは市内438あります自

治会への委託料となります。 

続きまして、14節使用料及び賃借料935万1000円

のうち、総務課職所管分は929万6000円となりま

すが、これらの内訳でございますけれども、リー

ス料が63万2000円、使用料が304万5000円、借上

料が561万9000円となります。 

リース料の主なものといたしましては、職員を

30年度被災地派遣を計画しております、そちらの

自動車リース料でございます。 

また、使用料の主なものとしましては、例規ベー

スシステムの使用料、また自治情報の情報サービ

ス料というようなことで、41万5000円そのほかコ

ピーの使用料、また高速道路の使用料を計上させ

ていただいております。 

借上料につきましては、派遣職員5人にかかりま

す宿舎の借上費543万8000円を計画しているとこ

ろでございます。 

18節、備品購入費につきましては、図書購入費と

させていただいております。 

19節負担金補助及び交付金699万1000円のうち総

務課所管分は55ページの防衛協会の会費を除きま

す負担金、補助金となります。 

負担金では研修会等負担金といたしまして、96万

6000円また、職員互助会負担金480万円など、例

年の実績を考慮して計上させていただいていると

いう状況でございます。 

補助金でございますけれども、1番下の行になり

ますが、職員の自己啓発を促進し、能力開発人材

育成を図るということで、自主研修のための経費

ということで、職員自主研修助成金10万円を計上

しているというところでございます。 

同じく55ページとなりますけれども、次の目にな

ります。 

2款1項2目文書広報費1539万3000円のうち、総務

課所管分は813万8000円となります。文書保存事

業、文書配達用の郵便、こちらが該当となります

けれども、文書保存事業につきましては、整理用

段ボールの購入費でございます。 

そして文書配達事業につきましては、各支所を含

めました郵便料ということで789万6000円を計上

している状況でございます。 

続きまして57ページをお開きいただきたらと思い

ます。 

2款1項5目財産管理費7億3120万3000円のうち、総



－6－ 

務課所管分につきましては、58ページに移ります

が、右端に記載をしております野村支所庁舎建設

事業5414万円、明浜支所庁舎建設事業3億9221万

8000円、公用車維持管理事業総務課の25万4000円

であります。 

この三つを足しますと、総務課所管分の合計は

4億4661万2000円となります。 

まず、この内野村支所の庁舎建設事業でございま

すが、29年度におきましては、地質調査委託、ま

た支所庁舎の基本設計実施設計委託、また野村公

会堂、旧野村図書館の解体工事設計を実施いたし

ました。 

30年度におきましては、工事請負費に記載してお

りますけれども、そちらになりますが、野村公会

堂及び旧野村図書館解体工事ということで、

5400万円また、旧野村図書館解体撤去工事に伴い

ます光ケーブルの撤去工事14万円を計上した形と

なっております。 

また続きまして、明浜支所庁舎建設事業、3億

9221万8000円でございますが、29年度におきまし

ては、旧高山小学校校舎の解体工事それからプー

ルの解体工事を行ってまいりました。 

また、建設課、支所では産業建設課の予算となり

ますけれども、旧高山小学校へ通じます湯の川く

らぬき線、この工事も29年度に行ってきたところ

でございます。 

30年度におきましては、役務費手数料といたしま

して、水道開始手数料81万4000円、浄化槽完成検

査手数料といたしまして1万2000円を計上してお

ります。 

委託料では、庁舎建設監理委託料ということで

402万3000円、分筆測量の委託料といたしまして

107万円を計上いたしております。 

工事請負費におきましては、支所建設工事におき

ます3億6981万円ということで建設工事を、そし

て光ケーブルの新設工事に103万3000円、電柱改

良工事に345万6000円を計上しております。 

明浜支所につきましては、9ページまた10ページ

のところで継続費、そして債務負担行為を設定す

るよう、それぞれ進めております。これらの詳細

につきましては、後ほど明浜支所長の方から説明

をさせていただきますので御了解いただいたらと

思います。 

続きまして60ページをお開きください。 

2款1項6目支所及び出張所費、187万円であります

けれども、これは、明浜出張所の臨時雇職員1名

分の社会保険料・賃金に関します経費を計上して

おります。 

このほか、消耗品等の事業費、電話料等の役務

費、リース料等につきましては、今年度から公民

館費に組み替えを行っておりますので、その他の

経費を計上しておりません。 

なお、前年度からでございますが野村支所にも出

張所がございます。横林、渓筋、中筋、貝吹、惣

川と五つの出張所、こちらの経費については、

29年度から公民館費に既に組み替えを行っている

という状況でございます。 

続きまして2款1項7目、公平委員会費38万7000円

につきましては、公平委員会、3名にかかります

委員報酬、それから総会・研究会等への出席旅

費、諸会議の負担金等の経費を計上しておりま

す。 

前年度より12万8000円増額となっておりますが、

これは、東京で開催予定となっております全国公

平委員会の連合会の本部研究会、こちらに出席す

るための旅費ということで、委員1人また職員1人

を追加したというところが主なものでございま

す。 

61ページをお開きいただいたらと思います。 

2款1項9目防犯対策費1900万5000円でございます

が、これは西予地区防犯協会への負担金720万

円、防犯灯設置補助金といたしまして110万円、

防犯灯電気料補助金1005万6000円が主なものでご

ざいます。防犯灯設置につきましては、先ほど申

しました110万円でありますが、新設としまして

20灯、それから交換移設ということで180灯を計

画をしているという状況であります。 

また、電気料につきましては、既存のものでござ

いますが5467灯分を考えております。また新設と

しましても50灯分ぐらいということで計上してい

るというところでございます。 

62ページをお開きいただいたらと思います。 

2款1項10目交通安全対策費1733万6000円でありま

すけれども、まず1節の報酬、287万1000円でござ

いますがこれは、交通指導員58人分の報酬として

おります。 

15節工事請負費486万4000円こちらにつきまして

は、1地域から申請を受けておりますガードレー

ル、またカーブミラーの工事費でございます。 

16節原材料費84万5000円、こちらはカーブミラー
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46基、それからカーブミラーを取りつけます支柱

でありますが、これを25本計画しているというと

ころでございます。 

こちらも先ほどの地域からの要望を受けてという

ことでの購入になろうかと考えております。 

続きまして19節であります。負担金800万円、こ

ちらは西予交通安全協会への負担で負担金であり

ます。前年度比20万円の増ということとなってお

りますが、これは、高齢者の交通事故発生件数が

高いという中で、平成10年から運転免許自主返納

制度が行われております。この、自主返納を西予

市でも促進していきたいという考えのもと、運転

経歴証明書を交付する金額、この経歴証明書一通

が1000円かかりますけれども、それにかかります

利用者負担の軽減を図るということで、負担金を

増額して支出するというものでございます。 

63ページをお開きください。 

2款1項12目諸費822万円でございますけれども、

うち主なものは傷害保険料事業785万9000円が主

なものでございます。 

5節災害補償費では、非常勤職員の公務災害医療

補償費ということで50万円、休業補償費として

10万円、これどちらも災害を想定としてというこ

とでの予算化でございまして、具体的にこれとい

うものがあるものではございません。 

それから障害補償年金、これ小倉卓弥嘱託職員の

災害補償が出ました。 

ただ、彼につきましては、まだ障害の等級が決定

しておりませんので、これも仮にということでの

計上でございますが、40万円を計上しておりま

す。 

また、先ほど歳入でも申し上げましたが、大谷宗

利氏の障害補償年金、それから特別給付金といた

しまして、40万円もここに含んだ形となっており

ますが、お亡くなりになられたということでこち

らの支出はないということでございます。 

12節役務費、その他保険料でございますが、こち

らにつきましては、市町村総合賠償保険料336万

円であります。これは市民の方々全てにかけてい

るものでございまして、約4万人分ということで

計上しております。 

非常勤公務災害補償保険料といたしまして、

390万9000円をあわせて計上しております。 

69ページをお開きいただいたらと思います。 

2款4項1目選挙管理委員会費874万8000円でありま

す。 

こちらにつきましては、委員報酬・書記給与費及

び選挙管理委員会の開催経費等を計上しておりま

す。 

70ページをお開きください。 

2款4項2目選挙啓発費につきましては、積極的な

選挙啓発を行うということで、西予市明るい選挙

推進協議会へ補助金13万7000円を計上しておりま

す。 

30年度には愛媛県都市明るい選挙推進協議会連絡

会総会が西予市で開催の予定ともなっておりま

す。 

以下、4目で城川町財産区議会議員選挙事業に

16万9000円、5目で右端のとこに入れております

が、宇和町土地改良区総代選挙事業に19万円、三

瓶町土地改良区総代選挙事業に10万5000円、11目

で県知事選挙事業に2325万5000円、こちら県知事

選挙の任期満了30年の11月30日に任期満了となっ

ていますが、そういうことで計上していたしてお

ります。 

12目、県議会議員選挙事業でございますが、県会

議員の任期が平成31年4月29日となっております

ので、30年度に必要になると見込まれる経費

459万3000円を計上しているというところでござ

います。 

以上、選挙管理委員会分を含めました総務課分の

説明とさせていただきます。 

では、この後、先ほど申し上げました明浜支所庁

舎建設事業関係の継続費、債務負担行為につきま

して、支所長のほうから御説明をさせていただき

ます。 

〇山下明浜支所長： 

明浜支所庁舎建設事業に係る継続費及び債務負担

行為についてご説明申し上げます。 

本事業は平成30年6月に着手予定で、実質１ヵ年

程度の工事期間が必要となるため委託業務及び本

体工事を30年度と31年度に継続費、31年度の債務

負担行為として整備するものであります。 

庁舎建設監理業務委託料として30年度に402万

3000円、31年度に267万3000円を計上し、30年度

と31年度の合計が669万6000円となります。その

他、電波調査等の期間が必要なため31年度債務負

担行為として無線LANセットアップ委託料710万

7000円を設定しております。 

支所建設工事の工事請負費を30年度に3億6981万
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円、31年度に2億4557万4000円を計上し、30年度

と31年度の合計が6億1538万4000円となる予定で

あります。 

また、先ほどの無線LANセットアップ委託料に連

携して必要となるため、31年度債務負担行為とし

て備品購入費に無線LAN機器309万2000円を設定し

ております。 

以上、補足説明と致します。 

〇菊池委員長： 

以上で理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇森川委員： 

55ページの職員の自主研修助成金ですが、大体ど

のように自主研修をしておられるのでしょうか。 

市民の立場になって活動する職員がおられないと

いうことなんですが、これで中町の説明会におい

ても、資料のいる人は市役所へ来てもらったら渡

すという職員がおって、市民をばかにしておる言

うて、市民の人から言われております。 

〇宇都宮総務課長： 

この自主研修と申しますのは対象者なんですけれ

ども、個人または自主研究グループということで

させていただいておるところですけれども、目的

としては、職員の自己啓発を推進してまた、能力

開発ということで、人材の育成を図るということ

でさせていただいております。 

自主研修グループということにつきましては、調

査研究を目的ということで、所属が三つ以上の

課、そして且つ5人以上の職員ということで自発

的に結成されたグループで行うということとして

おります。 

また個人の場合については、通信教育等により自

己啓発をしようとする職員ということで、申請を

されまして、それぞれですけれども市長が認めた

ものという形になっております。 

先ほど議員おっしゃいました配慮の問題もござい

ますが、具体的にそれについてというところが直

接この自主研修に当たるかどうかいうところは、

はっきり申し上げにくいところでございますけれ

ども、自主研修につきましては要綱に基づきまし

て、それに沿った手上げ方式という形で進めさせ

てもらっております。 

ここを4年ほどにつきましては、該当の職員、ま

たグループはございません。 

以上でございます。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（9：46～9：47） 

再開を告げる。 

〇森川委員： 

やっぱり、市民からも言われたように、職員も気

を付けてもらったらと思っています。 

〇菊池委員長： 

その他ありませんか。 

〇河野委員： 

54ページですけど、14節の使用料賃借料935万で

すけども。 

災害派遣5名と予定しておるという説明だったと

思うんですけれども、これは東北の大震災とかに

派遣するんでしょうか。 

〇宇都宮総務課長： 

被災地派遣は1名でございます。 

派遣職員全体としまして５人ということでありま

すけれども、以上でございます。 

〇河野委員： 

今の説明、ちょっと分かりにくかったんですけど

も。災害災害派遣は1名。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（9：48～9：50） 

再開を告げる。 

その他ありませんか。 

〇井関委員： 

62ページの交通安全協会負担金なんですが、自主

返納に対する助成ということがあったんですが、

自主返納今するときに、証明書をいただくのに写

真が必要なんですけど、その写真も個人が写真屋

さんに行って撮ってきてくださいっていうことを

言われよるみたいなんですが、あの辺は行政とし

て対応はできないもんですかね。 

〇宇都宮総務課長： 

全体を推進するということで、今ほど議員おっし

ゃいましたとおり、写真、それから経歴証明書、

この二つが申請のためには必要というところなん

ですけれども、写真のところまでというとそれぞ

れの写真の写真代、店舗によっても金額も違うと

いうこともございますので、またこれにつきまし

ては、安全協会のほうにお金を支出させていただ

いてそちらでの対応ということで考えております

ので、具体的に市役所の中で写真を撮るとか、そ

ういうことはなかなか対応が難しいのかなと考え

ております。 
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そういう事の中で少しでも推進する中で、こうい

うふうな証明書に当たるところ、1000円というの

がちょうど全額になりますけれども1通当たり

1000円でございますので、全額を補助するという

形で考えているところであります。 

また、そこのところの自主返納されております人

数の状況を見ますと、29年度これまで、10月末の

現在の状況でございますが、自主返納された方と

いうのが186人おられます。 

その内、経歴証明書をされた、申請をされた方と

いうのが145人おられるいうことのようです。そ

ういうことですので、もう少し金銭的な面での、

何らかの補助をすればいいんではないかなという

ことで警察のほうとも協議をした上で、今のこの

状況にさせていただいているところです。写真の

ところも、今後また警察のほうとも協議を進めて

まいりたいと考えてございますけれども、今すぐ

というのは、即答ちょっとできかねるところでご

ざいます。以上です。 

〇井関委員： 

写真の事をなぜ言うたかと申しますと、普通に免

許申請の場合には、警察署で写真を撮っていただ

いてそれが免許証になるというところがあるの

で、その辺うまくタイアップができればそのまま

証明書としても、そこの警察署で撮った写真で何

とか対応できるんじゃないかなという気がいたし

ましたので、その辺ができればもっとスムーズに

返納していただける方も、その証明書が今186人

のうち145人は証明書とられておるということ

で、ほぼ大半の方がとられてはいるんですが、も

っと簡単にとれるんであれば、全員が証明書をと

られるようになるんじゃないかなということで、

この返納された方はそれなりにメリットがあると

いうことで、タクシーとかバス代とかいうやつの

割引があったりとかいうことを聞いておりますの

で、できれば全員がとっていただけるような方向

になればいいのかなと思いますので、その辺警察

のほうにも要望を出していただいたらと思いま

す。 

よろしくお願いします。 

〇宇都宮総務課長： 

また協議をさせていただいて、可能な限り前向き

に検討させていただきます。 

〇信宮委員： 

58ページの野村支所庁舎建設事業なんですけれど

も、30年度は主に野村公会堂・図書館の解体費用

ということでございますが、29年度に調査や設計

が行われているということで、野村の庁舎につい

ては、野村交番それから銀行関係等も入るんでは

ないかと聞いておるんですけれども、その辺も設

計等が終わっているようなので、わかっているこ

とがあったら教えていただきたいのと、その場

合、そこの庁舎に入るところの家賃といいますか

入るところの負担のことが大体決まっておった

ら、知らしてもらいたいと思いますが。 

〇尾下野村支所長： 

野村支所建設事業でございますけども、現在の進

捗状況を申し上げます。 

先ほど総務課長のほうからもございましたよう

に、地質調査については終わっております。 

解体工事設計については今設計中でございまし

て、基本設計と実施設計について発注済みでござ

いますけども、先ほど信宮委員言われたように、

今回は西予警察署野村交番、金融機関等が合同あ

るいは複合施設として入っていただくようなこと

になっております。 

そこら辺の外部調整に若干時間がかかりまして、

基本設計については今月中に作成ができるような

ことになりますけども、実施設計についてはそこ

ら辺の調整がございまして、最終的にできないと

いうことであれば、繰り越しということで正式な

手続をとらせていただくというようなことになろ

うかと思います。 

それで家賃の関係につきましては、当然ながら市

有地の上に建物が建つわけなんで、その分につい

ての土地の賃借料についてはいただくということ

になると思います。 

建物の使用料につきましては、西予警察署野村交

番については、細かい取り組めはまだできており

ませんけども、愛南町の例を参考にして、期間で

あるとか金額についてはお支払いをしていただく

というようなことになろうかと思います。 

ただ、金融機関については、建築相当額について

は、基本的にそちらの金融機関の方で、負担金と

した中で徴収をしていきますので、使用料という

ことについては、土地の使用料のみの発生という

ことになろうかと思います。 

あと、細かい維持管理、電気とかいろんなことに

つきましては、まだ詳細のほうは協議しておりま

せんので、来年度30年度中に細かいことについて
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も煮詰めていく予定でございます。 

以上でございます。 

〇信宮委員： 

野村交番については入っていることが大体決まっ

てるかと思うんですけれども、金融機関どこに入

るかということは、今、ここでは言えないことな

んでしょうか。 

それも決まってないんでしょうか。 

〇尾下野村支所長： 

金融機関については、基本計画設計中でございま

すので、入ることを前提として話の進めておりま

す。対象の機関につきましては、東宇和農協野村

支店及び、愛媛信用金庫野村支店でございます。 

〇河野委員： 

63ページなんですけど、12目の諸費その他保険料

で645万9000円、市民4万人分という説明だったか

と思うんですけど。 

市民全員に保険を掛けておられるということです

か、どういった保険かも分かったら教えてくださ

い。 

〇宇都宮総務課長： 

市民全員という形でございます。 

市のほうに瑕疵があるような内容の何らかの事故

があったような場合、そういうな場合について、

内容が証明されれば、また起因すると思われるこ

とがあれば、支払いの対象となるというようなも

のでございます。 

例えばでございますけれども、道路に穴があいて

いるというようなことがあったとして、そこに車

が落ち込んだとか、いうようなことで、車が傷む

またけがをするというような場合とか、その他何

らかイベント等をしている場合に、こちらの瑕疵

があった場合に、事故が起こり、それが市のほう

に何らかの瑕疵があった、というような場合でそ

れの保証するというような事例があろうかと思い

ます。 

以上でございます。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（9：59～10：10） 

再開を告げる。 

 

〇信宮委員： 

54ページの行政連絡等委託料4786万8000円につい

てですが、これは、一戸当たり幾ら、それから連

絡等で区長さん、各地区に支払われる委託料だと

思いますが、宇和町のように人口が密集している

地域もありますし、また山間部等は家が離れてい

たり、区長さんのなり手がなかったりということ

で、大変な地域もあるんですけれども、これにつ

いて今後どういうふうな方向に持っていくのか、

お聞きしたいと思います。 

〇宇都宮総務課長： 

これまでの経緯でございますけれども、近年、少

子高齢化ということで、小規模で高齢化の高い自

治会におきましては、自治会員の減少また、高齢

化で役員のなり手がないということ、またその運

営が困難になっているというようなことがござい

ます。 

これまで、委託料の支出においては、均等割とし

て3万8000円、世帯割ということで1800円という

形で進めてまいりました。 

先ほども申しましたとおり、自治会の機能を存続

させるため自治会の統合をするということになる

場合、この場合については、先ほどの計算の方法

ではなかなか、難しいというところもございまし

て、今、行政連絡協議会のほうでは、既に平成

26年度ぐらいから何回か検討を重ねまして、平成

31年度からということで、基礎算定ということ

で、世帯数をもとにしたもの、また自治会の数を

もとにして自治会加算、そして高齢化率を加味し

たところで、高齢化率加算という形での方法を用

いたいということにしております。 

今、大筋のところでは、そういうふうなところで

算出するというところは、決定をしておりまし

て、各支部行政連絡協議会の各支部のほうで、こ

れからどういうふうな配分の仕方をしていくの

か、というところを詳細に決定し、協議を進めて

おられる状況でございます。 

31年度には、正式運用ができるものと考えており

ます。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

では以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、総務課所管分について、原案に賛成の委員の

挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては、原案どおり

決可決することに決しました。 

〇菊池委員長： 
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暫時休憩を告げる。（10：13～10：20） 

再開を告げる。 

 

【税務課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、税務課所管分についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇浜田課長： 

それでは、議案第49号 平成30年度西予市一般会

計予算の税務課所管分につきまして御説明申し上

げます。まず、歳入の部より御説明いたします。 

予算書15ページをお開きください。 

1款1項1目個人市民税、予算額11億527 4万

4000円、前年比3615万2000円の増となっておりま

す。増の主な理由といたしましては、平成28年中

におきまして、給与所得、農業所得の増がありま

して、29年中におきましても同様と見込みまし

て、増予算としております。次に、2目法人市民

税、予算額1億6141万3000円、前年比2％増の、

328万3000円の増となっております。 

続きまして、2項1目固定資産税予算額13億9000万

8000円、前年比8038万4000円の大幅な減になって

おります。 

主な理由としましては、3年に1度の評価替えの年

でありまして、平成30年度が評価替えの年になっ

ておりますので、土地で3156万2000円、家屋で

5402万円の減が見込まれますが、償却資産につき

ましては、平成29年中におきましても、太陽光発

電施設が設置されましたので、419万8000円の増

額を見込んでおります。 

次に、2目国有資産等所在地市町村交付金及び納

付金予算額につきまして、1516万8000円で、前年

比4000円の増でございます。 

続きまして、3項1目軽自動車税、予算額1億

4549万円、前年比465万3000円の増であります

が、主に4輪乗用並びに貨物の自家用車の新車購

入による台数の増となったことによるものでござ

います。 

続きまして、予算書16ページをお開きください。 

次に、4項1目市町村たばこ税は予算額2億1227万

7000円で、喫煙者の減少により前年比307万円の

減を見込んでおります。 

次に、5項1目鉱産税につきましては、前年と同額

の8000円を計上しております。 

以上、市税総予算額30億7710万8000円、前年比

3936万2000円の減でございます。 

続きまして、予算書23ページをお開きください。 

12款2項1目総務手数料、2節徴税手数料でござい

ますが、予算額376万2000円、前年比6万円の減と

なっております。 

次に、予算書33ページをお開きください。 

14款3項1目総務費委託金、2節県民税徴収事務委

託金は、予算額4957万円で前年比27万円の増とな

っております。これは個人市民税と合わせて、県

民税も税務課のほうで徴収いたしますので、その

取扱費でございます。 

次に、予算書39ページをお開きください。 

19款1項1目延滞金、予算額は前年と同じ397万

1000円を計上しております。 

続きまして、歳出の説明をいたします。 

なお、職員給与費につきましては総務課所管のた

め省略させていただきます。 

それでは、予算書65ページをお開きください。 

税務課所管は、2款2項1目税務総務費で3事業と、

2目賦課徴収費6事業でございますが、平成30年度

予算におきまして、諸証明書等発行事業を税務課

庶務事業に、昨年度と比較しまして、税務課庶務

事業に統合しております。 

税務総務費のうち公用車管理事業におきまして

は、前年度に公用車の購入が1台ありましたの

で、本年は139万8000円の減で、予算額50万

5000円となっております。 

賦課徴収費、予算額3817万円、前年比113万

5000円の減。内訳といたしましては、個人市民税

賦課事業におきまして、国税連携システム使用料

の減、固定資産税賦課事業におきまして、タウン

マップシステムデータ更新委託料の減によるもの

でございます。 

また管理収納事業におきましては、育休職員の代

替による嘱託職員賃金等で113万9000円を増額し

ております。 

以上、御審議の上御決定くださいますようよろし

くお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

〇信宮委員： 

16ページの市町村たばこ税でございますが、毎年

２億円を超えるたばこ税の税収があるわけなんで
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すけども、近年は禁煙の推進ということでだんだ

ん少なくなっている状態なのですが、このたばこ

税というのは市に入る税金でちょっと分かりにく

いところがあるので、教えてもらいたいのと、ま

た確認ですがチェーン店とかのコンビニエンスス

トアとかがあるんですけど、西予市内に店舗があ

ってそこで買えばその分は西予市に入るというこ

となのか、一つ確認をしておきたいと思います。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（10：29～10：32） 

再開を告げる。 

〇浜田課長： 

先ほどの御質問なんですが、たばこ税の課税の税

率なんですが、何本当たり幾らという単価が決ま

っておりまして、ただいま手持ちの資料がござい

ませんので、後ほど資料の提出をさせていただい

たらと思います。 

また、コンビニ等の売り上げも、西予市のほうに

入るのかという御質問なんですが、その分につき

ましても西予市に販売された本数につきまして

は、西予市の収入となっております。以上です。 

〇加藤副委員長： 

15ページなんですけど、固定資産税なんですけど

も3年に一度の見直しの関係で大幅減で、土地と

か家屋の固定資産は大幅減だということでした

が、償却資産の分で、太陽光はちょっと増えてい

るようなんですけれども、これは、どういうとこ

ろにつけられている太陽光で、これからも今いろ

んなとこでまた工事をされているようですが、増

えていく予定であるのかというのをお聞きしたい

んですが。 

〇浜田課長： 

主なものは、既に太陽光施設をつけられている業

者の方の大幅な増設がございます。 

それに加えまして、個人の方が、各家庭の屋根の

上に、売電を目的とされて設置をされてる方が増

えております。 

10キロワット以上の売電をする場合、償却資産と

してみなされまして、申告する必要がございます

ので、そういう納税者の方が増えております。 

以上です。 

〇菊池委員長： 

席を変わります。 

〇菊池委員： 

今の太陽光の話がありましたけど、まだ、今工事

が始まったばかりで、なかなか具体的なことには

なってないと思うんですが、風車ですね、風力発

電。多分今度できるのが西予市で初めての風力発

電施設やと思うんですよ、高山線にできるのが。 

あれももちろん固定資産税が入ってくると思うん

です。 

そういう、期待してるんですけど、それはどうい

う目算とかはされてますか、まだそれは完成して

からのことなんでしょうか。 

〇浜田課長： 

償却資産につきましては、業者からの申告による

ものになっております。 

それで平成30年度におきましては、まだ完成をし

ておりませんので、予算の中に計上しておりませ

んが、償却資産として固定資産税の中の償却資産

として、以降見込んでいったらと考えておりま

す。 

〇菊地委員： 

部署は違うんで申しわけないんですが、完成年度

はいつか聞かれていますか。 

失礼しました。 

部署が違うんで、これは却下します。 

〇菊池委員長： 

その他ありますでしょうか。 

〇井関委員： 

固定資産税が下がったということでございます

が、もう全体的に評価が下がってきたのかあるい

は特別にどこの地域が極端に価格が下がったとか

いうことがあるんですか。 

〇浜田課長： 

西予市が全体的な流れで下落傾向にございます。 

一部だけということではございません。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

質疑もないようなので、以上で質疑を終結といた

します。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、税務課所管分について原案に賛成の委員の挙

手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（10：38～10：40） 

再開を告げる。 

 



 

－13－ 

【危機管理課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第49号平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、危機管理課所管分について、を議題といたし

ます。 

理事者の説明を求めます。 

〇垣内課長： 

それでは危機管理課所管の当初予算について御説

明させていただきます。 

まず歳入につきまして、予算書33ページをお開き

ください。 

14款3項1目1節総務管理委託金の自衛官募集事務

費委託金といたしまして、18万3000円を計上して

おります、これは自衛官募集啓発事業に係る経費

であります。 

続きまして、元に戻りますが予算書23ページをお

開きください。 

そこから御説明します歳入は、9款消防費1項消防

費、4目災害対策費への充当となります。まず、

12款2項1目1節、総務管理手数料の罹災証明手数

料といたしまして、1,000円を計上しておりま

す。これは自然災害により罹災された場合の証明

を行う際の手数料であります。 

続きまして、42ページをお開きください。 

19款5項4目2節、総務費雑入の説明欄中段にあり

ます防災行政無線利用料としまして、ＪＡ東宇和

が明浜と城川において、アナログ防災行政無線を

利用しております、その利用料77万4000円を計上

しております。 

続きまして、44ページをお開きください。 

9節の消防費雑入のその他雑入でありますけど

も、10万円を計上しております。 

これはデジタル整備済みの地域におきまして戸別

受信機を、1世帯で2台目以上希望される方に1台

当たり1万円で譲渡するものです。 

大体10台分の申し込みを見込んでおります。 

続きまして歳出の説明に移らせていただきます。 

危機管理課の歳出予算につきましては、自衛官募

集啓発事業が、2款1項1目の一般管理費、その他

の所管事業は、9款1項4目災害対策費に組まれて

おります。 

まず、災害対策費から御説明いたします。 

予算書の164ページをお開きください。 

事業は、職員給与費を除きますと9事業に分かれ

ております。予算書右端の事業概要欄に事業ごと

の予算を記載しております。 

予算総額、7億5891万5000円のうち、職員給与費

5281万円を除く予算は、7億610万5000円で前年度

予算、4億1674万3000円と比較しまして2億8936万

2000円の増額となっております。 

それでは事業ごとの30年度の主な内容について御

説明をいたします。 

危機管理事業におきましては、課内全体の事務費

等の計上をしております。30年度の特徴としまし

ては、昨年度から取り組んでおります、災害対策

マネジメントの構築事業の2年目といたしまし

て、29年度に策定しました業務継続計画に基づい

たマニュアルを作成することとしておりまして、

その支援をいただくための委託料981万8000円を

計上しております。本事業費全体としましては、

29年度の1528万3000円から42万1000円増額して

1570万4000円となっております。 

次に防災訓練実施事業につきましては、愛媛県国

民保護訓練を本市で行うほか、愛媛県原子力防災

訓練、災害対策本部の運営訓練等への参加旅費等

もあわせまして、本事業全体としましては、29年

度の2万1000円から54万8000円増額しまして、

56万9000円を計上しております。 

次に、防災行政無線・情報システム整備事業です

が、無線の維持管理、各種機器の保守管理等にか

かわる費用を計上しております。 

Ｊ－ＡＬＥＲＴ受信機の更新、それに合わせての

庁舎及び小・中学校への接続工事を計画しており

ます。本事業全体としましては、29年度の3400万

1000円から634万4000円を増額しまして、4034万

5000円となっております。 

次に災害用備蓄物資整備事業ですが、本市人口の

10％に当たる水と食料を備蓄しております。保存

期間5年を経過するものを更新するものでありま

す、29年度同様573万円を計上しております。 

次に、災害用資機材・施設整備事業では、24年度

から実施しております、津波避難路の整備を地元

からの要望に対応できますように、引き続き工事

請負費200万円を計上しております。 

また、29年2月に福祉事務所が見直しを行いまし

た福祉避難所に防災倉庫を設置する費用を計上し

ております。本事業全体としましては、29年度の

219万5000円から108万2000円を増額しまして

327万7000円となっております。 

次に防災対策啓発活動事業ですが、各地域に合っ
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た、防災に対する啓発活動が重要であるとの考え

のもと、引き続き地域や各種会合に足を運びまし

て、啓発を進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

特に新規事業としまして、愛媛県それから愛媛大

学、東京大学、宇和海沿岸5市町連携による南海

トラフ地震、津波から宇和海沿岸地域を守るため

の官学連携実践型研究への参加をしまして、その

ための経費を計上しております。 

また、昨年度から実施しております家具転倒防止

対策費補助金、防災士養成講座負担金や、研修会

等の参加費用を計上させていただきました。 

本事業全体としましては、29年度の291万9000円

から211万円増額しまして502万9000円となってお

ります。 

次に、自主防災組織活動育成補助金事業でありま

すが、当市の自主防災組織は68組織、組織率

100％となっております。 

これまでの活用状況に合わせまして、380万円を

計上いたしております。 

次に、防災行政無線デジタル整備事業、これは城

川地区の整備工事を実施することとしておりまし

て、この経費として6億2886万5000円を計上して

おります。 

次に、29年度から3年間事業として取り組んでお

ります、生徒防災教育体験事業です。 

この事業は、市教育委員会が創設いたしました、

子ども振興基金事業を活用して実施するものでご

ざいます。278万6000円を計上しております。 

続きまして、元に戻りまして予算書52ページをお

開きください。 

2款1項1目、一般管理費に計上しております。 

自衛官募集啓発事業、事業概要欄の下から6番目

にありますが、21万3000円を計上しております。 

30年では当市がですね、県内重点市町となってお

ります関係で、前年度から15万5000円の増額で計

上いたしております。 

以上、所管分の説明とさせていただきます。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

〇森川委員： 

164ページの災害用備蓄物資整備事業ですが、こ

の水と食糧はどこに備蓄してるんでしょうか。 

〇垣内課長： 

分散備蓄しておりまして、各町ごとにですね分散

をしております。 

宇和の場合には各公民館と運動公園に防災倉庫を

構えておりますので、そちらのほうに保管をして

おります。以上です。 

〇森川委員： 

管理は危機管理課でやっているわけでしょうか。 

もう、災害が来たらすぐ出さないけんと思うんで

すが、去年、野村の火事で、今年宇和の水道で、

来年はまた三瓶か明浜ということも考えられます

ので、十分対策が必要だと思ってます。 

〇垣内課長： 

議員さんのおっしゃるとおりなんですが、そのた

めに分散保管ということにさせていただいており

ます。 

基本的には、危機管理課のほうで全て掌握してお

りますけども、それぞれ分散をしておりましてそ

こで避難した方に、提供するという形をとってお

ります。以上です。 

〇森川委員： 

三瓶や明浜の場合、海岸端で津波が来た場合、一

緒に流される可能性もあるので、その備蓄先が

1番大事だと思っています。 

〇垣内課長： 

津波想定区域に入ります、明浜や三瓶地区におき

ましては、津波に対する避難場所を構えておりま

す。そちらのほうに防災倉庫を設置しておりまし

て、防災倉庫のほうに配備いたしております。 

〇河野委員： 

今朝か昨日のテレビだったと思うんですけども、

災害用の備蓄ですけれども、賞味期限切れた物の

再利用して、家畜のえさとか何かにする報道だっ

たと思うんですけども、そういった対応を当市で

もとっているんでしょうか。 

〇垣内課長： 

賞味期限が来る前にですね、各地域で行われる防

災訓練なんかに活用してもらう、ていうのを基本

としております。以上です。 

〇信宮委員： 

164ページのデジタル無線整備事業、30年度は城

川、次の年はたぶん宇和で全て整備されると思う

んですが、デジタル化のメリットというのが、ク

リアに聞こえる、それから双方向の通信ができる

という事だと思うのですが、その双方向という機
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能を活用した取り組みを今後何か考えておられる

のか、例えば火災報知器をそれに連動させて、火

災報知器が感知すれば、自動的に連絡が行くとい

うようなこともできるんではないかと思うんです

けれども、その辺りの事は今後お考えにはあるか

どうかお伺いいたします。 

〇垣内課長： 

現在、当市で行っておりますデジタル整備工事の

中での双方向につきましては、特に今回明浜、三

瓶がそうですけども、津波避難場所付近にありま

す屋外拡声子局のところに、通信機器を備えてお

りまして、避難したときにその機器で本庁の親機

とつながる、会話ができると、情報交換できると

いう形をとっております。 

今のところ双方向についてはそこだけの計画でご

ざいます。 

それとあわせてデジタル化にすることによって今

回、明浜、三瓶には監視カメラを設置しましてそ

の映像を各支所、そして本庁で確認ができるとい

うものも装備も備えさせていただきました。以上

です。 

〇井関委員： 

福祉施設にも防災倉庫をつくられたということで

ございますが、福祉施設の中、どこどこに設置さ

れる予定なのか、お聞かせ願ったと思います。 

〇垣内課長： 

現在ですね、福祉避難場が16カ所ございます。 

詳細に言いますと松葉寮、あけはま荘、皆楽園、

しいのき園、法正園、寿楽苑、つくし苑、奥伊予

荘、三楽園、ケアハウスはまゆう、ケアハウスれ

んげ、惣川高齢者生活福祉センター、希望の森、

松葉学園、野村育成園、野村学園、計16ありま

す。 

それを3年計画で設置するように考えておりまし

て、まず今年度設置する場所につきましては、福

祉事務所や施設管理者との協議ということになっ

ておる状況でございます。 

以上です。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（10：56～11：00） 

再開を告げる。 

質疑はございませんか。 

はい、では以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第49号 平成30年度西予

市一般会計予算のうち、危機管理課所管分につい

て原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（11：00～11：06） 

再開を告げる。 

 

【情報推進課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第49号平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、情報推進課所管分を議題といたします。理事

者の説明を求めます。 

〇宇都宮課長： 

それでは、議案第49号平成30年度西予市一般会計

予算のうち、情報推進課所管分について御説明申

し上げます。 

まず、歳出について御説明申し上げます。予算書

の55ページをお開きください。 

ページ中段でございます、2款1項2目文書広報費

をご覧ください。 

文書広報費の予算額は1539万3000円となっており

まして、前年度比で40万5000円の増額となってお

ります。このうち当課が所管します事業費の予算

額は、725万5000円でありまして、前年度比で

72万8000円の増額となっております。 

増額の理由といたしましては、広報「せいよ」作

成事業の事業費増額によるものでございます。 

それでは、文書広報費で予算措置をしております

事務事業及び、主な支出内容について御説明申し

上げます。 

当課所管の事務事業は、まず広報「せいよ」作成

事業、この事業は毎月発行しております広報「せ

いよ」の発行に係る事業でありまして、印刷製本

費が主な支出になっており、予算額は722万

5000円となっております。 

次にふるさとＣＭ大賞事業ですが、この事業は愛

媛朝日テレビが主催します、ふるさとＣＭ大賞に

参加し、西予市の紹介宣伝ＣＭを作成する団体を

支援する事業でありまして、予算額は3万円とな

っております。主な事業費といたしましては、

11節需用費の印刷製本費、656万7000円が、広報

せいよの作成費用となっております。この経費に

おきましては、平成29年の第4回定例議会で説明

いたしました債務負担行為の限度額と同額を計上

いたしております。なお、広報せいよにつきまし

ては、1月22日に開催されました、県の広報コン
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クール審査におきまして、城川町遊子川地区の地

域づくり活動を特集しました10月号が、市の広報

紙部門で昨年度入選に続いて、今回は特選をいた

だいております。また、6月号表紙の1枚写真も特

選をいただいております。ここ5年間ほど連続し

て特選や入選受賞となっておりまして、西予市の

知名度を県内及び、全国に広く高める結果となっ

ております。今後も、さらに紙面の充実等によ

り、市民への市政や地域情報の発信を市内外に広

くアピールしていきたいと考えております。 

続きまして、60ページから61ページをお開きくだ

さい。2款1項8目、電算管理費をご覧ください。 

電算管理費の予算額は、3億1567万1000円となっ

ておりまして、前年度比で53万9000円の増額とな

っております。それでは、電算管理費で予算をし

ております事務事業につきまして御説明申し上げ

ます。事業概要欄をご覧ください。 

まず、電算管理費庶務事業ですが、この事業は庁

舎内の電算機器等の維持管理を行う事業でありま

して、消耗品とかシステム関連機器が主な支出と

なっております。 

予算額は336万5000円となっております。 

次にその下にあります、電算システム管理運用事

業ですが、この事業は行政事務の基幹システムで

あります総合行政システムや、戸籍システムを安

定して稼働させる事業でありまして、各業務シス

テムや機器の保守を適切に実施することにより、

安定稼働の継続を図るものであります。予算額

は、9908万2000円となっております。 

次にその下にありますＧＩＳ管理運用事業です

が、この事業は統合型のＧＩＳ地理情報システム

の管理運営を行う事業であります。予算額は

700万4000円となっております。 

次に、その下の電算システム開発導入事業です

が、この事業は法改正等に対応するための、各業

務システムの改修、新規システムの導入及び更新

と情報機器等の導入を行う事業であります。予算

額は4838万6000円となっております。 

次に一つ飛ばしまして、ネットワーク管理運営事

業ですが、この事業は西予市の本庁支所、出先機

関等の公共施設を結んでおります、地域公共ネッ

トワークシステムとネットワーク機器の保守管理

を行う事業であります。予算額は9080万4000円と

なっております。 

最後にホームページ事業ですが、この事業は西予

市のホームページのメンテナンスを行う事業であ

りまして、予算額は149万1000円となっておりま

す。 

それでは、電算管理費のうち主な事業費について

予算の節別に御説明いたします。 

61ページ次をお開きください。 

まず、11節需用費127万円ですが、この経費は電

算関係の各消耗品の購入やプリンター等の修繕に

かかる費用となっております。 

次に12節役務費の内、通信運搬費336万3000円で

すが、この経費はインターネットの光回線接続

料、愛媛県の情報セキュリティークラウドの回線

接続用の経費となっております。 

次に、13節委託料1億394万7000円ですが、内訳と

いたしまして、システムの改修、システムの更

新、システムの保守、そして電算機器の保守点検

の四つの項目で予算を計上いたしております。 

それでは委託料の区分ごとに主な委託経費につい

て御説明申し上げます。システムの改修委託料と

いうことで873万8000円です。これにつきまして

は、平成30年度においては元号改正とマイナンバ

ーカード等の記載事項の充実に係るシステム改修

を予定しております。元号改正におきましては、

基本的には保守対応と考えておるんですけど、保

守対応できない分については、各課から上がって

きて予算を今回計上いたしております。あとマイ

ナンバーカード記載事項事実、これについてはマ

イナンバーカードとか、住民票とか印鑑登録に、

掲載することによるシステムの改修費用でござい

ます。これについては全額国庫補助金を充当いた

しております。 

続きまして、システムの更新委託料302 4万

3000円、平成30年度においては、本庁舎の一階か

ら三階と教育保健センターの無線ＬＡＮの構築、

そしてあとテレワーク推進のための外部からの接

続環境の構築、あと地域公共ネットワークの機器

更新委託料が主なものでございます。 

無線ＬＡＮの構築におきましては、明浜支所にお

いては支所の建設にあわせて整備をいたしますん

で、平成30年度から31年度で実施をいたします。

野村支所においても支所建設にあわせて整備の予

定です。城川支所は平成30年度の予定です。三瓶

支所については平成31年度整備予定で計画を立て

ております。あとテレワークについては、今回は

理事者と総務課秘書係でテスト運用を行うための
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関係経費を予算計上いたしております。 

次に、システム保守委託料ということで2303万

9000円、こちらについては総合行政システムや、

戸籍システムの保守料でございます。 

電算機器の保守点検委託料、4192万7000円、この

委託におきましても、総合行政システムとか戸籍

システム機器等の保守料でございます。 

続きまして、14節使用料及び賃借料1億2490万

1000円です。 

この内、リース料が7615万2000円です。平成30年

度におきましては、職員の業務端末のノートパソ

コンへの更新、あと印刷機の更新等の新規のリー

ス料を計上いたしております。金額におきまして

は、機器更新等の入札契約業務とか設定までの期

間を見込みまして、9月からの運用開始として予

算を計上いたしております。一応5年間の長期継

続契約で予定をしております。 

ノートパソコンについては、平成30年度が本庁、

平成31年度が支所へ更新の予定でおります。今回

の更新から職員個人の管理として、全体的な削減

を図っていく予定でおります。 

このことによりまして人事異動の際の設置作業と

貸出機器等の削減により、管理運用コスト削減が

図られます。 

次に使用料4874万9000円です。こちらにつきまし

て平成30年度は、職員用のグループウェアの更新

とクラウドにかかる利用料を計上いたしておりま

す。 

今回、職員用のグループウェアを更新することに

よって、またクラウド化することによって、サー

バーの運用管理コスト削減が図られます。 

また今回、更新することによってまた運用ルール

を定めて、外部から職員が出張先からでもガルー

ンとかにアクセスできるような計画でおります。 

続きまして、19節負担金補助及び交付金998万

7000円ですが、この経費は地方公共団体、情報シ

ステム機構への番号制度推進に伴って機構が行う

機器や、システム構築にかかる費用等の負担金が

主な経費でございます。 

続きまして62ページから63ページをお開きくださ

い。 

2款1項11目、情報推進事業費をご覧ください。 

予算額は1億2043万3000円となっております。前

年度比で7781万8000円の増額となっております。

増額の主な理由といたしましては、明浜支所移転

建設に伴います西予ＣＡＴＶ株式会社の明浜サブ

センター放送通信機器更新の事業実施によるもの

でございます。 

それでは、予算措置をしています事務事業につき

まして御説明申し上げます。 

まず、ＣＡＴＶ整備事業ですが、明浜支所の移転

改築に伴い西予ＣＡＴＶの明浜サブセンターの放

送通信機器更新を行う事業であります。予算額は

総額で1億9224万円、そのうち平成30年度が

7600万円、平成31年度は1億1624万円の継続費を

設定しております。継続費については後ほど予算

書9ページを御参照ください。 

次に光伝送路の維持管理事業ですが、この事業は

市内全域に整備されました光ケーブルの維持管理

を行う事業でございます。予算額は4443万3000円

となっております。それでは主な事業費について

節別に御説明いたします。 

まず11節需用費、2326万4000円ですが、このうち

修繕料が2302万円となっております。 

これにつきましては、先般の3月補正でも御説明

申し上げましたとおり、光伝送路の管理に伴いま

す道路の改修等によります光ケーブルの移転補

償、台風等災害や鳥獣等による断線障害に対応す

る経費でございます。 

平成30年度におきましては、平成29年度に市内調

査を行いました。 

その中で危険箇所について修繕を計画的に進めて

いく考えで予算を計上いたしております。 

63ページをお開きください。 

14節使用料及び賃借料2061万2000円ですが、この

うち使用料が1522万5000円となっております。 

この経費はＣＡＴＶケーブルを敷設する際に利用

させていただいております、電力用の電柱や、電

話用電柱の共架料が主な経費でございます。 

次に借上料538万7000円ですが、同様にケーブル

を敷設する際、必要な電柱を個人の方の私有地等

に建てさせてもらっておりますので、その土地所

有者への用地借上料でございます。 

次に15節、工事請負費7643万6000円ですが、この

経費は明浜サブセンターの機器更新と、社会教育

複合施設への光伝送路の新設工事費であります。 

内訳といたしましては、社会教育複合施設は43万

6000円、次に空き家のサブセンターの放送通信機

器更新が、先ほど説明申し上げましたとおり、

2年間の予算といたしまして、平成30年度は
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7600万円を設定いたしております。 

財源といたしましては、過疎対策事業債を全額充

当致しております。内訳は、機器の設置と調整工

事費とあと電気設備工事費の二つに分かれており

ます。継続費につきましては、西予市の入札実施

要綱に基づきまして、平成30年度は、工事請負契

約の10分の4として、7600万円を予算計上いたし

ております。 

明浜支所の移転建設工事にあわせて行いますの

で、予定といたしましては、平成30年の12月議会

において、契約の議決を受けまして、平成31年

7月完成の予定でございます。 

以上、主な事業費について御説明させていただき

ました。 

次に、72ページから73ページをお開きください。

2款5項統計調査費をごらんください。 

統計調査費につきましては、1目の統計調査総務

費、2目指定統計調査費の二つの予算目に分かれ

ておりますが、両目とも統計調査にかかる費用で

ありますので合わせて御説明させていただきま

す。 

統計調査費の予算額は734万1000円となっており

まして、前年度比で528万6000円の増額となって

おります。増額の主な理由といたしましては、住

宅・土地統計調査事業の実施によるものでござい

ます。 

平成30年度の実施の大きな調査といたしまして

は、ただいま説明申し上げました、住宅・土地統

計調査事業がございます。 

この調査は、統計法に基づく基幹統計調査であり

まして、住宅、土地統計調査規則に基づいて実施

をするものでございます。基準日が10月1日で5年

ごとに実施をされております。今回は、調査員が

88名、指導員が14名体制で調査票を回収する予定

でございます。 

予算額は598万1000円となっております。調査に

係る調査員等への報酬等が主な経費でございま

す。 

以上で歳出についての説明は終わらしていただき

ます。 

続きまして、歳入について御説明申し上げます。 

27ページをお開きください。 

13款2項8目1節、総務管理費、国庫補助金、当課

の予算といたしましては、番号制度事業交付金、

1253万7000円です。この補助金につきましては、

番号制度の推進に係る中間サーバーの連携テスト

や、地方公共団体情報システム機構への関連事務

委託負担金に係る補助金でございます。 

その下にありますのが、先ほど歳出で説明申し上

げました、マイナンバーカード等の記載事項の充

実に係る補助金といたしまして、市民課のほうで

432万円を受け入れております。 

次に33ページをお開きください。 

ページ中段の14款3項1目、5節統計調査費委託

金、指定統計調査費委託金、731万5000円です

が、この委託金は平成30年度に実施をされます各

種統計調査に係る委託金でございます。 

次に34ページをお開きください。 

15款1項1目の2節情報基盤施設貸付収入、1780万

2000円でございます。この貸付収入は、西予市光

ファイバーの貸し付けに関する要綱に基づいて、

市が保有します光ファイバー芯線の貸付料であり

ます。貸付先は、情報基盤整備で整備しました光

伝送路が西予ＣＡＴＶ株式会社、地域公共ネット

ワークで整備しました光伝送の一部をＮＴＴドコ

モ、ＫＤＤＩ、ソフトバンクの各携帯電話会社に

貸し付けております。今回貸し付けにつきまして

は、修繕経費、管理経費等の過去の実績等に基づ

きまして、平成30年度からは単価を増額、改正す

ることで、この貸付先の会社と協議を進めて、あ

る程度理解を得られましたので、4月1日からは新

単価で運用する計画でございます。 

次に、35ページをお開きください。 

15款1項3目1節、測量成果運用収入1,000円です

が、この財産運用収入は、西予市の測量成果の複

製等に関する要綱に基づいて、提供します航空写

真デジタルのプリントアウト使用権に係る運用収

入であります。 

次に、41ページをお開きください。 

19款5項3目5節の市町振興協会情報セキュリティ

ー監査助成金、25万円です。 

この助成金は、公益財団法人愛媛県市町振興協会

からの情報セキュリティー訓練委託経費に係る助

成金でございます。 

次に、42ページをお開きください。 

4目雑入2節総務費雑入のうち、当課が所管します

のが、まずは「広報せいよ」広告掲載料、144万

円です。こちらは西予市の広報せいよ広告掲載取

扱要領に基づいて、広報誌に掲載する広告主の広

告掲載料です。月額2万円です。 
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次にその下の「西予市ホームページ」広告掲載料

です。こちらにつきましても、西予市のホームペ

ージ、広告掲載取扱要領に基づいてホームページ

に掲載します広告主の広告掲載料です。こちらは

月額6000円です。 

次に「広報せいよ友の会」年会費ですが、市外在

住の会員にかかる広報誌の年間購読料でございま

す。会費は年額1000円となっております。 

次に、光ケーブル移転補償費ですが、県道等の道

路改良により、光伝送路施設の電柱支線を移転す

る支障が生じた場合に補償金として入っている分

でございます。 

最後に、45ページをお開き願います。20款1項1目

1節の総務管理債、ＣＡＴＶ整備事業ということ

で7600万円、過疎対策事業債でございます。 

以上で歳入についての説明を終わります。 

よろしく御審議の上御決定くださいますようお願

いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

質疑を行います。 

〇井関委員： 

システム更新委託料1から3階の、あるいは保健セ

ンターの無線ＬＡＮ化、Ｗｉ－Ｆｉにされるとい

うことでございますが、それは、その階におられ

る職員が一遍に使っても大丈夫なぐらいのＷｉ－

Ｆｉの許容量というか、そこの階の職員は一斉に

パソコンを使っても大丈夫なくらいの量にされる

んですか。 

〇宇都宮課長： 

ただいま井関委員の御質問ですけど、階ごとに調

査をいたしまして必要な量というか、それを算定

して設定いたしますので、そこは大丈夫です。 

〇井関委員： 

一階になると思うんですけども、一般の方がＷｉ

－Ｆｉを利用するというようなことはできるよう

にはならないんですか。 

〇宇都宮課長： 

井関委員の御質問なんですけど、一応うちの情報

推進課で所管します無線LANにつきましては、あ

くまでも職員用の業務用の無線ＬＡＮを構築して

おりますので、ただいま御提案がありました要望

というか、一般市民の方が、庁舎に入って無線LA

Nを使うような環境については、若干まだ検討の

段階でありまして、まだ予算等の計上はいたして

おりません。以上です。 

〇森川委員： 

61ページの、委託料とリース料なんですが、今ま

で愛媛電算等にいろいろ大分支払ってきたんです

が、この値段の交渉などは、安くなるようにした

ことはあるのでしょうか。 

〇宇都宮課長： 

リース料使用料につきましては、基本的にリース

料については長期継続契約を結んでおりますの

で、導入した時点での契約でありますので、それ

がそのままいきますので、値引きとういう交渉は

いたしておりませんけど、使用料につきましては

毎年の1年間の契約になりますので、これにつき

ましてはその都度業者との協議によって、若干値

引き等は発生いたしております。以上です。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（11：33～11：36） 

再開を告げる。 

 

質疑はございませんか。 

では以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案、第49号平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、情報推進課所管分について原案に賛成の委員

の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（11：37～11：42） 

再開を告げる。 

 

【監理用地課所管】 

議案第49号平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、監理用地課所管分についてを議題といたしま

す。理事者の説明を求めます。 

〇片山課長： 

それでは、議案第49号平成30年度西予市一般会計

予算につきまして、監理用地課が所管する歳出予

算を予算書に沿いまして、説明させていただきま

す。予算書は63ページから65ページとなっており

ます。 

まず63ページをお開きください。 

2款総務費1項総務管理費、18目監理用地費でござ

います。本年度予算額は、9102万円で、昨年度よ

り211万4000円の増額となっております。 

事業概要の内訳としましては、監理用地庶務事業
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541万7000円、電子入札システム共同利用事業

135万400 0円、道路地籍整備事業費143 0万

1000円、職員給与費6994万8000円となっておりま

す。なお、監理用地庶務事業につきましては、工

事、業務委託にかかる年間約400件の入札を公正

かつ適正に実施するための事務経費と、用地登記

業務を確実かつ適正に実施するための事務経費を

計上した事業であります。 

また電子入札システム共同利用事業につきまして

は、愛媛県と県内15市町が共同で構築運用を図っ

ている電子入札システムの西予市分の負担金事業

でございます。 

また、道路地籍整備事業につきましては、西予市

内に点在する市道の未登録地の問題解消するため

に、市で測量機器を購入し、測量士の資格を持つ

職員及び補助員を雇用して、市職員にて用地測量

を行うものと、急傾斜地などの測量困難地など

は、外部委託の業者に測量委託するなどして順次

問題を解消していくための事業ということになり

ます。 

それでは、予算書に沿って御説明いたします。 

まず、2節給料ですが、一般職給料3284万4000円

を計上しておりますが、職員9名分の給料でござ

います。次に3節職員手当等で2730万9000円を計

上しております。同じく、9名分の各種扶養手当

以下、住居手当、通勤手当等の各種手当となりま

す。続きまして、4節共済費でございますが、

1105万3000円を計上しておりますが、内訳は職員

の職員共済負担金として、979万5000円そして、

社会保険料として125万8000円を計上しておりま

す。 

これにつきましては、入札契約業務としまして嘱

託職員1名と、22条の臨時職員1名を4カ月間の期

間となりますけれど、2名の分と用地登記業務と

して測量業務全般に従事いただく嘱託職員1名と

測量士の補助員として、従事いただく非常勤職員

1名の計２名の社会保険料でございます。 

7節賃金785万9000円でございますが、内訳は、嘱

託職員賃金571万9000円ですが、先ほど説明させ

ていただきましたが、契約監理業務の1名と用地

登記業務の計2名分でございまして臨時雇賃金

214万円は、契約業務1名と用地登記業務1名の計

2名の賃金であります。 

9節旅費で、普通旅費として、11万2000円を計上

しておりますが、これらの各種協議会、研修会等

への出張旅費でございます。 

11節需用費のうち、消耗品を56万3000円、燃料費

を29万6000円、修繕料を2万3000円それぞれ必要

経費として計上しております。 

12節役務費のうち通信運搬費の35万3000円は、入

札契約に係る業者への周知や登記業務にかかる地

権者等への依頼通知の郵券料が主なものでありま

す。手数料26万3000円ですが、主に測量機器の点

検手数料でございます。その他保険料、15万

3000円につきましては、測量機器の動産の相互保

険料でございます。手数料ですが、すいません、

手数料26万3000円は26万5000円の誤りです。 

訂正をさせていただきます。 

13節、委託料832万1000円でございますが、電算

関係委託料としての、システム保守委託料28万

5000円は、測量共同システム保守委託料で、その

他委託料としての、総合評価審査委託料3万

6000円は、入札方法において総合評価落札方式を

導入する場合の技術評価を、愛媛県建設技術支援

センターに外部委託する場合の技術評価費用とし

て計上しております。 

測量委託料800万円につきましては、初めに御説

明いたしましたが、未登記地を解消することを目

的として実施している事業で、職員による自前の

測量では測量が難しい用地を測量業者に委託する

ための委託料で、今年度は城川地区、野村地区の

市道用地を予定しております。 

14節使用料及び賃借料43万8000円は、入札参加業

者の入札実績を一覧することができるシステムの

使用料でございます。 

19節負担金補助及び交付金143万1000円ですが、

これは日本測量協会講習会受講料としての、各種

講習会負担金7万円と、県電子入札共同利用推進

負担金135万4000円これも先ほど説明させていた

だきましたが、電子入札システムの西予市負担分

でございます。 

以上が監理用地課の所管する予算でございます。 

よろしく御審議を賜り、御決定いただきますよう

お願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

以上で理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

〇井関委員： 

道路地積整備事業でございますが、未登記の市道

というのは今どのぐらいあるんかはわかります
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か。 

〇片山課長： 

西予市全体としましては、市道の未登記地、筆数

でおよそ3470、路線数で650路線と、市としては

つかんでおります。 

〇井関委員： 

一昨年、その前からになるんですけど、野村の一

地域におきましては、未登記地であるがために、

地権者の名前になっているところを封鎖されたこ

とがありまして、それから強制代執行に至るまで

に1年以上かかって住民の人が非常に困られたこ

とがあるんですけども、ぜひ、この未登記地を早

く解決していただかないとまたこういうことが起

こる可能性がもたくさん出てくると思いますの

で、これをなるべく早くやってほしいなと思って

いるんですが、地権者がもうお亡くなりになって

いたりとかいろいろ難しい点はあると思うんです

が、市道として一応の名前になっているところは

なるべく早くその登記をしてほしいなと思うんで

すけど、その進め方としては、年に今本当に先ほ

ど3000なんぼ言われており、路線として600いく

らかと言われましたが、できるだけ早くやってほ

しいと思うんですがその辺の見解はどうですか。 

〇片山課長： 

市としましても26年の10月ぐらいからこの事業を

始めておるんですけれど、かなりの数があります

ので、西予市全体ですので、職員というのは限ら

れた職員で今まで従来の職員で、少数の人数でや

っておりますので、実際になかなか進まないとい

った、先ほど言いました、登記するにはかなり時

間が最低でも3カ月はかかります、そういった難

しい案件となりますと、とても前に進まないと、

しかしほかのところもやらないけないというよう

なところで、かなりの難しい状況がございます

が、正直いっぺんに進めることはもう難しい、と

いうことで、最初8年ぐらいの計画でおりました

けれど、今、一応、改めてまして12年ぐらいの計

画で、進めておるんですけれど、登記までもって

いくというのはかなりの難しい状況がございま

す。実際には、はじめまして、まだ登記に至って

おりますのは200筆足らずです、180筆くらいでし

ょうか今のところは、登記はかなり難しい状況、

かなり時間かかるというところです。 

〇菊池委員長： 

一歩一歩進めてください。 

お願いします。 

暫時休憩を告げる。（11：55～12：00） 

再開を告げる。 

質疑はよろしいでしょうか。 

では以上で質疑を終結といたしますお諮りいたし

ます。 

議案第49号平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、監理用地課所管分について、原案に賛成の委

員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（12：01～12：03） 

再開を告げる。 

 

【財政課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第31号、西予市新市立病院建設基金条例を廃

止する条例制定についてを議題といたします。理

事者の説明を求めます。 

〇山住課長： 

それでは審査をしていただきます議案第31号、西

予市新市立病院建設基金条例を廃止する条例制定

について、御説明をさせていただきます。 

この基金につきましては、平成19年に市内在住の

方から給付金をいただきまして、それを原資に造

成をしたものでございます。 

本人の御意向もありまして医療関係の充実、特に

当時宇和病院の改築の検討時期であったことか

ら、新市立病院建設のための基金として活用する

ことといたしたものであります。 

その後、平成26年9月に市民病院が開院となり、

また旧宇和病院跡地の処分、今般、事業所保育施

設にあわせて駐車場等の整備も完了しまして、新

病院の整備に関する一連の事業が終了したという

ことから、基金の目的は達成されたものと判断い

たしまして、本条例を廃止するものであります。 

なお基金残金につきましては、平成30年度当初予

算におきまして一般会計に繰り入れることといた

しております。 

以上、よろしく御審議の上、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

以上で理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 
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では以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第31号、西予市新市立病院建設基金条例を廃

止する条例制定について、原案に賛成の委員の挙

手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

続きまして、議案第49号平成30年度西予市一般会

計予算のうち、財政課所管分について、を議題と

いたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇山住課長： 

それでは、議案第49号平成30年度西予市一般会計

予算のうち、財政課所管分につきまして御説明を

させていただきます。 

それでは、早速本編といいますか、中身のほうに

説明させていただきますが、基本的に予算書に沿

いながら、先ほどお配りをさせていただいており

ます参考資料もあわせて、ご確認をいただいたら

と思います。 

予算書の16ページをお開き願います。 

2款地方譲与税1項1目地方揮発油譲与税7016万

7000円でありますけれども、国が示しておりま

す、平成30年度地方税及び地方譲与税収入見込

額、これにより推計をいたしまして、これは以下

国の見込み額という形で表現させていただきます

けれども、平成29年度基準財政収入額に対しまし

て1.8％の減、前年度予算と比較しまして1.5％、

110万3000円の減を見込んでおります。 

続きまして17ページをお開き願います。2項1目自

動車重量譲与税1億7764万4000円でありますが、

同じく国の見込み額より推計をいたしまして、前

年度基準財政収入額に対しまして4.5％の増801万

8000円の増を見込んでおります。 

続きまして、3款1項1目利子割交付金748万

9000円、4款1項1目配当割交付金1654万9000円、

5款1項1目株式等譲渡所得割交付金996万6000円で

ありますが、前年度基準財政収入額の実績から割

り戻しをしました標準収入額と同額を見込んでお

ります。 

続きまして18ページをお開き願います。6款1項

1目地方消費税交付金6億3265万5000円であります

が、国におきましては、平成30年度予算の歳入に

おけます消費税収については2.5％の増を見込ん

でおります。近年の景気動向からしましても上昇

傾向にあると見ておりますけれども、平成30年度

の地方税制改正におきまして配分方法の見直しが

予定をされております。販売額よりも人口にウエ

イトを置くといったことで偏在性の解消を図ると

いった予定が立てられております。 

これらからしますと、地方消費税交付金を増額見

込みとすることが妥当ではないかという考え方も

ありますけれども、県内におきましても景気動向

は上向きと言いつつも、今回の税制改正の効果が

どの程度あるのか、といったところにつきまして

は慎重に判断する必要があるということで、今年

度、平成30年度予算におきましては、前年度と同

額を見込み計上いたしております。 

7款1項1目自動車取得税交付金5493万9000円であ

りますが、国の見込み額より推計し、前年度標準

収入額から割り戻した額に対して26.2％の増、

1644万4000円の増を見込んでおります。8款1項

1目地方特例交付金1298万9000円でありますが、

国の平成29年度地方財政収支計画これより推計を

いたしまして、前年度の基準財政収入額の実績か

ら割り戻した、標準収入額の16.1％増、124万

7000円の増を見込んでおります。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（12：10～12：12） 

再開を告げる。 

〇山住課長： 

続きまして地方特例交付金、8款1項1目地方特例

交付金1298万9000円でありますが、国の平成29年

度地方財政収支計画より推計をいたしまして、前

年度基準財政収入額の実績から割り戻した標準収

入額の16.1％増、前年度比較で10.6％の増124万

7000円の増を見込んでおります。 

続きまして9款1項1目地方交付税、116億68万

4000円でありますが、普通交付税におきまして

は、国の平成30年度地方財政収支計画、及び合併

算定外による段階的な縮減これらを考慮して推計

をいたしまして、当市の平成29年度交付決定額、

108億3300万円から、前年度比4.4％の減を見込み

まして104億68万4000円を計上いたしておりま

す。 

特別交付税におきましては、全国の特殊財政需要

等の要望で不透明な部分もございます、近年の交

付額及び加算要素を見込みまして、前年度から

9.1％、1億円増の12億円を計上いたしておりま

す。当初予算ベースでいきますと、前年度より
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2.8％、3億3231万6000円の減といたしておりま

す。 

続きまして19ページをお開き願います。 

10款1項1目交通安全対策特別交付金796万1000円

でありますが、昨年度、基準財政収入額からの伸

び率を同程度見込んでおりまして、前年度比較で

9.5％、836万円の減を見込んでおります。 

続きまして、21ページをお開き願います。 

12款1項1目1節、総務管理使用料930万5000円であ

りますが、財政課所管分として庁舎使用料1万

1000円を計上いたしております。 

続きまして28ページをお開き願います。 

14款1項1目総務費県負担金、権限移譲事務等市町

交付金238万8000円のうち、財政課所管分であり

ますが、前年度実績と同額を見込み計上いたして

おります。 

続きまして34ページをお開き願います。 

15款1項1目財産貸付収入1節土地建物貸付収入、

2345万7000円でありますが、財政課所管分におけ

ます市有土地貸付におきまして、電柱等の敷地料

を除いて賃貸契約10 7件、貸付料が12 0 7万

7000円、建物の貸付におきましては、庁舎第2別

館貸付など、賃貸借契約28件、貸付料661万

7000円を計上いたしております。 

34ページから35ページにかけてとなりますが、

2目利子及び配当金、1節利子317万5000円のう

ち、財政課所管分におけます今後見込まれる各基

金における定期預金及び普通預金利子を計上いた

しております。 

主なものとして財政調整基金利子147万2000円、

減債基金利子39万3000円などであります。 

続きまして2節配当金3000円でありますが、株式

会社どんぶり館、株式会社みずほフィナンシャル

グループ、四国電力株式会社の株式配当金を頭出

しとして計上をいたしております。 

2項1目不動産売払収入100万円でありますが、法

定外公共物等の売払、こちらのほうの収入を土地

売払収入として計上をいたしております。 

続きまして36ページをお開き願います。 

16款1項1目一般寄附金でありますが、こちらのほ

うも頭だしとして1000円を計上いたしておりま

す。 

続きまして36ページから38ページにかけて、基金

の繰入金でございますまず、17款2項1目財政調整

基金繰入金8億1996万9000円でありますが、一般

会計全体の収支不足額を繰り入れるもので大型の

単独事業の実施を予定しているため、前年度に比

べまして、3億6569万6000円の増となっておりま

す。 

続きまして37ページになります。 

11目庁舎建築事業基金1755万9000円であります

が、明浜支所庁舎建設事業に充当をいたしており

ます。18目地域振興基金2億100万円のうち、財政

課所管分9000万円になります。こちらのほうはバ

ス路線維持対策事業に充当いたしております。 

続きまして38ページをお開き願います。33目新市

立病院建設基金、3942万7000円でありますが、先

ほど御説明いたしましたとおり、条例廃止に伴い

基金残金を繰り入れるものであります。 

34目、公共施設整備基金、8087万円であります

が、庁舎第2別館の改修工事、城川庁舎改修工

事、社会教育複合施設整備事業等に充当をいたし

ております。 

続きまして39ページをお開き願います。 

18款1項1目繰越金3億2350万5000円であります

が、平成29年度の繰越金の見込み額を計上いたし

ております。 

続きまして、41ページをお開き願います。 

19款5項3目市町振興協会収入2節市町振興協会交

付金670万5000円でありますが、オータムジャン

ボ宝くじ収益金のうち、愛媛県から交付された交

付金、及び交付金から生ずる受取利息を財源とし

て交付をされたものであります。 

近年、宝くじの売り上げが減少傾向である、そう

いったことから前年度の実績、745万円あるわけ

ですけれども、それの90％を見込み計上いたして

おります。 

4節市町振興協会基金交付金860万4000円でありま

すが、サマージャンボ宝くじの収益金をもって愛

媛県が協会に交付する交付金を、積み立てる基金

を財源として交付されるものであります。こちら

も前年度実績の90％を見込み計上をいたしており

ます。 

続きまして41ページから42ページにかけてとなり

ます。4目雑入2節総務費雑入3409万7000円のう

ち、財政課所管分として印刷機の使用料10万

1000円、建物の貸し付け等に係る電気料339万

円、ＣＡＴＶの電気等の使用料153万6000円、そ

の他光熱水費、また災害保険給付金など、雑入含

めまして総額で562万4000円を、計上いたしてお
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ります。 

続きまして49ページをお開き願います。 

20款1項8目臨時財政対策債、6億2340万円であり

ますが、平成30年度の地方債計画の推計による国

の伸び率をもとに、対前年度実績6億3612万

3000円ございましたが、そこからの2％減、とい

うことで計上をいたしております。 

続きまして歳出について御説明をさせていただき

ます。 

55ページをお開き願います。資料のほうも5ペー

ジからになります。2款1項3目財政管理費7085万

3000円でありますが、まず、財政課庶務事業84万

4000円は、消耗品等事務費の計を計上いたしてお

ります。 

次に公会計整備促進事業209万7000円であります

が、平成29年度にはシステムを導入しまして、

28年度決算における連結財務書類を作成いたして

おります。平成30年度におきましてはシステムの

保守料、29年度決算の作成支援委託料を計上いた

しております。 

続きまして職員給与費6791万2000円であります

が、財政課職員9名分の人件費を計上いたしてお

ります。 

続きまして、57ページをお開きください。 

5目財産管理費7億3120万3000円のうち、市有財産

処理審議会運営事業8万1000円でありますが、審

議会開催にかかる経費を計上いたしております。 

続きまして、市役所庁舎維持管理事業、1億

5169万7000円でありますが、本庁及び各支所庁舎

の維持管理におきまして、光熱水費や修繕料をは

じめ、電気保安、消防設備、昇降機などの点検業

務委託料また、清掃等の業務員の雇用に係る経費

などを計上いたしております。 

その主なものでございますけれども、本庁におき

ましては前年度比較465万9000円の増額となる、

4394万5000円を計上しております。 

増額の主な内容としましては、組織再編等に係る

改修費ですけども、この中には議場の発言台こち

らのほうの改修ということで、2基分の予算も計

上をいたしております。庁舎内の改修経費では総

額で289万9000円を増額いたしております。 

これら以外に勤怠入室管理用のターミナルこの職

員証のカードですけども、これをチェックする設

備のほうを135万円その工事費を計上いたしてお

ります。 

次いで城川支所分になりますが、対前年度5163万

8000円の増、8151万円を計上しております。増額

の主な内容としましてはジオミュージアム建設、

総合センターしろかわ解体等に合わせまして支所

庁舎内にジオ施設を保管するスペースを設ける改

修経費、4152万7000円の増、また無線ＬＡＮネッ

トワークの構築経費として1074万7000円を増額い

たしております。 

三瓶支所におきましては、対前年度247万7000円

増額の1282万3000円を計上しております。その内

容ですが、工事請負費におきまして高圧電気機器

の取りかえ修繕工事、また駐車場の舗装工事等を

計上し、254万2000円を増額いたしております。 

続きまして公用車維持管理事業3535万4000円であ

りますが、財政課及び各支所総務課が管理をして

おります公用車の維持管理経費として燃料費、車

検の経費、またマイクロバスの運行業務委託料そ

の他公用車の購入経費等を計上いたしておりま

す。主なものといたしましては本庁分では、平成

30年度から旅費の県内車賃を廃止することにあわ

せまして、松山までの高速道路の利用条件の拡大

を行います。 

これに伴い、有料道路の通行料460万円を増額し

ております、また10人乗りの公用車の購入を予定

いたしております。 

支所分につきましては、前年度を購入いたしまし

た公用車に係る経費等が減額となりますので、全

体としては減額と、支所分については減額となっ

ております。 

続きまして市有財産維持管理事業5199万円であり

ますが、土地や本庁舎及び各支所庁舎以外の建物

などの維持管理経費を計上するものであります。 

主なものとしまして本庁分では前年度比で1499万

7000円減額の1054万4000円を計上しております。 

その内容でございますが、前年度におきましては

旧宇和病院医師住宅の解体工事、市道旧町地区

212号線支障設備移転工事、これらの減によりま

して工事請負費1643万7000円を減額したことによ

るものでございます。 

城川支所におきましては前年度比3664万4000円の

増、3678万4000円を計上いたしております。その

内容ですが、総合センターしろかわ解体設計の委

託料149万2000円の増、プールの解体跡地の駐車

場整備工事請負費、これらの計上によりまして工

事請負費を3508万8000円増額したことによるもの
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でございます。 

続きまして損害・災害共済事業1697万4000円であ

りますが、公用車任意保険事業及び市有建物等の

損害保険事業を行うものでございます。 

続きまして庁舎宿直事業1656万4000円であります

が、本庁及び支所庁舎の宿直業務に要する経費を

計上いたしております。 

続きまして財産管理庶務事業385万1000円であり

ますが、消耗品の一括購入、封筒納付書等の一括

発注、共用機器の維持管理経費等々を計上するも

のでございます。 

続いて58ページをお開き願います。消防設備維持

管理事業229万5000円でありますが、市有施設を

対象に、消防設備保守点検等で不備を指摘された

箇所の修繕等に要する経費を計上いたしておりま

す。 

続きまして、庁舎別館維持管理事業、578万

5000円でありますが、本庁舎別館であります第

1別館、これは旧上下水道課の建物になりますけ

ども、それと第2別館、これが郵便局、今も郵便

局ありますけども、そちらの建物なります。これ

らの維持管理に要する経費を計上いたしておりま

す。前年度比で357万2000円増額となっておりま

すが、その内容ですが現在図書館等の一部を利用

いただいてます、愛媛県西予農業指導班事務所、

ふるさとハローワーク事務所におきまして、図書

館の解体を来年度31年度には予定をいたしており

ます。これに伴い、第2別館に移転をしていただ

くため、その改修経費、324万円を計上すること

によるものであります。 

続きまして88ページをお開き願います。 

野村介護老人保健施設事業、市民病院事業、野村

病院事業、水道事業、これら4事業における各所

管の繰出金でありますが、内容につきましては企

業会計所管の委員会で審議をいただいております

ので、概要のみ説明をさせていただきます。 

3款民生費1項3目老人福祉費、野村介護老人保健

施設事業会計繰出事業ということで6495万2000円

を計上いたしております。内容としましては、繰

り出し基準に準じた企業債元利償還金、基礎年金

拠出金、児童手当に要する経費などでございま

す。 

続きまして115ページをお開き願います。4款衛生

費3項1目病院費6億1170万8000円でありますが、

市民病院及び野村病院に対しまして、地方公営企

業の繰出基準に準じた企業債の元金利子償還金、

救急医療確保高度医療等に要する経費、これにつ

いて繰り出しを行うものであります。 

市民病院事業会計繰出金2億6270万5000円におき

ましては、負担金2億5535万5000円、出資金735万

円を、次に野村病院への事業会計繰り出し金事業

につきましては、3億4900万3000円を負担金とし

て繰り出すものでございます。 

4項1目水道費9888万7000円このうち水道事業会計

繰出事業5630万9000円でありますが、こちらのほ

うも、地方公営企業繰出基準準じて企業債元金利

子償還金また、消火栓維持管理に要する経費など

を繰り出すものでございます。 

続いて209ページをお開き願います。 

12款公債費1項1目元金23節償還金利子及び割引

料、32億1684万2000円でありますが、平成30年度

償還の元金分を計上いたしております。 

続いて2目利子23節、償還金利子及び割引料2億

4106万5000円でありますが、こちらのほうは平成

30年度償還の利子分を計上いたしております。 

公債費と関連します地方債の現在高の状況につき

ましては、予算書最終ページ、224ページをお開

き願います。 

表の左のほうからですが、地方債の区分、平成

28年度末の現在高、続いて29年度末の現在高の見

込み額、30年度の増減見込み額、30年度末の現在

高の見込み額となっております。 

1番下の段の合計欄をご覧いただきたいと思いま

す。 

平成28年度末現在高は372億2767万3000円、平成

29年度の見込み額では387億8567万1000円、平成

30年度末の見込みでは403億8003万1000円となっ

ております。ここ数年におきましては大型事業の

実施が続いておりまして、毎年度の借入額が、償

還額を上回るため、地方債の現在高が上昇してい

く傾向にあります。このような状況でございます

が緊急防災減債事業債、一般単独事業債の内84％

を占める、旧合併特例債、辺地対策事業債、過疎

対策事業債、また臨時財政対策債など、いずれも

交付税措置構成の算入率が7割を超える財政的に

有利な地方債を活用しております。 

これらを活用することで健全な財政運営に努めて

いるとこでございます。 

ページは戻りますが、210ページから211ページに

かけてとなります、基金の利子になります。13款



－26－ 

2項1目基金費、2億2455万8000円のうち財政課所

管分、215万6000円であります。平成30年度に見

込まれる財政課所管の財政調整基金、ほか6基金

の預金利子分を積み立てるものであります。 

以上、説明とさせていただきます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますようお

願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

〇井関委員： 

あまり大きいことではないんですけども、庁舎維

持管理事業の中で、議場の発言台の改修というの

があったんですが、ちょっと聞いてないんですけ

どもどういう改修をされる予定なんですか。 

〇山住課長： 

議場の演説台でございますけども、可動式の背の

高さに応じて高さが調節できる演台を購入すると

いうことで予定をさせていただいております。 

〇山住課長： 

正面の理事者席側と、議員側の演説台２台ともと

いうことで予定をしております。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（12：36～12：39） 

再開を告げる。 

ほかにございませんか。 

では質疑もないようなので、以上で質疑を終結い

たします。お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、財政課所管分について、原案に賛成の委員の

挙手を求めます。 

挙手全員により当委員会としては原案どおり可決

することに決しました。 

では本日の会議はこれをもって散会といたしま

す。 

 

 

散会 午後０時４０分 

 

 

 

【署名】委員長： 
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平成３０年第１回西予市議会 総務常任委員会会議録（午前の部） 

 

１．招 集 年 月 日 平成３０年３月１２日 

１．招 集 の 場 所 第３委員会室 

１．開     会 平成３０年３月１２日 

          午前 ９時００分 

１．散     会 平成３０年３月１２日 

          午前１１時５７分 

 

１．出 席 委 員        

    ２番  信 宮 徹 也 

    ４番  加 藤 美 香 

    ６番  河 野 清 一 

   １２番  井 関 陽 一 

   １３番  菊 池 純 一 

   １８番  宇都宮 明 宏 

   １９番  森 川 一 義 

 

１．欠 席 委 員 

   な し 

 

１.説明のため出席した者の職氏名 

   総務企画部長  宗   正 弘 

   総合政策課長  藤 井 兼 人 

   まちづくり推進課長 和 気 岩 男 

   教 育 部 長  松 川 伸 二 

   教育総務課長  沖 村   智 

   学校教育課長  大 谷 元 二 

   生涯学習課長  小 玉 浩 幸 

   城川教育課長  谷 口 佳 代 

市民図書館長補佐 鈴 木 友三郎 

 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 次 長  山 下 一 彦 

 

１．審 査 日 程   別紙のとおり 

 

１．審査に付した事件  別紙のとおり 

 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      審  査  日  程 

  

 １ 議案第 ７号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第 ８号 西予市行政手続における特

定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の

利用に関する条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

議案第 ９号 西予市職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第１０号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第１１号 西予市営プール条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

議案第２６号 西予市消防本部及び消防署

の設置等に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第２７号 西予市消防本部職員の特殊

勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第３１号 西予市新市立病院建設基金

条例を廃止する条例制定

について 

議案第４９号 平成30年度 西予市一般会

計予算 

議案第５１号 平成30年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の審査に付した事件 

 

 １ 議案第 ８号 西予市行政手続における特

定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第１０号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第４９号 平成30年度 西予市一般会

計予算 

   議案第５１号 平成30年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計 
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  開会 午前９時００分 

〇加藤副委員長： 

御起立ください。 

これより、平成30年第1回定例会総務常任委員会

を開会いたします。 

〇菊池委員長： 

挨拶を行う。 

宗総務企画部長に挨拶を促す。 

〇宗総務企画部長： 

挨拶を行う。 

 

【総合政策課所管】 

〇菊池委員長： 

では、本日の会議を開きたいと思います。 

まず、議案第8号、「西予市行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部

を改正する条例制定について」を議題といたしま

す。 

理事者の説明を求めます。 

〇藤井総合政策課長： 

それでは、議案第8号「西予市行政手続における

特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一

部を改正する条例制定について」御説明を申し上

げます。 

議案書の33ページをご覧ください。 

本条例は、社会保障、税、災害対策に関する事

務、その他これらに類する事務であって、条例で

定めるものの処理に関して保有する特定個人情報

を検索管理するために、特定の個人を識別するた

めの番号、いわゆるマイナンバーを利用すること

ができると定めたものでございます。 

次に、議案書の34ページから36ページをご覧くだ

さい。 

今回の条例改正は、別表第1の市長の部におい

て、西予市重度心身障害者医療費助成条例の心身

障害者の「害」の字を、法律に準じて平仮名表記

に改め、西予市はり、きゅう及びマッサージ等施

術費助成条例による、施術費の助成に関する事務

であって、規則で定める者を初めとする五つの事

務をマイナンバーにより特定個人情報を利用でき

る事務に新たに加えるものでございます。 

また、別表第1の教育委員会の部において、西予

市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要

綱による事務であって、規則で定めるものを学校

教育法による就学困難と認められる学齢児童また

は学齢生徒もしくは就学予定者の保護者に対する

援助に関する事務であって、教育委員会規則で定

める者に改め、特別支援学校への就学奨励に関す

る法律に準じて実施する特別支援学級等への就学

のため、必要な経費の支弁に関する事務であっ

て、教育委員会規則で定めるものをマイナンバー

により特定個人情報を利用できる事務として新た

に加えるものでございます。 

別表第2、及び別表第3につきましては、別表第

1に準じた内容で条例改正するものでございま

す。 

これにより各種申請時における添付書類の省略を

行うなど、市民サービスの向上と事務の効率化が

図られるものでございます。 

以上、よろしく御審議の上御決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇井関委員： 

マイナンバーを使って行政サービス、いろいろや

っていただくのは本当にいいことだと思います

し、簡素化されるのでこういうことはどんどん進

めていってほしいなと思うんですけども、今後こ

のマイナンバーを使った利用ということで、二、

三日前の新聞に土地の所有者が不明で、それをな

くすために必ず登記をしていかないけないという

ことも、マイナンバーで管理していこうかという

ようなことも、新聞に出ておりましたが、そのほ

か、印鑑証明であったりとか、何かをこうマイナ

ンバーそのもので使っていったらどうかなってい

うことを前から皆さんが言われていることです

が、図書館カードも一つにしたりとか、病院の診

察券を一つにしたりとか、そういう方向へ向いて

は、今からどういうふうに進んでいかれるつもり

ですか。 

〇藤井総合政策課長： 

井関議員のおっしゃるとおりマイナンバーカード

普及のためには、市民が取得したいと思うような

付加価値をつけていく必要があろうかと思ってお

ります。 

全国では、自治体ポイントとか商店街ポイントが

たまるような仕組みを実証実験しているような自
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治体もございます。 

井関議員がおっしゃられたような図書館カード、

また、職員の身分証明書などにも利用している自

治体もあるようでございまして、当市といたしま

してもマイナンバーカード取得日本一を目指して

おりますので、こういった市民が取得したいよう

な付加価値につきましても、今後の検討課題だと

思っておりますので、また、いろいろ庁内の関係

部署と協議をして進めていきたいと考えておりま

す。以上でございます。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

質疑もないようなので以上で質疑を終結といたし

ます。 

お諮りいたします。 

議案第8号「西予市行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正す

る条例制定について」原案に賛成の委員の挙手を

求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

続きまして、議案第49号「平成30年度西予市一般

会計予算」のうち、総合政策課所管分についてを

議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇藤井総合政策課長： 

それでは、議案第49号、「平成30年度西予市一般

会計予算」のうち総合政策課所管分について御説

明いたします。 

まず初めに、歳出について所管する目単位で説明

を申し上げます。 

それでは、予算書の52ページをご覧になってくだ

さい。 

2款1項1目一般管理費のうち、当課が所管する事

務事業は、事業概要欄の下から二つ目の行政改革

推進事業79万9000円と、行政評価推進事業332万

7000円の2事業でございます。 

行政改革推進事業は、人口減少社会の中、財政基

盤の強化、少数精鋭で経営感覚を持った職員の育

成、市政の透明性向上、丁寧で心のこもった行政

サービスの提供を図るため、既存の枠組みや従来

の発想にとらわれない柔軟な姿勢で行政改革を進

めていくものでございます。 

平成30年度の主な予算につきましては、働き方改

革の一つの手段として、平成27年度から取り組ん

でおります、４階オフィス改革モデル事業の効果

検証に基づき、他のフロアへ順次広げていくため

のワークショップ等に係る報酬や旅費等を計上い

たしました。 

続いて、行政評価推進事業は、まちづくりの方向

性を示した市の最上位計画である、第2次西予市

総合計画の進捗管理を行うに当たり、行政活動の

目的を明確にしながら、成果目標を設定し、その

活動に対して投入された予算や人件費、成果物等

を総括的に勘案しながら評価を行い、その評価結

果に基づく改善を次年度以降の行政活動の企画立

案に反映させていくというＰＤＣＡサイクルを構

築するものでございます。 

平成30年度の主な予算は、事務事業の評価内容を

データで一括管理することにより、迅速かつ的確

に評価するとともに、職員の評価のための管理業

務の負担軽減を図り、行政運営における課題解決

のためのシステムとして、行政評価システムを構

築する委託料を計上いたしました。 

次に、予算書の75ページをごらんください。 

2款8項1目地域振興費のうち、当課が所管する事

務事業は、小規模多機能自治活動拠点施設整備事

業、110万6000円でございます。小規模多機能自

治活動拠点施設整備事業は、市内公民館を地域と

行政が協働で自治活動を行う拠点とするため、平

成30年度は、その方向性について協議を行う市民

等の代表者による、検討委員会に必要な報償金や

旅費などの経費を計上いたしました。 

平成29年度中に市でたたき台を作成して、そのた

たき台に基づいて平成30年4月から8月にかけて検

討委員会において方向性を検討し、その案をもっ

て市政懇談会を開催し、市民の皆様の声をお聞き

する予定でございます。 

次に、予算書の79ページ、及び80ページをご覧く

ださい。 

2款9項1目企画管理費のうち、当課が所管する事

務事業は、創生総合戦略進捗管理事業5万

3000円、公共施設等総合管理推進事業131万

7000円、次の80ページの総合政策課庶務事業

131万7000円、土地利用規制等対策事業9万

7000円、総合政策各種負担金事業48万6000円の

5事業でございます。 

創生総合戦略進捗管理事業につきましては、平成

28年3月に策定いたしました、西予市ひと・ま
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ち・しごと創生総合戦略の進捗管理を行う事業で

ございます。 

公共施設等総合管理推進事業は、平成28年3月末

に策定いたしました、公共施設等総合管理計画の

もと、施設等の管理が適正に運営されているか、

進捗管理を行うものでございます。平成30年度は

昭和40年から50年代にかけて、建設した施設が老

朽化してくるため、平成29年度に引き続き施設の

劣化度調査を実施いたします。 

総合政策課庶務事業は、当課所管の事務事業を効

率的に推進するために必要となる、旅費や消耗

品、コピー使用料等の事務経費を計上するもので

ございます。 

土地利用規制等対策事業は、国土利用計画法及び

愛媛県事務処理の特例に関する条例の規定に基づ

き、当市においては、都市計画区域内は5000㎡、

区域外は1万㎡以上の土地売買等の契約を締結し

た場合、権利取得者は2週間以内に市を経由し

て、県知事に届ける義務となっており、この届け

出の受理及び県へ進達する事務に要する経費を計

上するものでございます。 

総合政策各種負担金事業は、市単独では実施困難

な事業、解決の難しい地域課題に対し広域で連携

して取り組むために加盟している協議会等の負担

金でございます。当課が所管しております各種負

担金の内訳は、過疎対策協議会負担金35万

4000円、四国西南サミット負担金10万5000円、四

国電源地域市町村連絡協議会負担5,000円、発電

関係市町村全国協議会負担2万2000円でございま

す。 

次に、予算書の83ページをご覧ください。 

2款9項4目、卯之町はちのじ事業費のうち、当課

が所管する事務事業は、卯之町はちのじまちづく

り推進事業3747万3000円でございます。 

この事業は、組織横断的に複数の部署と連携して

推進しておりますが、総括予算を当課で計上して

おります。 

平成30年度の主な予算は、事業者へ支払い予定の

サービス対価として、3507万2000円と、事業の推

進に当たり、高度な知識、専門性を有するコンサ

ルから支援を受けるための委託料として、172万

8000円を計上いたしました。 

なお、支払い予定のサービス対価につきまして

は、設計業務及びＳＰＣの維持運営費、町並み広

場の維持管理費を予定しております。 

経費の財源として、建設課所管の社会資本整備総

合交付金、320万7000円と市債3170万円を充当し

ております。 

次に、予算書の210ページをご覧になっていただ

いたらと思います。 

13款2項1目基金費のうち、当課が所管する事務事

業は、事業概要欄の上から3番目の、西予市地域

振興基金事業1億5000円のうち、1億円と事業概要

欄の下から数えて2番目の、過疎地域自立促進特

別基金事業3万9000円でございます。 

西予市地域振興基金事業は、西予市民の連携強化

または地域振興に要する経費の財源に充てるため

旧合併特例債を原資とした基金を設置しており、

当市では旧合併特例債の起債を起こすことのでき

る平成31年度までに、旧合併特例債の基金積立限

度額である30億4910万円を積み立てる計画でござ

います。 

過疎地域自立促進特別基金事業は、当市の重要課

題の一つでございます、地域医療の確保に要する

経費の財源に充てるため、過疎対策事業債ソフト

分を原資とした基金を設置しており、その基金の

利子を積み立てるものでございます。 

以上が歳出予算でございます。 

続いて、当課が所管する歳入について御説明をい

たします。 

申し訳ございませんが、予算書の27ページに戻っ

ていただいたらと思います。 

その下段のほうになりますが、13款2項8目総務費

国庫補助金のうち、当課が所管する歳入予算は

2節地域振興費国庫補助金の地方創生推進交付金

5805万3000円でございます。 

地方創生推進交付金は地方版総合戦略の本格的な

推進に向け、地方創生の進化のため、自治体の自

主的主体的な取り組みで先導的な事業を支援する

ものでございます。 

今回、平成28年度及び平成29年度に採択を受けま

した継続事業と平成30年度に申請する新規事業の

計、5プロジェクト14事務事業の財源の一部に交

付金を充当するものでございます。 

次に、予算書の29ページをご覧ください。 

中ほどの14款2項1目総務費県補助金のうち、当課

が所管する歳入予算は、2節地域振興費県補助金

の電源立地地域対策交付金事業費県補助金、

440万円、及び原子力発電施設等立地地域基盤整

備支援事業交付金事業県補助金1700万円と、3節
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企画費県補助金の土地利用規制等対策費県補助

金、9万6000円でございます。 

電源立地地域対策交付金事業費県補助金は電源地

域で行われる公共施設整備や、住民福祉の向上に

資する事業に対して交付され、発電用施設の設置

に係る地元の理解促進等を図るものでございま

す。 

当市は野村町惣川地区に設置されております、水

力発電施設が交付要件を満たしており、昭和56年

度からこの補助金の交付を受けております。 

平成30年度は惣川幼稚園運営事業の財源の一部と

して440万円を充当するものでございます。 

原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付

金事業県補助金は、原子力発電施設の稼働状況が

相当程度変化した原子力発電施設立地同県に対し

て、同県が作成する地域振興計画に基づき、事業

地域の住民の生活、経済及び社会に及ぼす影響を

勘案して、実施する事業に要する経費に対して最

大25億円の交付金が交付されるものでございま

す。 

このたび、平成28年8月12日に伊方原子力発電所

施設3号機が再起動したことに伴い、愛媛県がこ

の交付金の対象となり、愛媛県及び立地市町村で

ある伊方町、隣接市町村である八幡浜市、特認市

町村として西予市と大洲市が事業地域に指定され

ました。 

西予市に県から交付される交付金は、平成30年度

から平成34年度の5カ年で、総額2億1000万円でご

ざいます。交付金は、伊方原子力発電所施設から

30キロ圏内に位置する明浜町・三瓶町を中心に宇

和町も含め、非常時の避難路として重要となる、

橋梁維持管理経費の財源に充当する計画でござい

ます。 

土地利用規制等対策費県補助金は、歳出で説明い

たしました、土地利用規制等対策事業の事務に要

する経費に対し、県の予算の範囲内で前年度の土

地取引に関する届け出件数の実績に基づき、交付

されるものでございます。 

次に、予算書の34ページをご覧ください。 

15款1項2目利子及び配当金のうち、当課が所管す

る歳入予算は、説明欄の上から数えて3番目、地

域振興基金利子58万2000円のうち、57万7000円

と、下から数えて5番目の過疎地域自立促進特別

基金利子3万8000円でございます。 

地域振興基金利子は、歳出で説明いたしました西

予市地域振興基金の預金利子でございます。この

預金利子は基金条例第4条の規定に基づき、基金

の目的でございます、西予市民の連帯強化、また

は地域振興に要する経費の財源に充当をいたしま

す。 

平成30年度は、まちづくり推進課所管の西予地域

づくり交付金事業の財源の一部として充当してお

ります。 

過疎地域自立促進特別基金利子につきましては、

先ほど歳出で説明いたしました、過疎地域自立促

進特別基金の預金利子でございます。この基金利

子は全額基金に積み立てを行います。 

次に、予算書の37ページをご覧ください。 

17款2項18目地域振興基金繰入金、2億100万円の

うち、当課が所管する歳入予算は1億1100万円で

ございます。この繰入金は歳出で説明いたしまし

た西予市地域振興基金の一部を取り崩して、基金

の目的でございます西予市民の連帯強化または地

域振興に要する経費の財源に充当するものであり

ます。 

平成30年度は、まちづくり推進課所管の西予地域

づくり交付金事業に5000万円、それと公共交通運

行に係る10の事業に5100万円、また、経済振興課

所管の経済振興資金供給モデル事業に、1000万円

を財源の一部として繰り入れするものでございま

す。 

次に、同ページの17款2項22目、その下の過疎地

域自立促進特別基金繰入金、1078万6000円につき

ましてご説明いたします。 

この繰入金は、歳出で説明いたしました過疎地域

自立促進特別基金の一部を取り崩して、西予市の

重要な課題の一つである地域医療の確保に要する

経費に充当するものでございます。 

平成30年度は、西予市民病院及び野村病院、つく

し園で実施しております院外研修助成事業に、

318万6000円と、敬作とおイネの会に70万円、奨

学金貸付事業に360万円を財源の一部として繰り

入れするものでございます。 

また、平成30年度から、西予市民病院での事業所

内保育所の開設に伴い、看護師等の確保のために

実施いたします、事業所内保育所を利用する医療

職員への保育料助成の財源として新たに330万円

を繰り入れする予定でございます。 

では最後に、予算書の45ページをご覧ください。 

20款1項1目総務債のうち、当課が所管する歳入予
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算は、2節地域振興債のうち、西予市地域振興基

金事業9500万円と、3節企画債の卯之町はちのじ

事業6380万円のうち3170万円、及び公共施設等総

合管理推進事業60万円でございます。 

西予市地域振興基金事業9500万円は、歳出で説明

いたしましたが、旧合併特例債を借り入れ、基金

への積み立て金1億円の財源として充当するもの

でございます。 

卯之町はちのじ事業は、過疎対策事業債ソフト分

2720万円と、旧合併特例債450万円を借り入れ卯

之町はちのじまちづくり推進事業の経費に充当す

るものでございます。 

公共施設等総合管理推進事業60万円は、過疎対策

事業債ソフト分を借り入れ、歳出で説明いたしま

した公共施設劣化度調査委託料の経費に充当する

ものでございます。 

なお、旧合併特例債の起債充当率は95％で、交付

税措置は70％、過疎対策事業債ソフト分の起債充

当率は100％で交付税措置は同じく70％でござい

ます。 

以上、議案第49号、「平成30年度西予市一般会計

当初予算」のうち総合政策課所管分の説明とさせ

ていただきますので、よろしく御審議の上御決定

くださいますようお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇森川委員： 

52ページの行政評価推進事業の委託先を教えても

らったらと思いますが、4階のフロアは市民の関

心が非常に高いので、わざわざ見に来る市民の方

も多いので、中には椅子がなかったら能率が上が

るのに、という方もおります。よく成果が上がる

のを市民は期待しています。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（9：36～9：36） 

再開を告げる。 

〇藤井総合政策課長： 

森川議員の御質問にお答えをいたします。 

4階のオフィス改革につきましては、今後です

ね、御説明いたしましたように各階に広げていき

たいと思っておりますが、まずはその職員の皆さ

んがどのように働いていくのがベストなのか、働

きたいのかというところをしっかりと固める必要

がありますので、まずはワークショップを行って

いきたいと考えております。 

ワークショップに当たりましては、平成28年4月

に、官民、産官学で連携いたしました、東洋大学

のほうと、また京都繊維工芸大学のほう、また企

業のほうでは、オープン・エーのほうと引き続き

連携をいたしまして、ワークショップ等にも御参

加いただいて、御協力をいただく予定でございま

す。 

経費を計上させていただいております。以上でご

ざいます。 

〇井関委員： 

小規模多機能自治をつくるということで動かれる

みたいですが、まだどういったものになるかとい

うのは今からだと思うんですけども、大まかにこ

ういったものにしたいっていう構想はできている

んですか。 

〇藤井総合政策課長： 

小規模多機能につきましては、予算説明のときも

ありましたように、現在庁内で、まずはたたき台

をつくらないことには、来年度以降ですね、市民

の方と検討していくのは難しいだろうということ

で、今年度もあと残りわずかではございますが、

庁内の関係部署を集めて、今作成中でございまし

て、それができましたらまた、それをもとに4月

以降、8月ぐらいまでかけて市民の方と検討した

いというふうに考えておりまして、今これという

ことをお答えできる段階ではありませんので、御

理解いただいたらと思います。 

また、議会のほうにも、その都度御報告等をさせ

ていただきたいと思っておりますので、今後とも

御協力お願いしたらと思ういます。以上でござい

ます。 

〇井関委員： 

卯之町はちのじまちづくり推進事業なんですが、

議会からも何名か出ていただいて検討委員会もで

きていると思うんですけども、ここの進捗といい

ますか、一応構想は見せていただきましたが、そ

れから変更をしたいというようなお話も耳に届い

ておりますので、そこら辺の進捗状況がお分かり

でしたらお願いします。 

〇藤井総合政策課長： 

委員のおっしゃるとおり、議会のほうからも3名

の代表の方に参画していただいて、現在はちのじ

まちづくり評価監視委員会というのを立ち上げま

して、現在まで4回にわたりまして、多岐ににわ
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たる御協議をいただいております。 

また、12月5日には市民説明会も開催をいたしま

して、市民の方々からもいろいろと意見をいただ

いている状況でございます。 

これまで議会から代表の方には出ていただいてお

りましたが、議会の皆様に対しまして、契約以降

の経過状況の御報告をしておりませんので、あさ

っての3月14日に行政報告会を開催させていただ

きまして、これまでの経過状況や現在の計画等に

つきまして、改めて、その場で御説明をさせてい

ただいたらと思っておりますので、何とぞ御理解

いただいたらと思います。 

以上でございます。 

〇井関委員： 

西予市地域振興事業基金なんですが、30億を積み

立てる予定であるということでございましたが、

現在の基金残高はどのぐらいになっていますか。 

〇藤井総合政策課長： 

現在、平成29年度末の残高でございますが、24億

1963万円でございます。 

こちらのほう、説明もありましたように積み立て

だけでなく、地域振興に資する事業にも繰り入れ

をしておりますので、取り崩して繰り入れをして

おりますので、現在は先ほど申しました金額が残

高として残っております。以上でございます。 

○菊池委員長： 

よろしいでしょうか。 

〇藤井総合政策課長： 

一点だけよろしいでしょうか。 

先ほど残高につきましては、29年度末ということ

で、あくまでも予定という残高で御認識いただい

たらと思います。28年度残高を申しますと、末の

残高を申しますと、これ確定なんですが、22億

7963万円でございます。 

29年末残高はまだ確定しておりませんので、あく

までも予算上の予定ということで御認識いただい

たらと思います。 

〇菊池委員長： 

では質疑をこれで終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第49号「平成30年度西予市一般会計予算」の

うち総合政策課所管分については、原案に賛成の

委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（9：44～9：48） 

再開を告げる。 

 

【まちづくり推進課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第49号「平成30年度西予市一般会計予算」の

うち、まちづくり推進課所管分についてを議題と

いたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇和気まちづくり推進課長： 

それでは、まちづくり推進課関係の「平成30年度

西予市一般会計予算」につきまして御説明を申し

上げます。 

最初に継続費について御説明を申し上げます。 

予算書の9ページをお開きください。 

2款総務費9項企画費におきまして、ジオパーク拠

点施設整備事業の実施設計監理委託、展示及び本

体工事について、30年度と31年度にまたがるため

でございます。継続費の全体事業費は6億4399万

5000円、30年度事業費が3323万9000円と、31年度

が6億1075万6000円でございます。内訳は30年度

が本体工事の設計監理費の約5％と、それから展

示工事の実施設計費と本体工事費の5％となって

おります。平成31年度は本体工事の設計監理費の

残り95％と、展示工事費とそれから本体工事費の

残り95％となっております。 

続きまして先に歳出予算のほうを説明いたしま

す。74ページをお開きください。 

2款8項1目地域振興費におきまして、右側にござ

います事業概要の欄に沿って当課が所管しており

ます主な事務事業名と予算、その概要を御説明申

し上げます。 

最初にコミュニティ助成事業1500万円でございま

すが、集会所新築の補助金となります。平成30年

度は城川地区の嘉喜尾集会所を予定しておりまし

て、現在地元と計画的に調整を図りながら進めて

おります。 

これは一般財団法人の自治総合センターが実施す

る助成事業で、認可地縁団体が集会所を建設して

保存登記することが条件となっております。 

同ページ1段下になります。 

高齢者活動施設管理事業82万9000円でございます

が、これは、それぞれ城川町の野井川地区と川津

南地区にある拠点施設であり、防災面でも地区唯

一の指定避難場所となっております、この2施設
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の維持管理料でございます。 

同ページ1段下にあります。 

地域発「せいよ地域づくり」事業1億1334万

5000円でございます。 

地域づくり交付金事業は4月から8年目を迎えま

す。自主自立の地域づくりを目指すため、平成

28年度から新たに、地域からの提案によって実施

可能な手上げ型交付金を設けましたが、平成29年

度は18地域から提案のあった30事業、事業費では

3923万8000円を採択し、地域からのさまざまな取

り組みを支援することができました。 

遊子川公民館の全国表彰やマスコミでも取り上げ

ていただくような地域づくり組織が出てき始めた

のも、地域づくり交付金事業の効果が少しずつ表

れてきたのではないかと思っている次第でござい

ます。 

交付金総額は前年度と同額の1億円を計上してい

ます。 

まだ手上げの実績がない地域もありますが、取り

組み事例の紹介やアドバイザー派遣事業などで、

市全体としてボトムアップを図りたいと思いま

す。 

同じく同ページ一段下になります。 

移住交流促進事業7330万3000円でございます。こ

の事業は、移住の促進により持続可能な地域社会

を形成することを目的とし、移住コーディネータ

ーによる、移住相談体制の充実や定住促進のため

の空き家改修工事それから移住ツアーの実施を行

います。 

また、昨年度から実施しております、移住促進の

モデルとなります事業として、地域づくり組織と

連携した移住希望者、こちらでは「田舎で働き

隊」と呼んでおりますが、の受け入れを行いま

す。本事業は地域おこし協力隊の制度を活用し

て、仕事を覚える間の最大3年間は人件費的な経

費や活動経費を支援する予定で、合計8名の予算

を計上しています。 

さらに、今後、持続的な移住交流促進を図るた

め、住民意識の向上や民間事業者の育成の取り組

みを行ってまいります。 

続きまして、75ページをお開きください。 

地域おこし協力隊事業では、29年度に本市で活動

予定の協力隊員5名の予算1306万7000円を計上し

ております。本庁に2名、明浜1名、城川2名の予

算を計上しております。 

一段下になります。地域づくり推進事業では、法

人化を目指している地縁団体を支援するための旅

費12万4000円を計上しております。 

その一段下です、集会所整備事業を1305万2000円

ですが、コミュニティ助成事業で新築する、嘉喜

尾集会所の市の補助金と、市内の集会所改修事業

の補助金が主な予算でございます。 

一段下になります。 

ふるさと納税推進事業6532万6000円は、ふるさと

応援の寄付を行っていただいた方に、金額に応じ

た特産品を返礼品として贈呈し、本市及び地元特

産品等のＰＲ、市内業者の販路拡大、地域経済の

活性化につなげます。 

平成30年度は、公募による返戻品数の追加や、特

産品のＰＲ動画を作成し、ホームページや市外の

物産イベント、市内の道の駅等の施設で放映する

など、寄附金額、給付件数の増加を目指して、本

事業のＰＲを戦略的に行うとともに、管理システ

ム導入によりまして事務の簡素化を行う予定で

す。また、企業版ふるさと納税についても推進し

ていきます。 

一段下になります。 

木育推進事業、145万7000円ですが、4月1日にし

ろかわ保育所の開所に合わせ、ウッドスタート宣

言を行います。子育て支援策の一環として西予市

産材でつくる木のおもちゃを誕生祝い品として贈

呈する事業や、教育活動として木育を推進してい

くことで、林業振興にもつなげていく活動となり

ます。林業課、子育て支援課、健康づくり推進課

など、関係課が連携して、当事業を推進してまい

りますが、当課の主な役割としては、東京おもち

ゃ美術館と連携した活動の推進であり、西予市ら

しい木育のあり方を検討してまいります。 

続きまして77ページをお開きください。 

2款8項3目生活交通バス対策事業費の説明に移ら

せていただきます。 

30年度の予算は、全体で1億5413万7000円を計上

しております。 

一番上にございます、バス路線維持対策事業

9530万5000円は、主に宇和島自動車が運行するバ

ス17路線を維持するために、運航事業者の収入不

足額を事業者に支払うものでございます。 

一つ飛ばしまして、地域公共交通確保維持改善事

業81万8000円は、市内の公共交通について協議す

る場として設置しております、西予市地域公共交



－10－ 

通活性化協議会の開催の経費を計上しておりま

す。 

他の事業概要は民間委託、デマンド乗合タクシ

ー、生活交通バスなど公共交通の事業予算を計上

しております。地区名がそれぞれ入っております

ので、説明は省略させていただきます。 

続きまして78ページ、中段になります。 

2款8項5目、わがむらは美しく推進費でございま

す。わがむらは美しく推進事業は、昭和58年度か

ら旧城川町で実施している城川地域の花いっぱい

運動推進費であり、城川町地域わがむらは美しく

運動基金の充当事業でございます。平成30年度を

もって基金が枯渇することから、公共花壇の常緑

化を図る花苗代や規模縮小化を図る工事請負費、

緑地管理委託料と442万8000円を計上しておりま

す。 

続いて、その下になります。 

2款8項6目の交流促進事業費、姉妹市町交流事業

は、当市の姉妹町であります、北海道黒松内町と

両住民の相互理解や友好の絆を深めることを目的

に行っている交流事業の予算、122万7000円を計

上しています。昨年は市長・議長・副議長・新人

議員10名の議員とそれから公募により選ばれた市

民5名で黒松内町を表敬訪問し、交流をいたしま

した。 

30年度は市内小学生、各旧町から1名ずつの5名が

黒松内町を訪問する予算を計上させていただいて

おります。 

続きまして79ページをお開きください。 

9目の野村ダム周辺地域振興事業でございます。

野村ダム関係交付金活用事業1271万9000円の主な

事業について簡単に御説明申し上げますが、水源

の森を保全するための林道生コン舗装や、除間伐

事業に加え、農工商連携による軽トラ市、それか

ら野村高校を含めた教育活性化のための事業、そ

れから朝霧湖イルミネーション設置事業などを実

施する予定でございます。 

続きまして81ページをお開きください。 

同じく2款9項2目男女共同参画費でございます

が、右側にございます二つの事務事業で構成され

ております。まず一つ目がおイネ賞事業です。

199万9000円は、日本医師会や愛媛県医師会、そ

れから愛媛大学医学部等の協力を得まして、医学

研究や、医療活動に対する女性医師等を表彰する

ものでございます。表彰式典とあわせて市民参加

型の講演会を実施しております。平成30年度は

7回目の開催となりますが、第6回につきまして

は、女性医師の支援における都道府県医師会と行

政連絡体制の深まりや、地域おこしとしての広が

りに期待していただき、日本医師会、愛媛県医師

会、西予市の三者主催で実施をいたしました。今

回も同様の三者の主催として実施いたします。 

なお、開催日については、平成30年11月18日を予

定しております。 

続きまして男女共同参画推進事業38万1000円は、

啓発のための研修会の講師謝金や研修会参加経費

助成団体の育成費等でございます。 

続きまして、一段下になります。 

2款9項3目ジオパーク推進事業費のジオパーク推

進事業3616万3000円でございます。 

平成29年12月22日に、四国西予ジオパークは日本

ジオパーク委員会より再認定を受けました。平成

30年度は、今回の再認定時に指摘された課題解決

に向けた最初の年であります。四国西予ジオパー

クを通じた市民の郷土愛の経済への好循環を目指

し、継続的な取り組みを市民とともに実施したい

と考えています。市内では、ジオパークに関連す

るさまざまな取り組みが進んでいる一方で、ジオ

パーク活動の市民への情報提供がまだまだ足り

ず、とともにジオパーク活動が進んでない状況が

ございます。今後は、市民とともにジオカフェな

どの活動や、統一的な看板や案内板の整備、ジオ

ミュージックを絡めた動画、それからジオラッピ

ングバスやロゴマークなどを用いて、ジオパーク

の情報発信の強化に取り組みたいと思います。 

また、その下のジオパーク協力隊事業、410万

1000円でございますが、地域おこし協力隊の制度

を活用し、地球科学の専門家を雇用する予算でご

ざいます。 

三つ目の事業、ジオパーク拠点施設整備事業では

3590万6000円を予算計上しております。 

これは四国西予ジオパークの新たな拠点施設を城

川支所の隣接地に建設するための実施設計及び工

事費の予算を計上したものです。平成29年度にお

きましては、拠点施設の基本設計を実施してお

り、平成30年度には建物実施設計及び工事展示の

実施設計を行い、平成31年度に建設工事と展示工

事を実施し、平成32年度当初の開館を目指してお

ります。 

続きまして145ページをお開きください。 



 

－11－ 

7款1項6目産業創出事業費のジオブランド推進事

業2169万円のうち、西予市特産品ＰＲ動画撮影委

託料324万円を計上しております。 

認定ブランド産品を初め、市内産品とジオパーク

の物語を結びつけた、地域産品の動画を昨年度よ

り行っていましたが、撮影時期がおくれたため、

引き続き今年度実施するものでございます。 

続きまして211ページをお開きください。 

13款2項1目、基金費の基金積立金の主なものを説

明いたします。事業概要の1番下になります、ふ

るさと応援基金事業1億2001万2000円につきまし

ては、ふるさと納税事業を強化し、寄附金の増加

を目指すものでございます。 

これからは、事業に伴う歳入でございますが、予

算書21ページをお開きください。 

12款1項1目、総務使用料の区分3、地域振興使用

料におきまして、生活交通バス使用料として運賃

収入301万4000円を計上しております。 

続きまして27ページをお開きください。 

13款2項8目、総務費国庫補助金の2節、地域振興

費国庫補助金におきまして、地域公共交通確保維

持改善事業費国庫補助金ですが、地域公共交通を

確保するための補助金187万3000円を計上してお

ります。 

同ページ一段下になります。 

歳出で説明いたしましたジオブランド推進事業の

地方創生推進交付金、5805万3000円のうちの西予

市特産品ＰＲ動画撮影委託料分の162万円となっ

ております。 

続きまして29ページをお開きください。 

14款2項1目総務費県補助金、1節の総務管理費県

補助金310万円は、移住者住宅改修支援事業によ

る愛媛県からの補助金でございます。 

2節では、生活交通バス路線維持・確保対策事業

費県補助金171万9000円は、野村の廃止代替バス

に対する補助金でございます。 

その下、新ふるさとづくり総合支援事業の県補助

金327万6000円は、木育推進事業と地域づくり自

慢大会27時間テレビ事業に対するものでございま

す。 

34ページから35ページの基金利子の説明は省略さ

せていただきます。 

続きまして36ページをお開きください。 

16款1項2目、総務費寄附金1億2000万円は、ふる

さと納税による応援寄附金でございます。 

次に37ページでございます。 

17款2項、基金繰入金の中で、当課に該当するも

のは、まず5目の城川町地域わがむらは美しく運

動基金繰入金、404万4000円。そして、24目のお

イネ賞事業繰入金199万9000円でございます。 

次に38ページをお開きください。 

28目のジオパーク推進基金繰入金、2307万2000円

です。 

その三つ下になりますが、32目ふるさと応援基金

繰入金は1億442万5000円でございます。 

続きまして42ページをお開きください。19款5項

4目雑入の2総務費雑入におきまして、下から4行

目、一般財団法人自治総合センターの助成金

1500万円ですが、これは歳出でも御説明しました

ように城川町の嘉喜尾集会所新築に対する助成金

でございます。 

その三つ下の太陽光発電売電収入18万4000円は、

城川地域川津南高齢者施設の売電によるものでご

ざいます。 

最後に、45ページをお開きください。 

20款1項1目総務債、2節地域振興債におきまし

て、せいよ地域づくり交付金事業4570万円と、西

予地域振興基金事業を9500万円でございます。 

また、3節企画債におきまして、ジオパーク推進

事業で1000万円、及びジオパーク拠点施設整備事

業で2550万円を過疎債として借入予定でございま

す。 

以上、説明とさせていただきます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますようお

願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇信宮委員： 

74ページの移住交流促進事業ですけれども、全国

的にどこの自治体も移住者を獲得しようといろん

な事業をずっと展開されておると思うんですが、

地域おこし協力隊とか、田舎で働き隊とか以外に

ですね、純粋に西予市を選んでいただいておるよ

うな方が、これまでいらっしゃるのか。 

また、定住してもらった人が、これまで累計でど

れぐらいいるのかわかりますでしょうか。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいまの信宮議員の移住者の人口という事なん

ですけれども、戸籍のほうでも移住に関するアン
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ケートの関係を取らせていただいておりますけれ

ども、実際に市外から移住者としての回答という

のはなかなかこうとらえづらいものがございまし

て、その人数等を現在、資料としては持ち合わせ

てない状況でございます。 

〇信宮委員： 

東京のほうに移住フェアとかで出かけられてＰＲ

をされておると思うんですけれども、そこの場で

はやはり全国から集まってそれぞれの自治体がＰ

Ｒをされておりますが、その場に行って実際に西

予市が、どのようにとらえられているのか、また

反応はどうなのかちょっと教えていただいたらと

思います。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいま信宮議員の西予市の反応はということで

ございますが、ちょうど、先ほどもありましたよ

うに東京と大阪のほうでも、移住フェアを行いま

した。 

実際に先月も、この地域おこし協力隊とそれから

田舎で働き隊の2次の面接を行いました。 

実際に決定しておりますのが、ジオパークの専門

員の方と、それから経済振興にあります観光物産

関係の方、それから文化の里の休憩所の方と、そ

れから遊子川の地域活性化プロジェクトの関係の

方が、現在2次面接のほうで採用という形を出し

ております。 

どなたもやはり西予市のこの自然の魅力というよ

うなものも、自分たちが農業やってみたいとかそ

のジオパークについても、関心が高いとかです

ね、西予市の自然の美しさ、広大さというのは、

一番言われてきたことと思っております。 

実際にこの方々も、東京のほうで実際に職員が行

ってお会いしてお話を聞いてそれがきっかけで応

募をしていただいたという方がほとんどでござい

ます。 

そのほかにも2、3名実際に応募があったんですけ

れども、やはり全国的なものでございましてほか

のところに、地域おこし協力隊で決まったとかそ

ういうこともありまして辞退された方も2、3名あ

った状況でございます。 

〇信宮委員： 

もう1点、別の事業なんですけれども、75ページ

の木育促進事業145万7000円。これは西予市で生

まれたお子さんにウッドスタートということも兼

ねて、木製のおもちゃを進呈する、それのおもち

ゃの検査というか監修を多分東京のおもちゃ美術

館のほうでされると思うんですけれども、西予市

に生まれてくる子供の数を大体つくられると思う

んですけれども、ちょっと所管が違うんですけど

そのおもちゃ何個つくるのか、いくらぐらいで作

るのか、また、この検査料が幾らなのかわかりま

したら教えてください。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいま信宮議員の木育事業のおもちゃの検収と

それから、おもちゃの数、検収料の質問がござい

ましたが、大体年間に今西予市で220か230名の子

供さんが生まれておりますので、その分の数を作

成しております。 

今度4月1日に城川の保育所で開所式があります、

そのときにあわせて、ウッドスタート宣言を行い

まして、そのときに来ていただいて、実際におも

ちゃを配布する計画でございます。それ以外につ

きましては、10カ月の相談所のときに、保健師さ

んのほうからお渡しいただく計画でおります。 

今年度作成したデザインによりまして、220か

230個、それで、来年度も同じような個数でデザ

イン的には、2年間この統一したデザインでおも

ちゃを製作する予定でございます。 

検品でございますが、１個当たり500円の検品料

がかかります。 

おもちゃ美術館と協力いたしまして、作業を行う

ようにしております。 

作製に当たりましては、市内の業者のほうに御無

理を言いまして、１個約5000円で作製をしており

ます。 

木育事業につきましては、うちのまちづくり推進

課だけでは対応ができない広い意味合いでござい

ます。西予市の森林75％を含めておりますが、木

の活用をいかにしていくか等も含めまして、林業

課、それから活性化センター、子育て支援課に健

康づくり推進課等もあわせまして、この事業を推

進していきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

〇河野委員： 

同じく74ページですが、嘉喜尾の集会所の建設の

話があったと思います。コミュニティ助成事業で

1500万円、75ページの集会所整備事業で1300万

円、二つの事業を使われて集会所の建設を行われ

るんですか。 

〇和気まちづくり推進課長： 
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ただいまの河野議員の質問でございが、74ページ

のコミュニティ助成事業の分は嘉喜尾の集会所の

1500万円でございまして、75ページの集会所整備

整備事業につきましては、800万円が西予市全体

の集会所の改修事業に充てる事業でございます。 

それと、嘉喜尾の市の補助金500万円がございま

す。 

以上答弁とさせていただきます。 

〇河野委員： 

事業総工費、それと地元負担も発生するのかとい

うことをお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（10：17～10：18） 

再開を告げる。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいまの質問でございますが、嘉喜尾の集会所

総事業費は2547万6000円で、その内、自治総合セ

ンターの助成金が5分の3に当たりましての1500万

円でございます。それから、市の補助金が5分の

1の500万円で、残りが地元の負担金ということ

で、5分の1でございますが、端数も含めまして約

547万6000円となっております。 

〇井関委員： 

先ほどの信宮議員が質問された移住交流促進事業

のほうにまた戻らせていただくんですが、この事

業におきましてコーディネーターによって、いろ

いろ提起をさせていただいてるんだろうとは思う

んですが、実際に西予市の中にある空き店舗、移

住するためにこういう店舗があるんだったら、西

予市に行ってみたいなというようなことを考えら

れる方もおると思うんですが、例えば中華料理屋

さんがやめられとって中華料理の分だったら、す

ぐにでも店舗が開けますよっていうような情報が

あれば、その店舗の貸料とその空き店舗の状況、

そういうものも一緒にホームページ等に上げるこ

とができたら、移住者が増えるんではないかな、

というような気がするんですがその辺、今後どう

いうふうに考えられておるのかということと、だ

からこれ田舎で働きたい8名の予定であるという

ことでございましたが、この8名の目安という

か、そういうのがたっているのかどうか、お聞き

したいと思います。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいま井関議員の質問でございます、移住交流

の関係の空き店舗の部分で、商店関係も含めた店

舗情報はということでございましたが、現在経済

振興課のほうでホームページの中で取り上げてお

ります、空き家の住宅の分は、海の分と里の分そ

れから山の分とに分けて、今46件はホームページ

上にデータ公開をしております。 

ですが、先ほど言われました商店関係も含めた、

店舗情報というのは現在持ち合わせておりませ

ん。経済振興課で取り組んでおります事業承継

や、それからあと、商店街の空き家の店舗活用事

業などもございますので、この件につきましては

商工会、それから経済振興課と一緒に協力しなが

ら、そういう情報も今後協議していきたいと思っ

ております。 

それから、田舎で働き隊の目途でございますが、

先ほども物産協会とか地域づくりの関係の職員も

含めましたが、田舎で働き隊の分につきまして

は、地域おこし協力隊も含めて、4名は応募いた

だいて、確定をしております。 

それ以外につきましては、まだ今のところ応募を

いただいていない状況でございますので今後、移

住フェアや東京でのフェア等にも募集をかけたい

と考えています。 

すいません、田舎で働き隊の分の8名のうち、

今、継続が4名でございまして、1名がプラスで

1名が確定をしております。 

○菊池委員長： 

５名ということですね。 

○和気まちづくり推進課長： 

はい。 

〇井関委員： 

今空き店舗の件なんですが、ぜひともよそからこ

られる方で、野村で今こじゃんteaのほうやって

いただいている千葉さんなんかも、やっぱそうい

う空き店舗の情報があると、今後自分が、その

3年間が終わった後そこでずっと居れるわけじゃ

ないんで、そういう情報も欲しいなということが

ありましたので、その辺も含めて、この今来られ

ている働き隊の方だけではなく、よそからの人に

もそういう説明があると非常に、興味を持ってい

ただけるんじゃないかなと思いますので、ぜひよ

ろしくお願いしたらと思います。 

もう1点なんですが、ふるさと納税推進事業のほ

うなんですけども、これは1億2000万円を目標に

ということでございましたが、去年の実績がどの

くらいであったのかということと、これ、推進事
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業として6500万円を組んでおられるんですけど

も、この6500万円を組んでふるさと納税を1億

2000万円でいいのかなっていうのがちょっとある

んですけど、その辺の考え方はどういうふうに考

えておられるんですか。 

〇和気まちづくり推進課長： 

平成30年３月７日現在で、4,776件7690万8000円

の申し込みをいただいております。当初29年度も

１億円を予算計上しておりましたが、３月補正で

２千万円を落とさせていただいて8000万円として

いるところでございます。 

それからふるさと納税の推進事業につきまして、

6500万円の取り扱いということでございますが、

ふるさと納税にいただいたものの返礼品が、3割

でございます。3割の分の費用分と、それから、

それにかかります観光協会現在委託をしておりま

すが、その委託手数料とか、それから、実際にふ

るさと納税をしていただく方々は、インターネッ

トの中から、申し込みがかなり多いです。今、申

し込みの方法として二つに分けております。 

「さとふる」というのと、それから「ふるさとチ

ョイス」というようなのに分けて申し込みしてい

ただいております。その関係の使用料とか、それ

から先ほども歳出のほうでも説明いたしましたけ

れども、管理システム関係、現在は「さとふる」

とか「ふるさとチョイス」から申し込みいただい

た情報をエクセルで個人が集計している状況でご

ざいまして、その分を管理システム導入によりま

して、今後いろんなデータ活用も含めたシステム

を入れようとしております、その分に関しての費

用がその分かかっている状況でございます。 

〇森川委員： 

平成31年に城川のジオの拠点が完成するわけです

が、建物は立派なので中もかまぼこ板などを見に

来る方もおると思いますが、ジオパークに関して

は、お客さんがちょっと少ない気がします。 

県外のジオパークに比べてちょっと、西予市の場

合は規模が小さいので、何とか県外から来てもら

うような方法を考えてもらったらと思っていま

す。 

松山のほうでジオの話しても、ほとんどの方が知

らない状態です。西予市のジオブランドをもう少

し推進する方法を考えてもらったらと思います。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいま森川議員のほうからジオミュージアムに

つきまして御質問がございました。 

言われましたようにジオパークには、今回建設い

たします城川支所の下の駐車場に建設いたします

が、周辺には、先ほど言われましたかまぼこ板展

ミュージアムもありますし、それから道の駅もあ

ります、それから資料展示の施設もございます。 

その一体的な、周辺と連動した形でのお客様の呼

び込みを考えております。 

今現在、ジオミュージアムでの年間の来客人数を

2万人と考えて建設、中に展示のほうを進めてい

るところでございます。 

それから、なかなか松山のほうでもジオパークを

知らないという方が多いということの御質問がご

ざいました。四国西予ジオパーク、四国内には室

戸とそれから今の、私どもの四国西予ジオパーク

しかございません。 

ほかにも手を上げている土佐清水とか、徳島県の

三好とかもございますが、なかなか四国内でも、

ジオパークは知られてない状況でございますの

で、29年度にも実施をいたしましたが、松山空港

とか松山観光港のほうでの今年つくりました空撮

を活用した映像とジオミュージックを重ね合わし

ましたこの動画等を含めまして、そういう空港と

か観光港にも、放送を流したいと思っておりま

す。 

新たに30年度も映像関係をさらに増やして、各地

域等での放送を流していくような方向で考えてお

ります。 

なかなか一気にジオパークというものが、発展は

難しいと思いますけれども、徐々に四国内のほう

に広がりをつけたいと考えております。 

〇河野委員： 

今のジオパークの拠点施設整備ですが、9ページ

の継続費の中では、30年度、3323万9000円となっ

ています。81ページの1番下の整備事業費では

3590万6000円と、事業費が違うわけなんですけ

ど、どういったことでしょうか。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいま河野議員の継続費の3323万9000円と歳出

の金額が違うという、御質問がありました。 

継続費につきましては、本体工事の設計監理費と

それから展示工事の実施設計費と、本体工事費の

部分の2カ年にまたがる分の予算だけを継続費と

して上げております、それ以外にも、各委員さん

のミュージアムへの講師料とかほかの費用も含ま
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れておりますので、その分の差が出ている状況で

ございます。 

展示内容検討委員会、実施委員会、それから、コ

ーディネーター的な役割の方の謝金等も入ってお

りますのでその分が継続費と、実際の歳出との差

が出ております。 

○河野委員： 

施設整備ではない分が入っておると、いうことで

すか。それは２段上の推進事業で見るべきものじ

ゃないでしょうか。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ジオパーク拠点施設整備事業にかかります、その

委員の報酬費とかですね、それから費用弁償、そ

れから、構造計算の設計の審査手数料とか、建築

確認申請料とその分が実際に、30年度の歳出の分

のほうには予算化をしている状況でございます。 

〇井関委員： 

はい、77ページの、生活交通バス運行事業なんで

すけども、本当にあのこれ1億5000万円という大

きな金額が必要になっているんですが、今でもお

年寄りの方が病院に行くのにスクールバスに乗せ

ていただいたら、という話は常によく出てくる話

なんですけども、今回創生委員会で、旭川の近く

の東川町やったかな、あそこに行かしていただい

たんですが、その中では、普通の路線バスに乗る

生徒が乗るやつの何て言ったらいいんですかね、

定期代を行政側が払ってそこに乗ることによって

スクールバスのかわりに運行さすというようなこ

とをやられていたんですけども。 

そういうふうにするんであれば、病院へ行くバス

に、逆に生徒を乗せるせることができるというよ

うなことを考えると、何かうまくいくんじゃない

かなというような気がするんですが、そういうの

がまず条例でやられてるかちょっとわからないん

ですけども、その辺の研究をちょっとしてもらっ

たらいいんじゃないかなと思うのが1点と、それ

から今県でも対応しているということを、説明の

中で、路線バスの説明を議会のほうにしてもらっ

たときに、県もこの路線バスについての対応を行

っているということでしたが、県の対応としては

どの辺まで進んでいるのか2点お伺いしたい。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（10：35～10：44） 

再開を告げる。 

〇和気まちづくり推進課長： 

ただいま井関議員の公共交通バスの取り組みの中

での、ということの質問がございました。 

現在西予市では、23台のスクールバスが運行して

おります。 

実際にスクールバスの公共交通に使うという取り

組みつきつきましては、野村町で高瀬愛農野村地

区の生活交通バスに入れております、月曜から金

曜日の間、週に2回スクールバスの運行を行って

いる状況でございます。 

なかなか学校行事があった場合には、運行を中止

しなければいけない状況でございます。 

現在、まちづくり推進課のバスの担当とそれか

ら、教育総務課のほうのスクールバス担当とも毎

月定例会を開きまして、今後のスクールバスのう

まく利用できる方向等につきまして、随時路線等

も含めまして協議をしている状況でございます

が、今のスクールバスの利用につきましては、現

在今年度、来年、再来年度につきましては、利用

する生徒数につきましては現在余り変わらない状

況というふうに見込んでおりますので、このスク

ールバスに利用する生徒さんが減っていく年度状

況を見まして、このスクールバスをうまく生活交

通バスに活用していく方向を検討してまいりたい

と思っております。 

それから、県の公共交通網の関係への対応はとい

う、御質問がございました。 

今回の一般質問の中にもちょっと出ておりました

けれども、三瓶線の八幡浜・下泊線、八幡浜・周

木線などにつきましては、八幡浜分の路線の分が

同じ時間帯に走っているというようなこともござ

いまして、県のほうも見直し案の1案として上が

っております。 

そのほかにも、野村・白髭線とかですね野村・上

辰ノ口線それから、運行利用が少なくなっている

区間がございます、宇和島・野村線とかなどにつ

きまして、県とそれから、運行業者、宇和島自動

車になりますけれども、市と連携いたしまして、

今後路線の見直し等のほうも、変えていくような

状況でございます。 

来年すぐというわけにはいきませんが、1年、

2年、3年との中での優先順位を含めながら、路線

の見直しを考えているという状況です。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

では質疑もないようなので以上で質疑を終結とい
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たします。 

お諮りいたします。 

議案、第49号「平成30年度西予市一般会計予算」

のうち、まちづくり推進課所管分について原案に

賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（10：48～11：01） 

再開を告げる。 

 

【教育部】【教育総務課】 

〇菊池委員長： 

ただいまより教育部のほうに入りたいと思いま

す。 

〇松川部長： 

挨拶を行う。 

〇菊池委員長： 

では会議に入ります。 

議案第10号「西予市立学校給食センター及び学校

給食調理場条例の一部を改正する条例制定につい

て」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇沖村教育総務課長： 

議案第10号「西予市立学校給食センター及び学校

給食調理場条例の一部を改正する条例制定につい

て」提案理由の御説明を申し上げます。 

現在、野村及び城川地域における学校給食は、自

校式単独調理場となっており、特に野村小・中学

校の調理場においては、施設の老朽化及び厨房機

器の劣化が激しく、給食調理業務に支障が出てい

たことから、新学校給食センター建設を計画着工

してきたところです。 

新学校給食センターは、乙亥の里の川向い、三嶋

神社付近にあり、ことし6月に建築工事を完了

し、厨房機器等の搬入後、落成式、職員の実地研

修を経て、今年9月から給食を配送する予定で進

めております。新学校給食センターは1日900食の

調理能力があり、安心安全な学校給食の提供に努

めてまいります。 

なおこの新しい給食センターの配送範囲は、配送

が困難な大野ヶ原小学校、惣川小学校及び惣川幼

稚園を除く野村、城川地域の小中学校、及び野村

幼稚園を範囲とする計画におります。これらのこ

とに基づき、西予市立野村小学校給食調理場、西

予市立野村中学校給食調理場、西予市立城川小学

校給食調理場、及び西予市立城川中学校給食調理

場を廃止し、新たに、西予市立せいよ東学校給食

センターを設置することなど、所要の整備を行う

ため本条例の一部を改正するものです。 

以上、よろしく御審議の上、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

ただいま理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

〇井関委員： 

名称の「せいよ東学校給食センター」の名称でご

ざいますが、せいよ西ができたときに、野村は東

になるんかなと、想像はついておったわけなんで

すけども、所管事務調査のときにもせいよ東とい

う単純な名前では何か、親しみがわきにくいんじ

ゃないかなということで、公募したらいいんじゃ

ないですかっていうことを、この場所を視察に行

ったときにも申し上げたわけなんですが、これは

単純にせいよ東学校給食センターという名称はど

ういうふうな過程で決まったのかお伺いしたいと

思います。 

〇沖村教育総務課長： 

ただいま御質問のありました学校給食センターの

名称について、その経緯を御報告申し上げます。 

現在稼働中の西予市立せいよ西学校給食センター

の名称提案の際は、種々協議検討を行い、平成

28年第4回定例議会でお認めをいただいたところ

であります。この、せいよ西学校給食センターと

いう名称を検討する際には、当該センターが宇和

及び明浜地域の小中学校に給食を配送し、将来的

には三瓶地域も含めた西予市西部をカバーする施

設になるということ、また、立地場所を優先し名

称を宇和学校給食センターとした場合、市民にわ

かりやすい一面、本市合併後の一体感を考える

と、市民の理解が得られにくいであろうと判断し

たためでございます。 

以上の経緯を踏まえ、議会に御提案をし、議決し

ていただいたということがございました。今回上

程させていただきました「西予市立せいよ東学校

給食センター」は、野村、城川地域の小中学校、

これは大野ヶ原小学校、惣川小学校、惣川幼稚園

を除きますが、及び野村幼稚園に給食を配送予定

としていることから、せいよ西学校給食センター

の名称に倣い、市内の東部をカバーする施設とし

て、せいよ東学校給食センターの名称とすること
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が適切であると判断したところでございます。 

〇菊池委員長： 

他にございますか。 

質疑を終結いたします。お諮りいたします。 

議案、第10号「西予市立学校給食センター及び学

校給食調理場条例の一部を改正する条例制定につ

いて」原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

では続きまして、議案第51号「平成30年度西予市

育英会奨学資金貸付特別会計予算について」を議

題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇沖村教育総務課長： 

議案第51号、平成30年度西予市育英会奨学資金貸

付特別会計予算書に基づき、御説明申し上げま

す。この奨学資金は、西予市出身の優秀な学生生

徒で、経済的理由により就学が困難な者に対し、

定額を無利子で貸し付けるものであります。 

初めに、歳出から御説明申し上げます。 

平成30年度西予市特別会計予算11ページをお開き

ください。 

本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

2925万4000円としております。 

予算書、18ページをお開きください。 

歳出では、1款奨学資金貸付金、1項奨学資金貸付

金、1目奨学資金貸付運営費23万1000円は、主に

貸付事業を運営する経費で、育英会理事報酬、消

耗品費、郵券料などであります。2目奨学資金貸

付金2292万円は、新規貸付予定者30人及び、継続

貸付者28人、計58人の貸し付けに係る費用でござ

います。また19ページには予備費として610万

3000円を計上しております。 

次に、17ページに戻っていただきまして、歳入で

は、1款償還金、1項償還金、1目償還金、1節奨学

資金貸付金償還金2240万4000円、2款寄附金1万

円、及び4款前年度繰越金684万円を計上しており

ます。 

償還金については、年々貸付者が減少している状

況にあり減額をしております。 

奨学資金の貸し付けに当たっては、西予市育英会

理事会に諮り、公正な決定運用を図ることといた

しております。 

以上、よろしく御審議の上御決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

よろしいでしょうか。 

では以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第51号「平成30年度西予市育英会奨学資金貸

付特別会計予算について」原案に賛成の委員の挙

手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（11：14～11：15） 

再開を告げる。 

議案第49号「平成30年度西予市一般会計予算」の

うち、教育総務課及び学校教育課所管について、

を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇沖村教育総務課長： 

それでは、申し上げます前に今回教育総務課、学

校教育課の2課にわたりますので、少し時間がか

かりますことをあらかじめ御了承ください。 

それでは、議案第49号「平成30年度西予市一般会

計予算」のうち、教育総務課、学校教育課所管分

につきまして予算書に基づき御説明申し上げま

す。 

初めに歳出から御説明申し上げます。 

予算書166ページをお開きください。 

10款教育費、1項教育総務費、1目教育委員会費は

教育委員の報酬をはじめ、委員会運営のための、

教育委員会運営事業、315万3000円を計上いたし

ました。 

次に167ページをご覧ください。 

2目事務局費は、総額1億9190万3000円を計上いた

しました。 

事務局職員給与費を初め、教育委員会事務局の運

営に係る経費であります。主たる事業は、事務局

運営事業703万6000円、生徒国際交流事業、

1042万5000円、学校校務効率化のための校務情報

化推進事業838万6000円など12事業です。 

新年度も子ども教育振興基金を活用した、小学生

夢チャレンジサポート事業に、139万9000円を計

上いたしました。なお、財源に子ども教育振興基

金139万9000円の基金繰入金、及び国際交流事業

の参加者負担金、306万1000円による諸収入を充

当しております。 
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169ページをお開きください。 

3目語学指導外国青年招致事業費は、2351万

1000円を計上いたしました。 

主に各小中学校に配置するＡＬＴのうち、ＪＥＴ

プログラム関係の指導者4人、嘱託外国人指導

者、1人の雇用等に係る経費でございます。 

170ページをお開きください。 

4目教員住宅管理費は、42万円を計上いたしまし

た。教員住宅維持管理事業における教員住宅は、

市営住宅への転用や所管替えが進み、この4月か

らは大野ヶ原教職員宿舎5戸のみの経費となりま

す。財源に教員住宅使用料42万円を充当いたしま

す。 

次に、6目諸費は、総額305万を計上いたしまし

た。市学校体育会負担金事業235万6000円など3事

業でございます。 

171ページをご覧ください。 

7目スクールバス管理費は、1億1817万6000円を計

上いたしました。スクールバス維持管理事業とし

て市内24台のスクールバスに係る運行業務委託料

9684万3000円を主な経費とする、運行維持管理費

用です。 

次に8目教育振興事業費は、320万1000円を計上い

たしました。 

29年度から始めた外部指導者による児童の学習支

援事業、地域子ども学び場事業の事業費です。こ

の財源に学校家庭地域連携推進事業費県補助金か

ら124万2000円、子ども教育振興基金から62万

3000円を繰入充当いたします。 

172ページをお開きください。 

2項小学校費、1目学校管理費は、総額1億5635万

1000円を計上いたしました。 

小学校に係る職員給与費、小学校一般管理庶務事

業3201万3000円。市内12小学校の維持管理にかか

る小学校維持管理事業、5593万7000円など5事業

の経費です。 

財源に地方債のうち、過疎対策事業債90万円を小

学校施設修繕事業、これは宇和町小の外壁改修工

事の設計委託料です。 

諸収入163万9000円のうち、日本スポーツ振興セ

ンター掛金と、災害給付金の163万9000円、及び

太陽光発電売電収入5万円を充当いたします。 

174ページをお開きください。 

2目教育振興費は、総額1億4536万9000円を計上い

たしました。児童の必要に応じて、各小学校に生

活支援員を置くための、小学校生活支援員設置事

業に5970万5000円、教職員のＩＣＴ活用能力を高

め、情報教育環境を整備する小学校情報教育振興

事業4848万2000円、小学校12校の教育振興に係る

小学校振興事業1475万6000円等の13事業です。 

この教育振興費の財源には、国庫支出金として、

特別支援教育就学奨励費補助金43万6000円、及

び、要保護児童生徒援助費国庫補助金2万円の計

45万6000円。 

県支出金として、ハートなんでも相談員設置事業

費県補助金37万2000円、子ども教育振興基金から

158万3000円を繰り入れ、小学校特色ある学校づ

くり事業などの基金活用事業に充当いたします。

なお、次の学校建設費は廃目としております。 

175ページをご覧ください。 

3項中学校費のうち1目学校管理費は、総額9794万

3000円を計上いたしました。中学校にかかる職員

給与費、嘱託職員の人件費にかかる中学校一般管

理庶務事業2008万9000円、中学校の維持管理経費

に係る中学校維持管理事業、4111万円、野村中寄

宿舎の維持管理経費に係る、野村中寄宿舎維持管

理事業1013万6000円等、6事業です。 

この財源に国庫支出金として、へき地児童生徒援

助費等国庫補助金98万9000円、諸収入311万

3000円のうち、日本スポーツ振興センター掛金

と、災害給付金の計278万9000円は、小学校費の

事業と同様で、生徒・職員各種健康管理委託事業

へ、野村中寄宿舎にかかる職員給食費負担金29万

4000円と、中学校維持管理事業に係る電話使用料

などを充当しております。 

177、178ページをお開きください。 

2目教育振興費は、総額8621万円を計上いたしま

した。目的は小学校と同様で、中学校生活支援員

設置事業1960万7000円、準要保護生徒負担金事業

1034万2000円、情報教育振興事業2510万1000円を

含む13事業でございます。財源に国庫支出金とし

て、特別支援教育就学奨励費補助金及び要保護児

童生徒援助費国庫補助金の計83万6000円。 

県支出金として、ハートなんでも相談員設置事業

費県補助金、及び遠距離通学費県補助金の32万

3000円、子ども教育振興基金から120万3000円を

繰り入れ、中学校特色ある学校づくり事業等の基

金活用事業に充当をいたします。 

179ページをご覧ください。 

3目学校建設費は、4476万5000円を計上いたしま
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した。宇和学校給食センター1階に併設をしてお

りました、宇和中学校の部室をセンターとともに

除却をしたため、中学校施設整備事業として、新

たに宇和中学校の部室棟を改築するものでござい

ます。 

財源に県支出金として、公共施設木材利用促進事

業県補助金300万円、基金繰入金として、学校施

設整備基金から3980万円を充当いたします。 

203ページをお開きください。 

7項保健体育費、3目給食センター運営費は、総額

1億8106万2000円を計上いたしました。給食セン

ターの職員給与費を初め、せいよ西学校給食セン

ター、三瓶学校給食センター、及び9月から配送

を始める新学校給食センターの維持管理費など運

営に係る3事業でございます。 

205ページをお開きください。 

4目学校給食費は、総額3867万7000円を計上いた

しました。 

市内6つの自校式単独調理場にかかる職員給与費

を初め、給食調理員の人件費などの、学校給食庶

務事業2394万9000円を含む8事業です。 

今年度新規事業として、地産地消推進補助事業に

取り組みます。市内の特別栽培米を給食に導入す

ることにより、これまでの一般米との価格差が生

じることから、その差額分を支援し、地産地消の

足がかりをつけようとするものでございます。事

業費は36万7000円で、せいよ西及び三瓶学校給食

センターで実施をいたします。この財源の諸収入

19万9000円は、給食センターの不要になった廃油

の売却収入です。 

206ページをお開きください。 

6目給食センター建設費に5億6609万2000円を計上

いたしました。 

野村に建設中の新学校給食センターの建設事業費

でございます。6月には、建築完了予定で厨房機

器を配置した後、落成稼働し職員、調理員の研修

を終えた後、２学期から配送する工事の計画を進

めております。財源は国庫支出金のうち、学校施

設環境改善交付金が6558万1000円、地方債保健体

育債のうち旧合併特例債による3億9270万円、学

校施設整備基金から9320万円、計5億5148万

1000円を充当する予定です。 

210ページをお開きください。 

13款諸支出金、2項基金費、1目基金費、2億

2455万8000円、25節積立金のうち、学校施設整備

基金に9万2000円。 

続いて211ページ、子ども教育振興基金175万

1000円を、基金積み立てするものであります。 

それでは次に、歳入について御説明をさせていた

だきます。予算書は22ページになります。 

12款使用料及び手数料、1項使用料、7目教育使用

料、1節教育総務使用料の教員住宅使用料42万円

でありますが、大野ヶ原小学校教員住宅5戸の住

宅使用料で教員住宅維持管理事業に充当しており

ます。 

なお、25ページの2項手数料のうち教育手数料は

廃目としております。 

次に、27ページをお開きください。 

13款国庫支出金、2項国庫補助金、7目教育費国庫

補助金、1節小学校費国庫補助金のうち、特別支

援教育就学奨励費国庫補助金43万6000円は、小学

校特別支援教育負担事業に、要保護児童生徒援助

費国庫補助金2万円は、準要保護児童負担金事業

に充当いたします。 

同様に、2節の中学校費国庫補助金のうち、要保

護児童生徒援助費国庫補助金10万1000円は、準要

保護生徒負担事業へ、特別支援教育就学奨励費国

庫補助金73万5000円は、中学校特別支援教育負担

金事業に充当いたします。なお、へき地児童生徒

援助費国庫補助金98万9000円は、野村中寄宿舎維

持管理事業に充当いたします。8節保健体育費国

庫補助金6558万1000円は、学校施設環境改善交付

金ですが、野村学校給食センター建設事業に、充

当をいたします。 

32ページをお開きください。 

14款県支出金、2項県補助金、7目教育費県補助

金、1節小学校費県補助金47万5000円のうち、遠

距離通学費県補助金10万3000円は、児童遠距離通

学費補助事業に、ハートなんでも相談員設置事業

費県補助金37万2000円は、相談員延べ4人分に係

る費用の補助ですけれども、小学校教育相談員設

置事業に充当をいたします。 

同じく2節中学校費県補助金、ハートなんでも相

談員設置事業費県補助金22万円は、中学校費教育

相談員設置事業に充当、5節教育総務費県補助金

124万2000円は、学校・家庭・地域連携推進事業

費県補助金で、地域学び場事業に充当をいたしま

す。 

34ページをお開きください。 

15款財産収入、1項財産運用収入、2目利子及び配
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当金のうち、学校施設整備基金利子9万1000円、

そして次のページになりますが、子ども教育振興

基金利子1000円はそれぞれの基金積み立てに充当

いたします。 

38ページをお開きください。 

17款繰入金、2項基金繰入金、25目学校施設整備

基金繰入金1億3300万円は、宇和中部室改築工事

3980万円、野村学校給食センター建設事業9320万

円にそれぞれ繰り入れし充当いたします。 

31目ですが、子ども教育振興基金繰入金971万

5000円は、この基金を活用する小学生夢チャレン

ジサポート事業を初め、合計11の事業費にそれぞ

れ繰り入れ充当いたします。 

40ページをお開きください。 

19款諸収入、3項貸付金元利収入、1目貸付金元利

収入、13節三好等奨学基金・城川地域育英会資金

貸付金元利収入175万円は、子ども教育振興基金

に積み立てをいたします。 

44ページをお開きください。 

19款諸収入、5項雑入、4目雑入、10節教育費雑入

では、野村中寄宿舎等の電話使用料3万4000円、

その他雑入27万2000円のうち、先ほど説明しまし

た19万9000円が、給食用の廃油売却収入そして、

太陽光の発電売電収入でございます。 

そして、日本スポーツ振興センター保護者掛金

114万3000円、また次のページになりますが、日

本スポーツ振興センター災害共済給付金330万

4000円は児童生徒の学校行事における事故に対し

て、治療費の補償、事故など災害共済の給付をす

るために、日本スポーツ振興センターへの負担金

給付金として、児童生徒、職員、各種健康管理委

託事業に充当いたします。 

生徒海外派遣事業費負担金306万円は、海外研修

に参加する生徒の個人負担金で、派遣事業に充当

いたします。職員給食費負担金29万4000円は、野

村中寄宿舎における指導教員の食事負担金で、寄

宿舎の運営費に充当いたします。 

48ページをお開きください。 

20款市債、1項市債、7目教育債、11億9550万円の

うち、1節小学校債は過疎対策事業債90万円、小

学校施設整備事業として、宇和町小外壁改修工事

設計委託料に充当するものでございます。同じく

5節保健体育債は、4億4810万円のうち、旧合併特

例債3億9270万円を野村学校給食センター建設事

業に充当をいたします。 

以上、よろしく御審議の上御決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇加藤副委員長： 

174ページと177ページの、小学校生活支援員設置

事業と中学校生活支援員設置事業なんですけれど

も、この生活支援員っていうのはどういう資格の

方がされ、またどういう形で学校に配置されるの

か教えてください。 

〇大谷学校教育課長： 

まず、資格ですけれども特別教員免許がいるとい

うことはありません。募集によりまして、やって

いただくような形になっております。 

現在48名ほどいらっしゃいますけれども、その方

にお願いをしてやっております。 

年間1番最初にその会を開きまして、所属の校

長、それから生活支援員さんと会を開きまして、

1年間の校長の思いとか願い、そういったものを

支援員さんにお願いをして協議をして1年間をや

っていくというようなことです。 

主な仕事は生活支援ですので、学習支援とは違い

まして、主に困り感のある子供さんの生活の支援

に当たるというようなことでございます。 

〇信宮委員： 

167ページの、生徒国際交流事業1042万5000円、

これは決算特別委員会のときにも話題になりまし

た。以前より、派遣する生徒の数が減っておると

いうことで、やはり元のように、できるだけたく

さんの生徒に国際交流を体験してもらいたいとい

うことで、昨年より200万ほど増額になっておる

んですが、これは、行ってもらう生徒が増えたと

いうことなんでしょうか。 

それともう1点、その下の小学生夢チャレンジサ

ポート事業、去年から始まった事業だと思うんで

すけれども、これについて、昨年はどんなことし

たのか、また今年はどういう予定なのか教えてい

ただきますようお願いします。 

〇沖村教育総務課長： 

まず1点。生徒国際交流事業の御質問でありまし

たが、ここ2年、生徒13人の募集をしてまいりま

した。 

さまざまな意見をいただきまして、今年度５名増

やして18名の生徒、そして引率者は、3人で変わ
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りませんけれども、そのように人数をふやして、

今年度は対応をさせていただきたいというふうに

考えております。 

また、夢チャレンジサポート支援事業の件なんで

すけど、今年度は、それぞれ小学校から上がって

きたいろんなアイデアを選定委員さんをきめさせ

ていただきまして、そこで慎重審議選定をいたし

ました。 

その中で、御承知の方もいらっしゃると思います

けれども、大野ヶ原小学校の案が通りまして、そ

れは東京で大野ヶ原を宣伝したいというものでご

ざいました。 

そこで、東京に行きまして、大野ヶ原の大根を売

ったり、ちょうど東京大学の相撲部との関係でご

ざいましたので、そこに行って体験をしたり、そ

して大野ヶ原大根や向こうの特産品を売ったりと

いうような、体験をして帰ってまいりました。 

ちょうど今週、評価委員会を、検証会をやるよう

にしておりますけれども、来年度もですね同じよ

うな形で各学校から、というか各学級から応募し

てもらって、それを選定し、そして夢に向かって

選定された学級が、地域の支援を借りながら進め

ていくという手法を、進めたいと考えておりま

す。 

〇河野委員： 

171ページの地域子ども学び場事業ですけども、

今年度事業大分できていなかったと認識していま

す。来年度320万、去年の予算よりは減っており

ますけれども、どの程度の学び場開設を予定され

ているのかを聞きたいと思います。 

〇大谷学校教育課長： 

来年度は一応3地域ふやす予定で、今のところ考

えております。 

場所につきましては、野村地区、城川地区、三瓶

地区。現在は以前も申しましたけれども、中川公

民館で中川それから、多田、石城小学校区で、も

う既に開設それから明浜の俵津公民館で明浜のほ

うをやっております。 

現在二つなんですけれども、これを来年度は三つ

さらに増やしてと、行く行くはもう少し増やした

いという希望は持っておるんですけれども、何分

にも指導者の確保が今の段階ではちょっと難しい

状況にあります。 

ありますけれども、以前も申しましたように今後

の退職者それから、生活支援員、先ほどの生活支

援員さんのこと出ましたが、生活支援員さんの中

にも教員免許をお持ちの方がいらっしゃいます。 

そういった方などにお声をかけまして、指導者の

確保をまず図った上で、今申し上げましたような

地域に拡大するというような予定でおります。 

以上です。 

〇河野委員： 

新しく３地区で行われるという事ですけども、指

導員の目途はたっているという事でいいんでしょ

うか。 

〇大谷学校教育課長： 

現段階ではまず野村地区で指導者の方が2名、受

諾といいますか受けていただいております。城川

のほうにも1名受けていただいております。 

それから三瓶地区のほうは現段階では2名、受け

入れていただいております。 

ただ、1会場当たり当初は6名ほどとふんでいたん

ですけれども、1会場当たり4名ほどで何とかなる

んではないかというような今見込みでおりますの

で、これからもう少し人数を増やせば、野村、三

瓶のほうは、開設できるかなと、城川今のところ

1名ですのでもう少し頑張って数をふやしていき

たいなというふうに考えております。 

〇井関委員： 

学力向上プロジェクト事業、小学校中学校等ござ

いますが、今西予市のレベルはどの程度にあるん

でしょうか。 

〇大谷学校教育課長： 

全国学力学習状況調査というのが昨年の4月に行

われました。 

その折には上位のほうにおりまして、西予市はち

ょっと今手元に正式な数字をちょっと持ち合わせ

てないんですけれども、上位の4.5.6番手ぐらい

に入ってたと思います。 

小学校も中学校もです。 

〇松川教育部長： 

今ほどの担当課長の説明に補足いたします。平成

29年度の全国学力学習状況調査におきまして、愛

媛県が小学校全国4位、中学校が全国5位でござい

ます。西予市はと申しますと、小学校が愛媛県は

全国4位ですが、西予市はその中で県７位、中学

校は愛媛県が全国で５位でございますが、西予市

は県で４位という状況でございます。 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（11：51～11：55） 
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再開を告げる。 

質疑はありませんか。 

〇井関委員： 

スクールバス維持管理事業なんですけども、まち

づくり推進課のときにもお願いしたんですが、ま

ちづくり推進課とよく協議をされてスクールバス

が有効に利用できるように、検討をしていただき

たいと思います。 

〇沖村教育総務課長： 

スクールバスの多面的な利用という声はたくさん

今聞かれるようになりましたので、公共交通等と

も協議をしながら、ちょっと議論しながら今、進

めているところでございます。 

また、その折にもこの件については一言おつなぎ

をしておきたいと思います。 

〇菊池委員長： 

では以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第49号「平成30年度西予市一般会計予算」の

うち、教育総務課及び学校教育課所管分につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

再開は午後１時からといたします。 

暫時休憩を告げる。（11：57～13：02） 
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定の個人を識別するため
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を改正する条例制定につ

いて 

議案第 ９号 西予市職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第１０号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第１１号 西予市営プール条例の一部
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いて 
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勤務手当に関する条例の
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について 

議案第３１号 西予市新市立病院建設基金

条例を廃止する条例制定

について 

議案第４９号 平成30年度 西予市一般会

計予算 

議案第５１号 平成30年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計 
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  開会 午後１時０２分 

 

【生涯学習課所管】 

〇菊池委員長： 

では再開をいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、生涯学習課所管分について議題といたしま

す。理事者の説明を求めます。 

〇小玉生涯学習課長： 

議案第49号平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、生涯学習課所管分について、予算書に基づき

御説明いたします。 

歳出予算から主な事業を抜粋して説明をさせてい

ただきます。 

予算書の182ページからとなります。10款教育費

5項1目社会教育総務費において、社会教育団体育

成事業717万7000円を計上しております。これ

は、市連合婦人会をはじめとした、社会教育団体

の連合会連絡協議会など、11団体へ団体育成及び

活動支援のための補助金を交付するものです。 

決算における繰越額の状況などを精査し、代表者

の方などへ理解をいただいた上で、一部減額の方

針といたしました。次に、放課後子どもプラン事

業、534万8000円の計上です。 

事業費の内訳として、放課後子どもプラン運営委

員会にかかる経費、そして放課後子ども教室を中

川地区と田之筋地区、野村地区で実施するための

経費、土曜教育活動としてキッズキッチン事業を

行うための経費を計上するものです。 

次に、家庭教育支援事業196万7000円の計上で

す。 

これは西予家庭教育子育て応援グループの活動や

相談業務、イベント学習会の実施など、家庭教育

支援に係る事業を行うための経費となっておりま

す。 

続きまして2目公民館費において、中央公民館維

持管理事業、1658万4000円を計上しております。

中央公民館は、教育保健センターの建物となりま

すが、この管理経費を計上するものです。今回は

エレベーターの制御系機器の更新が必要となり、

そのための経費が増額となっております。その

他、公民館の維持管理事業として、中川公民館に

おいて空調設備の改修及びトイレの洋式化改修工

事を行うこととしております。渓筋公民館におい

ても、トイレの洋式化改修を予定しております。

また、遊子川公民館において、トイレの洋式化改

修やブラインドの取り替え、キュービクルの修繕

を行うこととしております。 

高川公民館においては、屋外トイレ及び駐車場の

区画ラインの修繕、そして屋外プールのウォータ

ースライダーの塗装修繕を予定しております。 

三瓶南公民館においては、防炎カーテンの取り替

えと、ホールのエアコンの更新を行うこととして

います。また、分館補助金として、南公民館の分

館において、防炎カーテン取り替えが1カ所、エ

アコン設置が1カ所、そして北公民館の分館にお

いて、防炎カーテンの取り替えが1カ所、冷蔵庫

の購入が1カ所という内容となっております。 

次に、公民館耐震化事業1億2535万8000円の計上

です。事業の内訳として、田之筋公民館における

耐震化改修及び長寿命化改修工事が526 7万

9000円、同じく横林公民館における耐震化改修、

長寿命化改修工事が7267万9000円の計上となって

おります。 

続きまして3目図書館費において、市民図書館管

理運営事業、2001万3000円を計上しております。

市民図書館の中央館については、平成30年度末に

新しい図書館へ移転し、31年度からの開館を目指

しています。現在、社会教育複合施設として整備

を計画しているその中心となる施設のことです。

市役所の隣にあります現在の図書館から、図書類

が9万冊、その他所蔵する資料などを運び出し、

開館準備中の新館において整理収納するための引

っ越し経費として615万1000円を計上しておりま

す。 

また、図書購入費についても、新図書館に対応す

るための増冊分も含めて680万円を計上しており

ます。 

次に、ブックスタート事業64万円の計上です。こ

れは、0歳児と3歳児の健診の際に、本をプレゼン

トする事業です。親子の触れ合いのひと時に、ま

た将来の豊かな読書生活のきっかけともなること

を目指して行っている事業です。 

続いて、5目人権教育費において、人権のつどい

事業71万8000円を計上しております。 

人権教育協議会西予支部においては、五つの分会

で人権同和教育を推進しており、それぞれが旧町

からの特色ある事業を引き継いだ活動を行ってお

ります。 

宇和分会及び野村分会、城川分会においては、毎
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年人権の集いを実施しており、そのための講師料

などを計上するものです。 

次に、人権教育推進事業214万8000円の計上で

す。 

これは市内全域で地区別、あるいは小集落別に行

われる人権同和教育学習会や懇談会、その推進講

師やリーダーとなる指導者研修会に係る講師料、

その他県や四国、全国研究大会への参加経費など

を計上しております。 

続いて6目青少年育成費において、青少年補導セ

ンター運営事業、149万9000円を計上しておりま

す。青少年補導センターは、青少年の補導活動や

関係機関、団体との連絡協力を行うため、教育委

員会内に設置している機関です。非常勤の補導員

71名を委嘱して業務を進めており、その報酬や費

用弁償などを計上するものです。 

続いて7目社会教育施設建設費において、社会教

育複合施設整備事業、10億9799万1000円を計上し

ております。旧宇和病院跡地において、図書館は

じめとして、コミュニティ施設広場、駐車場を一

体的に整備する事業です。建物や広場、駐車場の

工事費とその設計監理費、備品購入費などを計上

しております。なお、市民図書館では、ＩＣタグ

やＩＣゲートを導入して、図書管理や業務の効率

化を図ることとしており、そのためのシステム構

築や機器の購入を行う計画です。また、緊急避難

場所となるような防災機能として、コミュニティ

施設には、雨水タンクの水をトイレに使用できる

設備や、そのための移動式発電機、広場で使用す

るフライテントなどの購入も行うこととしていま

す。 

以上、例年より事業費が増額となる事業や、大型

事業などに関して、歳出予算の説明をさせていた

だきました。 

次に、歳入予算について御説明をいたします。 

予算書の32ページになります。県支出金2項7目

4節社会教育費県補助金、489万円の計上です。こ

れは、学校・家庭・地域連携推進事業に係る県補

助金で、放課後子どもプラン事業及び家庭教育支

援事業が対象となります。補助率は3分の2で、

国、県が3分の1ずつの財源負担となっておりま

す。 

次に、33ページの、同じく県支出金3項6目2節社

会教育費委託金46万1000円の計上です。これは人

権啓発活動費に係る県委託金で、人権のつどい事

業などに充てることとしております。 

続いて38ページになります。繰入金2項34目1節公

共施設整備基金繰入金のうち、社会教育複合施設

整備事業への繰入金3650万円の計上です。 

続いて、48ページになります。市債1項7目4節社

会教育債7億3130万円の計上です。 

このうち旧合併特例債を社会教育複合施設整備事

業に、5億9680万円、横林公民館の耐震化事業に

6190万円を充てることとし、また過疎債を中央公

民館維持管理事業に1400万円、中川公民館維持管

理事業に1170万円、田之筋公民館の耐震化事業に

4690万円を充てることとしております。 

以上、歳入予算の説明とさせていただきます。 

それでは、よろしく御審議の上御決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

〇河野委員： 

184ページ公民館維持管理事業ですけれども、高

川公民館1100万円かけて、トイレとかを改修する

という事ですが、トイレの改修はどこまでやるん

ですか、全面新築とか、改修で済むのか、お願い

します。 

〇谷口城川教育課長： 

高川公民館のトイレは屋外のトイレでして、今の

ところ換気扇とかトイレットペーパーの機械と

か、男子トイレの小便器とかの水が出なくなった

部分、そういったところの改修工事を予定してお

ります。 

〇河野委員： 

洋式化は考えられていないという事ですか。 

〇谷口城川教育課長： 

屋外トイレの分については30年度の予算において

は、まだ洋式化の分は考えておりません。 

〇河野委員： 

186ページ市民図書館の管理運営事業2000万円で

すけども。 

現の図書館9万冊の図書があって移動すると、そ

の上に680万かけて、書庫の増冊をするというこ

とですけども、何冊ぐらい増えるんですかね。 

〇鈴木市民図書館長補佐： 

今約１年間に1,200～2,000冊購入しております。

不要な図書もありますので、100万円ほど次年度

余分に要求させていただいておりますが、現実的
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には今の図書が取りやすくなるようなスタイルで

して、極端に増えるような予定はなく、閉架して

おるものを買い足す、表に出すと考えていただい

たらと思います。 

〇河野委員： 

スペース的にも広がると思うんですけども、皆、

使いやすいというか利用しやすい、ようにするだ

けでそんなに増冊はないということですか。 

〇鈴木市民図書館長補佐： 

今の広さからしますと、約２倍ほどにはなるので

すが、今の開架が7万4000冊の開架になっており

ます。児童図書を含むと約9万冊が、・・失礼し

ました。訂正いたします。今開架になっておりま

すのが、4万5000冊ほどございます、そして閉架

になっておるのが4万5000冊、合計9万冊と計算し

ております。今回のオープンによりまして、概ね

閉架も開架も足した9万冊が開架になると考えて

います。目の前で自分で選んで利用することがで

きるというスタイルになるということを考えてい

るところです。 

〇菊池委員長： 

その他質疑ありますか。 

〇井関委員： 

公民館の耐震化事業ですが、あと残り四つぐらい

が残ると言われたんですが、どこが残っているん

ですか。 

〇小玉生涯学習課長： 

公民館の耐震化診断を既に終えておりまして、平

成30年度に改修を見込んでいない公民館としまし

ては、明間公民館と貝吹公民館そして残り、耐震

診断もまだ行えていない公民館が土居公民館と三

瓶北公民館、この4館でございます。 

〇菊池委員： 

公民館事業の中についてちょっとお伺いしたいん

ですけど、今回出てる当初予算にも多少関係する

かもしれませんが、公民館で私は石城地区なんで

すけど、石城の公民館では公運審といって、公民

館運営審議委員という人がいるんですよ。石城は

５部落あって、各部落から2人ずつということで

出てるんですけど。 

ちょうどたまたま私、今年区長してまして、2年

の任期でやってるんですけど、なかなか現状とし

ては受け手がなかなかいないというか、受けても

らえにくいんですけど、従来の公運審というの

は、ほかの公民館でも全てそういうふうなシステ

ムがあるのかどうかをまず聞きたいんですけど、

いかがですか。 

〇小玉生涯学習課長： 

全ての公民館に公運審の委員さんはいらっしゃい

ます。 

〇菊池委員： 

そういった公運審の役割というか、そういう役割

というのはどういうふうに役割がなってますか、

そういう規定として、それをちょっと教えていた

だきたいんですが。 

〇小玉生涯学習課長： 

公民館の運営に関しまして、審議していただくた

めの委員さんである会であると思っています。 

〇菊池委員： 

それが従来の役割、もちろんだと思うんですけ

ど、今は石城公民館以外では、そういうふうに審

議会をして、公民館の運営が適正かどうか、こう

いうことを改善したらどうかというような話し合

いがされてますかどうか、そこをお聞きいたしま

す。 

〇小玉生涯学習課長： 

各公民館におきまして年2回そのような審議会を

開いておるというふうに認識しております。 

〇菊池委員： 

突っ込んで聞きますが、そしたらその公運審の方

は、そういう審議会がもう主な役目で、ほかの役

目というのは持たれてないということでしょう

か。 

そこでやる2回、審議会しますよね、それ以外に

はもう役目としては、与えられてないということ

でしょうか。 

〇松川教育部長： 

公運審のあり方についても、旧町それぞれの町

で、いろんなとらえ方がございます。 

例えば野村であればその公運審の中に、民主団体

の長の代表者の方が入られたり、学識経験者が入

られたり、石城と同様に各区長さんが入られたり

ということで、各旧町で公運審のとらえ方が、

種々さまざまであるというのも実際の実情です。 

本来の公運審のあり方いうのは、現在の1年間を

総括して振り返って、今の公民館ではどうどうで

あったんで、先に向けてはこういった公民館活動

をやっていこうじゃないかと、そういった部分を

審議していただくというのが本来の役目であろう

かと思います。 
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野村のほうにおきましては、アイデアを出してい

ただいたりというような公運審のあり方もありま

す。 

どういった形が正しい公運審であるかというのは

法律上はありますが、その地域地域によって、そ

の長い歴史の中で、培われたやり方というのがあ

りますので、一方的にこちらから、これが公運審

の役目ですよというようなことは、可能な限り避

けたいと考えているところでございます。 

〇菊池委員： 

はい、わかりました。 

地区地区でそれそれぞれ任せて運用してるという

判断でよろしいですね。 

〇松川教育部長： 

はい。 

〇井関委員： 

社会教育複合施設の件なんですが、先ほどＩＣタ

グとかＩＣゲートを設けるということでございま

したが、実際にはどういうことをやられるのかと

いうのが1点と、それから外にフライテントとい

うものを準備されるということでしたが、フライ

テントというのはどういうものかちょっとわから

ないんですけど。 

〇鈴木西予市民図書館長補佐： 

ＩＣタグは、電子の読み取りみたいなのがありま

して、それをゲート、出入り口にゲートがありま

して、それを読むようになります。 

貸し借りの本が既に処理されておれば、そこは素

通りできます。 

もし貸し借りの業務ができてなくって資料を持ち

出そうとしたら、音が鳴るようなシステムになっ

とって盗難防止にも役立ちます。 

そして、貸し出す資料を全て電子化しますので、

データ化しますので、9万冊の状況が把握できる

というふうにお考えいただいたらと思います。 

〇小玉生涯学習課長： 

2点目のお尋ねですが、フライテントなんですけ

れども、今回フライテント４張り、これは通常の

フライテントに周囲に巻くといいますか、周囲も

囲っているタイプ、テレビとかで被災地の状況を

よく見られるかと思うんですけども、そのタイプ

のフライテントを４張り、広場にそういった非常

時に災害時に設置する、建てるっていう建物を想

定したものでございます。 

〇井関委員： 

フライテントは大体大きさ的にはどのぐらいのも

のになるんですか、１張りどのぐらいの大きさの

ものになるんですか。 

〇小玉生涯学習課長： 

通常のフライテント、運動会などで学校で張って

おるような広さかと思っております。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

では質疑もないようなので以上で質疑を終結とい

たします。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、生涯学習課所管分について、原案に賛成の委

員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（13：29～13：31） 

再開を告げる。 

 

【文化体育振興課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第11号、西予市営プール条例の一部を改正す

る条例制定について、を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇土居文化体育振興課長： 

それでは、議案第11号西予市営プール条例の一部

を改正する条例制定について提案理由の御説明を

申し上げます。 

今回の改正は、市内の市営プールのうち、西予市

惣川プール及び西予市城川プールを廃止するた

め、本条例の一部を改正するものであります。 

初めに、西予市惣川プールは、昭和62年9月惣川

地区民プールとして、旧惣川小学校敷地内に建設

され、以降惣川小学校児童及び惣川中学校生徒、

また地域住民に幅広く利用されておりましたが、

平成12年3月に惣川中学校が閉校、平成16年4月に

は、惣川小学校が現在地へ建設移転となり、以降

プールの利用者がなくなり、プールとしての役割

を終えたところです。 

次に、西予市城川プールは、城川支所駐車場内の

ジオミュージアム建設事業に伴い、平成30年5月

予定でプール解体工事を行い、その後駐車場とし

て新しく整備する計画としております。以上の理

由から、両プールを廃止するため本条例の一部を

改正するものであります。 
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よろしく御審議の上御決定くださいますようお願

い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明終わりました。 

これより、質疑を行います。 

質疑もないようなので、以上で質疑を終結といた

します。 

お諮りいたします。 

議案第11号、西予市営プール条例の一部を改正す

る条例制定については、原案に賛成の委員の挙手

を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

 

では続きまして議案第49号、平成30年度西予市一

般会計予算のうち、文化体育振興課所管分につい

て、を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇土居文化体育振興課長： 

それでは、議案第49号平成30年度西予市一般会計

予算のうち、文化体育振興課所管分につきまし

て、予算書に基づき御説明申し上げます。 

初めに歳出から御説明申し上げます。 

予算書の191ページをお開き願います。10款教育

費6項文化振興費、1目文化振興総務費でございま

すが、職員給与費が主なもので、文化振興事業

411万7000円のほか4事業、総額で7128万9000円を

計上いたしました。 

次に、193ページをお開き願います。2目文化財保

護費でありますが、選定申し出を7月に予定して

おります文化的景観保護推進事業796万9000円、

埋蔵文化財発掘調査事業1040万8000円ほか3事業

総額で、2841万5000円を計上いたしました。 

財源には、国重要文化財等保存整備費国庫補助金

（埋蔵文化財緊急調査）187万円、（文化的景

観）185万円、合計372万円及び繰入金248万

8000円ほか、合計621万4000円も充当しておりま

す。 

次に194ページをお開き願います。3目文化施設運

営管理費でございます。 

市内の歴史文化系、美術関係、文化会館など8施

設の管理運営費及び第24回となります全国かまぼ

こ板の絵展覧会事業費1730万6000円、並びに職員

給与費を含め総額1億1389万7000円を計上いたし

ました。 

財源には三瓶文化会館トイレ改修工事、及び空調

設備改修工事第3期分の設計監理委託業務に過疎

債590万円を含め、各施設の使用料、手数料、財

産収入など1454万8000円を充当しております。 

次に、198ページをお開き願います。5目文化の里

振興費の6291万円のうち所管分では、開智・開明

学校姉妹館交流事業に107万円を計上いたしまし

た。例年実施しております、長野県松本市と西予

市、開智・開明姉妹館交流事業に係る経費でござ

います。 

次に200ページをお願いします。7項保健体育費

1目保健体育総務費では、第2次スポーツ立市振興

計画策定に取り組むため、スポーツ立市進行計画

管理事業に51万3000円、及び全国大会出場選手支

援事業344万円ほか13事業で、2029万8000円を計

上いたしました。財源には保健体育総務庶務事業

のスポーツ教室委託料、コーディネーショントレ

ーニング教室ですが、これに子ども教育振興基金

118万8000円、ジオサイクリング事業及び保健体

育総務庶務事業、スポーツ・文化県連携負担金、

愛・野球博野球関連事業に地方創生交付金50万円

ほかで合計170万円を充当しております。 

次に、201ページをお願いいたします。2目体育施

設費でございます。 

従来の社会体育施設と小学校再編に伴い、社会体

育施設に移管された運動場及び体育館の維持管理

に係る体育施設維持管理費、3934万1000円、宇和

運動公園ほか13施設の管理運営費として合計1億

5289万8000円を計上いたしました。 

主な事業といたしまして、城川総合運動公園管理

運営事業において、運動公園グラウンド夜間照明

修繕工事に3673万8000円、大和田地区体育館屋上

防水改修工事に1212万7000円、高川地区体育館屋

根改修工事に739万8000円、野村運動公園管理運

営事業において、多目的グラウンド休憩所屋根修

繕工事615万6000円を計上しております。 

財源には、城川運動公園グラウンド夜間照明工事

に過疎債3600万円、大和田、高川体育館の屋根防

水改修工事に過疎債1940万の合計5540万円を、野

村運動公園多目的グランドの休憩所屋根修繕工事

に体育施設整備基金615万6000円、三瓶体育館キ

ュービクル内取り替え工事及び浄化槽用制御盤取

り替え工事に公共施設整備基金470万円の、合計

1085万6000円、あわせて各施設の使用料及び手数

料など、合計7307万9000円をそれぞれの施設の運
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営経費に充当しております。 

次に、210ページ、211ページをお願いいたしま

す。13款諸支出金2項基金費、1目基金費25節積立

金2億2449万6000円のうち、所管分は宇和町地域

古代ロマンの里構想基金事業2万8000円、体育施

設整備基金事業4万7000円であり、基金利子分を

積み立てるものであります。 

続いて歳入の説明をさせていただきます。 

予算書は、22ページ23ページにお戻りください。

12款使用料及び手数料1項使用料7目教育使用料

3節社会教育使用料1022万6000円のうち、文化体

育振興課所管分では、明浜歴史民俗資料館入館料

2万9000円から、朝立会館使用料27万6000円ま

で、文化関係所管施設6館の入館料、使用料合計

557万3000円をそれぞれの施設の管理運営事業に

充当しております。 

次に、4節保健体育使用料として、学校体育施設

屋内運動場使用料116万5000円ほか14施設合計で

560万9000円を計上しており、これも同じくそれ

ぞれの施設の管理運営事業に充当しております。 

続いて、27ページをお願いいたします。13款国庫

支出金2項国庫補助金、7目教育費国庫補助金、

8826万6000円、5節文化振興費国庫補助金2040万

4000円のうち、国重要文化財等保存整備費国庫補

助金（埋蔵文化財緊急調査）147万円、及び（文

化的景観）保護225万円、合計372万円も埋蔵文化

財発掘調査事業及び文化的景観保護推進事業に充

当しております。 

8目総務費国庫補助金、2節地域振興費国庫補助金

5992万6000円のうち地方創生推進交付金5805万

3000円のうち、所管分は各種大会助成事業、ジオ

サイクリング事業に25万円、保健体育総務庶務事

業、スポーツ・文化県連携負担金分に25万円、合

計50万円をそれぞれ充当しております。 

次に、34ページをお開き願います。 

15款財産収入1項財産運用収入1目財産貸付収入

1節土地建物貸付収入、市有地貸付料1682万円の

うち、自販機関係に係る市有地貸付料54万5000円

をそれぞれの所管施設の管理運営事業に充当して

おります。 

2目利子及び配当金1節317万5000円のうち、所管

分は宇和町地域古代ロマンの里構想基金利子2万

8000円、及び体育施設整備基金利子4万6000円で

ございますが、それぞれ基金積立金に充当してお

ります。 

35ページをお開き願います。2項財産売払収入、

2目物品売払収入1節物品売払収入125万7000円の

うち、所管分は本課各教育課の記念誌等売上収

入、及びギャラリーしろかわの出版物及び絵はが

き等の売上収入の合計114万8000円を、各事業の

運営費に充当しております。 

次に、36ページをお願いいたします。16款寄附金

1項寄附金、7目教育費寄附金、3節文化振興費寄

附金では文化会館、国債利子分の12万円を文化会

館管理運営事業に充当しております。 

次に、37ページをお願いいたします。17款繰入金

2項基金繰入金、9目宇和町地域古代ロマンの里構

想基金繰入金、248万8000円を古代ロマンの里推

進事業に充当しております。 

38ページをお願いいたします。30目体育施設整備

基金繰入金615万6000円を野村運動公園内多目的

グラウンド休憩所屋根修繕工事に充当しておりま

す。 

31目、子ども教育振興基金繰入金971万5000円の

うち、所管分では118万8000円をスポーツ教室委

託料に充当しております。 

34目、公共施設整備基金繰入金8087万円のうち、

470万円を三瓶体育館管理運営事業のキュービク

ル内取り替え工事及び浄化槽用制御盤取り替え工

事に充当しております。 

予算書44、45ページをお願いいたします。19款諸

収入5項雑入4目雑入10節教育費雑入1593万4000円

でございますが、ＣＡＴＶサブセンター電気等使

用料288万円のうち、三瓶文化会館分120万円ほか

所管施設の電話使用料、コピー使用料、喫茶室売

上料、全国「かまぼこ板の絵」展覧会協賛金の積

み上げで、合計252万2000円をそれぞれの施設運

営費に充当しております。 

最後に、予算書48、49ページをお願いいたしま

す。20款市債1項市債、7目教育債5節保健体育

債、4億4810万円のうち、所管分は野村大和田地

区体育館屋上防水工事に1210万円、城川総合運動

公園グラウンド夜間照明修繕工事に3600万円、同

じく城川高川地区体育館屋根修繕工事に730万、

合計5540万円をそれぞれ充当し、続いて下段の

6節文化振興債1520万円では、590万円を三瓶文化

会館トイレ改修工事設計監理委託業務、及び空調

設備改修工事第3期設計監理委託業務に充当して

おります。 

以上説明が長くなりましたが、文化体育振興課所
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管分の予算説明を終わります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますようお

願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

〇井関委員： 

193ページの文化的景観保護推進事業でございま

すが、所有者の同意を得てということでございま

すけれども、所有者の方に対しては、今後負担が

かかるようなことはないと考えておってよろしい

ですか。 

〇土居文化体育振興課長： 

重要構成要素に係る改築及び改修については、国

の補助金も2分の1でますが、補助残については、

所有者の方の負担もいるようになります。 

4分の1程度の補助残になろうかと思います。 

〇井関委員： 

城川の堂の坂のほうでもそうなんですが、畔をコ

ンクリートでやられとるとこが2カ所ほどあるん

ですけども、この明浜におきましても、なかなか

管理が行き届かなくなってくるとそこの維持管理

が難しいということで、景観上はよくないけども

コンクリにしたほうがいいかなというな事例が出

てくるんじゃないかなと思うんですけども、そう

いったときにはそれを、景観を維持するわけやな

いから補助金はおりないと思うんですけども、あ

るいはそれはやったらいけないというようになっ

てるんですかね。 

〇土居文化体育振興課長： 

そのことについても、今後、保存計画の関係の委

員会を設置するようにしてるんですが、その中で

協議を進めながら、なるべく景観にそごがないよ

うな形で進めていきたいというな形で考えている

ところです。 

〇森川委員： 

体育館の屋根などの修繕が何カ所かあるんです

が、皆、コンクリートのスラブになってるんでし

ょうか。 

〇土居文化体育振興課長： 

スラブになっておりますのでそちらのほうを防水

加工工事を施すというような形になろうかと思い

ます。 

〇森川委員： 

防水のスラブ、大体10年から15年したらまた傷む

ようになるので、コンクリートのスラブのところ

は大概皆屋根つけて最近はやるんで、加工してや

るんですが、昔は中学校なんかでも3回ぐらいや

り替えたことがあります。 

屋根をつけた方が安く上がる場合があるので、ま

たいろいろ研究してもらったらと思います。 

〇土居文化体育振興課長： 

御指導いただいたことまた考えながら、工事のほ

うを施すようにしたいと思います。 

〇信宮委員： 

200ページの、全国大会出場選手支援事業です

が、これは小学生、中学校の総体とか年齢的には

どの辺まで出るのか高校生の場合はどうなるの

か、また1人頭どれくらい、全国大会へ行けば、

現在補助しておるのかお伺いいたします。 

〇土居文化体育振興課長： 

各地区の予選大会を経て、全国大会並びに国際大

会、そういった大会に出場する小学生以上一般の

方々までが対象となっております。 

インターハイという高校生がよく出ますが、そち

らについては、1万5000円が上限であります。国

際大会、国体等については、2万円が上限となっ

ているところでございます。 

〇菊池委員： 

予算書の193ページ、ここに埋蔵文化財発掘調査

事業ということで1000万円余りの予算をつけてま

すが、ここはどこの発掘をする予定なのかまずお

聞きいたします。 

〇土居文化体育振興課長： 

今現在は小森古墳をやっているんですが、その引

き続きになろうかと思います。 

〇菊池委員： 

小森古墳を現在やってるということで、引き続き

この1000万円の予算を組んでるということでしょ

うか。 

〇土居文化体育振興課長： 

この埋蔵文化財発掘調査事業1040万8000円予算計

上しておりますが、ほとんどが発掘調査の今、出

てきております遺物等々の接合とか、いろいろや

ってもらっております、そちらの方の人件費が、

860万円ほどかかっておりますので、この予算の

中については人件費がほとんどな予算ということ

で御理解いただいたらと思います。 

〇菊池委員： 

そこの運動公園の上り口の場所でやってる分です
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か。 

これ、人件費で何人分ぐらいあるんですかねこ

れ。 

何人雇用されてるんですか。 

〇土居文化体育振興課長： 

今現在7名でございます。 

〇菊池委員： 

人件費のことですからね規定があるから、それ

は、そうなんだろうと思いますが、これ各小森を

発掘するそして、そういうあと修理をするとい

う、いろいろやってますけどこれね、私は、何回

か質問をさしてもらったんですけど、こういうの

がもうやっぱりこの系統的に紹介をする場がない

んですよ。いろんなものが、発掘をする、そし

て、そういう成り立ちも研究する、だけどそれを

皆さんに披露する、そういう場所がないというの

が1番のこれ致命的なことで、これをぜひですね

形にしてほしいなと思うんですけども、ぜひ検討

はもう十分されとると思うんです。 

部長の答弁でも地区の人のいろんな意見を聴取し

ていることを言われましたけど、私ももうここ何

年も聴取しておりまして、もう早よしてくれとい

う声が多いので、ぜひこれはねしていただきたい

なと思っております。一応要望して終わりたいと

思います。 

〇菊池委員長： 

その他ございますでしょうか。 

では、質疑もないようなので、以上で質疑を終結

といたします。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、文化体育振興課所管分について、原案に賛成

の種委員会委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（13：58～14：00） 

再開を告げる。 

 

〇土居文化体育振興課長： 

先ほど、文化的景観保護推進事業に係る修理修景

に係る補助残の関係でございますが、そちらのほ

うについては、今後、補助要綱等のほうを整備し

ながら、そちらのほうで固めていきたいという形

で考えておりますので御了承いただいたらと思い

ます。 

よろしくお願いします。 

暫時休憩を告げる。（14：00～14：08） 

再開を告げる。 

 

【消防総務課所管】 

〇菊池委員長： 

それではこれより、消防総務課についての審議に

移りますが、最初に西川消防長より挨拶をお願い

します。 

〇西川消防長： 

挨拶を行う。 

〇菊池委員長： 

では会議に入ります。 

議案第26号西予市消防本部及び消防署の設置等に

関する条例の一部を改正する条例制定について、

を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

〇佐藤消防総務課長： 

議案第26号と、議案第27号は2議案が関係してご

ざいますので、２議案まとめて御審議をお願いし

たいと思います。 

〇菊池委員長： 

はい、結構ですそれでお願いします。 

〇佐藤消防総務課長： 

議案第26号 西予市消防本部及び消防署の設置等

に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て、及び、議案第27号  西予市消防本部職員の

特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

制定についてあわせて御説明をさせていただきま

す。 

まず、議案第26号につきましては、提案理由で申

し上げましたとおり明浜町及び城川町に救急出張

所を設置することに伴いまして、その名称、位

置、管轄区域を明確にするための改正でございま

す。これまで消防本部及び消防署の位置や管轄区

域について定めておりましたが、このたび准救急

隊に関する一連の法令改正に伴いまして、支所や

出張所などの管轄区域も明文化するよう通知がご

ざいました。 

今回は、野村支署と両出張所について、追加する

案を提出させていただきました。 

議案第26号、次のページをあけていただきます

と、第5条の一覧表を見ていただきたいと思いま

す。 

西予市消防署野村支署につきましては、現在の位
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置、野村町野村12号744番地で、管轄区域を野村

町及び城川町の区域というふうに、改めて明文化

いたしました。 

明浜町におきましては、これまで西予市消防署明

浜出張所としておりましたが、救急という言葉を

つけ加えまして、西予市消防署明浜救急出張所と

して、明浜町高山甲3656番地にある高山診療所を

位置と定め、管轄区域を明浜町の区域というふう

にいたしました。 

これは今までに説明をしてきましたとおり、高山

診療所1階部分を仮事務所として、医師住宅を隊

員宿舎として使用することとして、3月26日ころ

には引っ越しを完了させるいうふうな見込みでご

ざいます。 

次に、西予市消防署城川救急出張所におきまして

は、城川町下相1005番地2にあります、旧愛媛銀

行しろかわ支店を位置と定めまして、管轄区域を

城川町の区域というふうに設定をいたしました。 

この改修工事につきましては、2月23日に工事が

完了いたしまして、同じく3月26日頃には引っ越

しをする、そして29日に工事の完成記念式典を実

施するというふうな予定がございます。 

准救急隊員の養成状況につきましては、全国で初

めてというところもございまして、多くのマスコ

ミに取り上げられているところでございますけれ

ども、地元から採用した2人の任期付職員、それ

から、一般行政から希望してくれました6人の併

任職員が、愛媛県消防学校を2月23日に全員無事

終了いたしまして、資格を取得いたしました。 

現在は消防署におきまして実践訓練を積んでいる

ところで、3月23日には消防署長が訓練の成果を

確かめる、いわゆる署長査閲を実施する予定でご

ざいます。 

この査閲で一定の成果を確認して、4月1日から

24時間運用を開始する、いうふうな予定としてお

ります。 

次に、議案第27号につきましては、新たに准救急

隊員制度を活用するに当たり、准救急隊員に特殊

勤務手当を支給できるよう、一部改正するもので

ございます。 

説明用の資料がございますのでごらんください。 

表1のところに、現条例を・・ 

〇菊池委員長： 

暫時休憩を告げる。（14：15～14：16） 

再開を告げる。 

〇佐藤消防総務課長： 

それでは、説明用の資料をごらんください。 

表①現条例のところの1番左端の列をごらんくだ

さい。 

現条例では消防職員手当、出動手当、隔日勤務手

当、夜間業務手当の4種類の手当が存在しており

まして、真ん中に書いております、支給要件を満

たした場合に右に書いております金額を月額で、

支給されることとなっております。 

これに准救急隊員手当月額2,500円を新設追加す

るものでございます。 

任期付職員や再任用職員、そして一般行政職員

が、准救急隊員となって働く場合、精神的にも肉

体的にも負担が大きく、その負担に応じた手当の

支給が必要と考えることから、消防職員手当の半

額、月額で2,500円を支給することが適当である

というふうに考えました。 

表②をごらんください。新条例の案の支給額をシ

ミュレーションしたものでございます。 

消防吏員は日勤者と、隔日勤務者、隔日勤務者と

申しますのは2交代制の24時間勤務のものを指し

ます。 

日勤者と隔日勤務者に分かれます。 

そして、日勤者は消防職員手当のみ5,000円の支

給、隔日勤務者は、月５回の泊まり以上を行いま

すので、月額1万円でこれまでと変わりがござい

ません。准救急隊員は月５当務以上した場合に

は、7,500円になる。5当務未満の場合には、准救

急隊員手当額の2,500円のみの支給となるもので

ございます。 

以上、議案第26号及び議案第27号の説明とさせて

いただきます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますようお

願いいたします。 

〇菊池委員長： 

ただいま理事者の説明は終わりました。 

この、議案第26号及び27号について質疑がある方

は質疑お願いします。 

〇井関委員： 

第26号のほうなんですけども、城川救急出張所管

轄区域が城川町の区域ということになっておりま

すが、例えば、坂石のほうで救急が出たときに、

ここは行くことはできないのか、あるいは、城川

をまたいで久保谷とか伊勢井谷とかそういう城川

に近い場所で、野村町の人が救急を要請されたと
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きにそれに対応はできないのかどうかということ

をちょっと1点お聞きしたい。 

〇佐藤消防総務課長： 

今ほどの質問にお答えします。 

この管轄区域というのは基本的な管轄区域を指し

ておりまして、先般説明させていただきました准

救急隊員の実施計画につきましては、准救急隊員

が働ける範囲、動ける活動できる範囲を西予市消

防署の管轄区域と、いうふうに定めております。 

ですので、野村町であれ、明浜町であれ、宇和町

であれ、准救急隊員が活動できる範囲を示してお

ります。今回の管轄区域というのは、あらかじめ

決めたその区域であって、例えば西予市の範囲内

の中で、救急隊が今どこにいるのか、どこで活動

しているのかということを、通信室で把握をして

おります。そして、最も近い隊がそこの現場に出

動するという形にしておりますので、管轄区域に

とらわれずに、1番最も近く行けるものが現場に

到着するという形をとらせていただいておりま

す。 

以上でございます。 

〇井関委員： 

安心いたしました。 

そのように対応していただいたらと思っておりま

す。 

それからもう1点なんですが、このことで野村で

勉強会を開いたときにもちょっと質問をさせてい

ただいたんですが、野村においてその勤務体制が

こういうことになって変わってきますと、救急隊

が出動しているときに火災が起こった場合に残り

の2名での火災対応になるということを質問させ

ていただいたんですが、実際にそういう形ではな

かなか対応が難しいんじゃないかなということ

で、これ、本会議なんでこの中でも、きちんとし

た対応というか今後の方向性をちょっと説明して

もらいたいと思うんですが、よろしくお願いしま

す。 

〇佐藤消防総務課長： 

ただいまの質問にお答えします。 

確かに野村支署におきましては、人数の体制を今

まで6人仕事をしていたものを5人と、いうふうに

しており、１人少なくしました。 

そのせいで救急隊1隊が出動するのに3人必要です

ので、3人が出動した場合には、2人の人数しか残

りません。 

この2人で火災出動するのかというところです

が、現在の予定では2人で出動すると、いうこと

にしております。そして、そのために現場手薄に

なるところを、消防団との連携等で補おうという

ふうに考えております。 

ですので、今城川町、明浜町においては、特化型

の消防団というものを創設いたしまして、いつで

も一般行政職員が、消防団となって、そして現場

に駆けつける、職場からすぐに現場に駆けつける

といったような取り組みを行っております。 

そうして現場を充実させるというところでござい

ます。 

野村町におきましては、職員が非番の職員がすん

でおることもありますので、すぐに非番招集をし

て現場に駆けつけるというところでありますの

で、特化型の消防団員というのは、明浜町と城川

町に設置するいう考えでございます。 

以上でございます。 

〇井関委員： 

消防団との連携、あるいはその特化型とかもいい

んですけど、将来的にももうこれはふやす予定は

ないということですか。 

〇佐藤消防総務課長： 

消防業務を実施する、消火活動を実施するために

は、消防力の整備指針というのがございまして、

消防吏員を5人そろえなさいというのが一応の線

引きをされてます。 

これはあくまでも指針ですので、5人そろわない

とできないのかというとそうではないです、5人

揃えたほうがいいですよといったような指針がご

ざいます。 

しかし、まずこの5人を各出張所に配置するとい

うことは非常に難しい状況にあります。 

しかし、その救急出張所の職員が、火災を目の前

にして何もできないというのは、非常に職員とし

ても心苦しいところもある、という状況ですの

で、ましてやその市民の目から見ても、消防職員

がおるのに、消火活動に参加しないというのは理

解が得られないんじゃないかいうふうには考えて

ます。現時点で考えている救急隊としてできる、

火災対応については、消防署が来るまでの間、消

防団員の指揮や補助に当たる、それから、現場状

況をいち早く把握して、後ついてくる消防隊と情

報を共有するといったような取り組み、またはけ

が人などが発生した場合には、すぐさま救急活動
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に従事するといったようなことで、城川・明浜の

救急隊の活動をこのようにしようというふうには

考えているところです。 

将来的にその救急出張所に消防車両を置いて、活

動するのかといったところについては、現在のと

ころ未定というところでございます。 

〇井関委員： 

城川・明浜についてはまだ未定ではあるかという

ことでございますが、野村についてはもう5名体

制というのは変える予定はないんですか。 

〇佐藤消防総務課長： 

野村支署については5名体制ということでやって

いこうと思っております。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

では質疑もないようなので、以上で質疑を終結と

いたします。 

一議案ずつお諮りをいたします。 

議案第26号西予市消防本部及び消防署の設置等に

関する条例の一部を改正する条例制定について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

続いて、議案第27号西予市消防本部職員の特殊勤

務手当に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（14：27～14：28） 

再開を告げる。 

 

議案第49号平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、消防総務課所管分についてを議題といたしま

す。理事者の説明を求めます。 

〇佐藤消防総務課長： 

それでは、議案第49号、平成30年度西予市一般会

計予算につきまして、予算書に沿って消防所管分

を説明させていただきます。 

予算書14ページをお開きください。 

歳入歳出予算事項別明細書の歳出の部でございま

すが、9款消防費、本年度予算額18億6302万

8000円。前年度予算額14億7241万1000円、前年度

比較3億9061万7000円の増となっております。 

このうちの消防ほか消防本部所管分に係る増額

は、9600万円あまりでございます。 

財源内訳といたしまして、国県の支出金551万

5000円、地方債8億1450万円、その他659万円、一

般財源10億3642万3000円となっております。 

続きまして158ページをお開きください。 

下段のほうになります。 

9款消防費、1項消防費、1目常備消防費でござい

ますが、本年度予算額7億4163万9000円。 

前年度予算額7億1176万7000円。前年度比較

2987万2000円の増でございます。 

1目の常備消防費では1番右端の列、事業概要に示

しております事業に分けて、実施をしております

ので、事業ごとに説明をさせていただきます。 

まず、常備消防管理運営事業1941万9000円でござ

いますが、消防車両等の燃料費、消防庁舎の修繕

費、光熱水費など一般庶務に関する経費を計上す

るものでございます。 

次に、常備消防車両維持管理事業353万7000円で

ございますが、消防車、救急車等21台の車両の車

検、法定点検、修繕に要する経費を計上するもの

でございます。 

次に、消防職員教育研修事業815万9000円でござ

いますが、消防業務に必要な資格、また知識や技

術を習得するために必要な経費として、旅費負担

金等を計上するものであります。今年度は、救急

救命士に2人、消防学校初任科に3人、その他専門

課程に入校予定としております。 

資料1ページ進めてください。 

次に、八幡浜地区施設事務組合負担金事業、1億

7790万1000円でありますが、内訳といたしまし

て、一般会計負担金469万7000円、消防特別会計

負担金1億7320万4000円を計上するものでござい

ます。 

次に、消防吏員制服等貸与事業566万8000円であ

りますが、消防職員などの制服、活動服、救助

服、救急服等を順次更新するための経費でござい

ます。次に消防通信施設維持管理事業、733万

1000円でありますが、消防無線や119番を受け付

ける通信指令台の保守点検料や、ＮＴＴなどの回

線使用料、及び修繕料などの費用でございます。 

次に消防活動業務事業、1323万4000円であります

が、消防活動や救助活動に使用するホースやロー

プ、救急活動に使用する医薬品などの購入費、及

び機械器具の修繕料や点検料などの維持管理費を

計上するものでございます。 

職員給与費につきましては本庁総務課人事担当の
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ほうで対応しておりますので説明を省かせていた

だきます。 

続きまして161ページをお開きください。 

2段目のところ、2目非常備消防費つまり消防団に

かかる費用でございますが、本年度予算額1億

7778万5000円、前年度予算額1億5667万5000円。 

前年度比較2111万円の増でございます。 

非常備消防につきましては、五つの事業に区分を

しております。 

右側の事業概要をごらんください。 

消防施設整備費補助金事業50万円でございます

が、消防団や自治会等が独自で行う軽微な消防施

設の設置修繕等に関して、市が2分の1を補助する

予算でございます。 

次に、非常備消防一般管理事業4337万6000円であ

りますが、主なものは消防団車両の車検、修繕

料、燃料費、及び機械器具の維持管理費と活動服

更新に係る経費などを計上するものでございま

す。 

次に、消防団管理運営事業、1億1306万9000円で

ありますが、主なものは消防団員の報酬、災害補

償退職報償金組合負担金、消防団員福祉共済掛

金、団員の出動手当、危険手当、方面隊運営費、

団員研修費などを計上するものでございます。 

次に、消防行事運営事業640万4000円であります

が、主なものは消防出初式に関する経費、及びポ

ンプ操法市大会及び県大会に出場するチームに対

する運営交付金を計上してございます。 

職員給与費につきましては同じく省略をさせてい

ただきます。 

最後に163ページ、下段のほうです。 

3目消防施設費でございますが、本年度予算額1億

8468万9000円。前年度予算額1億3930万6000円。 

前年度比較4538万3000円の増でございます。 

消防施設につきましては、四つの事業に区分をし

ております。事業概要をごらんください。 

常備消防施設整備事業7607万1000円であります

が、主なものとしましては、車両更新計画に基づ

き、野村支署の救助工作車を更新するための費用

7493万9000円を計上してあります。また消防庁舎

を建てかえるための検討委員会の委員報酬、それ

から不動産鑑定委託料など98万1000円を計上して

おります。 

次に、消防水利整備事業100万円でございます

が、消火栓の設置や移設費用として概算計上をし

ているものでございます。 

次に、消防団装備整備事業5844万5000円でありま

すが、これは老朽化している消防団装備を更新計

画により更新するものでございまして、消防ポン

プ自動車1台、積載車4台、小型動力ポンプ3台を

更新する事業費でございます。財源の一部は過疎

債などの地方債を充てる予定としております。 

次に、消防団施設整備事業4917万3000円でありま

すが、消防詰所新築工事が多田分団の第2部、野

村分団の第5部の合計2カ所、耐震性貯水槽工事

が、明浜町田之浜地区、城川町の土居地区の合計

2カ所に整備をする経費でございます。 

財源の一部は国庫補助金、それから緊急防災・減

債事業債、過疎債などを予定しております。 

164ページの4目の災害対策費につきましては、危

機管理課の所管でございますので、説明を省略さ

せていただきます。以上、消防本部所管分の説明

とさせていただきます。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

〇信宮委員： 

以前にですね、救急車を更新するときにもちょっ

と伺ったんですけれども、今回のような野村署の

救助機材の搬送車、また消防団のほうのポンプ車

も更新するということで、それぞれやはり高額な

んですけれども、更新した古い車両、年式が経っ

てもまだ多分どこかでは使えると思うんですけれ

ども、それらについてはまたその車両どこかで第

2の人生を歩む予定があるのかどうかお伺いしま

す。 

〇佐藤消防総務課長： 

ただいまの質問にお答えします。 

昨年まで、海外のいわゆる後進国に対してまだ使

える消防車両を、ぜひ寄附をしてくださいという

ような申し出がありまして、それを取り仕切って

いるのがトヨタ自動車株式会社のほうで海外に、

そういったものを輸出するというか、寄附をする

事業を行っております。これは社会貢献事業であ

りまして、実際にうちとしてそこに寄附するため

には、何もお金が要らない、そのまま引き取って

くれて、そして海外に輸出をしてくれるし寄附を

してくれるという事業でございまして、これに賛

同して、消防車両、それから、消防団車両、これ
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までに何台も寄附をしてきました。 

その他に、そういった事業をする、協会なり何な

りがないのかというところをうちも探しておりま

して、いろんな財団がありまして、海外に寄附す

る事業を執り行っている協会があります。いろい

ろと問い合わせはしております。 

しかし、費用が重なったり、その取りまとめをす

るのに、愛媛県で例えば1台しかないとか、うち

だけが、消防協会に対して寄附するよということ

になると、1台に対する単価が非常に高くなって

相手方に負担を強いられてしまう、ということも

ありますので、今愛媛県内では、ほとんどの消防

本部が、愛媛トヨタ自動車通じて海外に寄附をし

ているという状況でございまして、今年度の車両

についても、愛媛トヨタ自動車を仲介者として、

寄附をしていくと考えております。 

以上でございます。 

〇菊池委員長： 

よろしいですか。 

では質疑がないようなので以上で質疑を終結とい

たします。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、消防総務課所管分について、原案に賛成の委

員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては、可決する原

案通り可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（14：43～14：45） 

再開を告げる。 

 

【会計課所管】 

〇菊池委員長： 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、会計課所管分についてを議題といたします。

理事者の説明を求めます。 

〇山口会計管理者： 

挨拶を行う。 

〇山口会計管理者： 

それでは、議案第49号平成30年度西予市一般会計

予算のうち、会計課所管分につきまして御説明申

し上げます。 

まず、歳出について御説明申し上げます。 

予算書は56ページ、57ページをお開きください。 

56ページ下段にございます、2款1項4目会計管理

費をごらんください。 

会計管理費の本年度予算額は5561万7000円となっ

ておりまして、対前年度比で9万2000円の減とな

っております。 

なお、会計管理費で予算措置をしております事務

事業につきましては、右側、事業概要にあります

とおり、出納事業で437万4000円、決算書調製事

業32万9000円、源泉徴収事業21万9000円、職員給

与費5069万5000円となっておりまして、出納事業

にかかります各種費用や、決算書作成にかかる費

用、源泉徴収事務にかかる費用、及び職員6名分

の人件費となっております。 

それでは節区分で主な予算内容を御説明いたしま

す。まず7節賃金177万8000円でございますが、臨

時職員1名分の予算となっております。 

次に11節需用費88万8000円でございますが、決算

書の印刷費用や口座振替通知書の印刷費用となっ

ております。 

次に、12節役務費147万円でございますが、口座

振替通知書や源泉徴収票等の郵送料となっており

ます、最後に14節使用料及び賃借料50万1000円で

ございますが、電話料等公共料金の自動口座振替

払いにかかる費用やコピー使用料が主なものでご

ざいます。 

引き続きまして歳入について御説明いたします。

予算書は戻りまして40ページをお開きいただいた

らと思います。 

ページ上段19款2項1目市預金利子、1節市預金利

子23万9000円が当課所管となっております。 

内訳といたしましては、歳計現金利子23万

8000円、歳計外現金預金利子1,000円となってお

ります。歳計現金預金利子は歳入歳出予算に計上

され、各金融機関に預託した資金に係る預金利子

収入でございまして、歳計外現金預金利子は予算

には計上されないが、法令で規定されました資金

に係る預金収入費用となっております。 

なおごらんのとおり前年度予算額50万9000円に対

しまして、本年度予算額が23万9000円となってお

りまして、前年度比で大幅な減となっておりま

す。これは御承知のように、日銀のマイナス金利

政策の影響による預金利率の低下により、今年度

実績が前年度実績より大幅な減となる見込みであ

ることによるものでございます。 

次に42ページをお開きください。 

19款5項4目雑入2節総務費雑入3409万7000円のう

ち、ページ下段下から3番目にございます、県証
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紙売捌手数料8万1000円が当課所管となっており

ます。これは本庁及び各支所で販売をしておりま

す愛媛県の収入証紙に係る販売手数料となってお

ります。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

よろしく御審議の上、御決定いただきますようお

願いいたします。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

よろしいでしょうか。 

質疑もないようなので、以上で質疑を終結といた

します。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、会計課所管分について、原案に賛成の委員の

挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（14：51～14：52） 

再開を告げる。 

 

【監査事務局所管】 

〇菊池委員長： 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、監査事務局所管分についてを議題といたしま

す。理事者の説明を求めます。 

〇大塚監査事務局長： 

挨拶を行う。 

〇大塚監査事務局長： 

それでは、監査委員事務局から平成30年度一般会

計当初予算案のうち、歳入はございませんので、

歳出の2款総務費6項1目の監査委員費につきまし

て御説明申し上げます。 

予算書では73ページからになります。 

今年度も、地方自治法で規定された監査委員の職

務であります、市の行財政事務の執行、及び経営

に係る事務の管理の監査や、現金出納検査、決算

審査などに必要な経費を計上させていただいてお

ります。 

また、昨年同様、恒常的な予算内容でありますの

で、一つ一つの詳細な説明は省略させていただき

ますことをお許し願います。 

本年度の総額は1882万1000円で、前年度1867万

8000円でございまして、14万3000円の増加となっ

ております。 

これは主に、職員給与費の増加によるものであり

ます。 

事業別の内訳では事業概要の欄をごらんいただき

ますと、まず監査委員事務局庶務事業が、229万

7000円で前年度に比べて10万円の減少となってお

ります。これは主に研修会開催地の違いによる旅

費の減少や、当事務局も財政課が一括管理してい

る消耗品を使用するように変更したため、消耗品

費が減少したことによるものであります。 

内訳は、監査委員2名の委員報酬194万8000円、研

修会参加のための旅費29万6000円、消耗品費、追

録代でございます3万円、通信運搬費、郵券料で

ございます2,000円、コピー使用料2万1000円であ

ります。 

次に、住民監査請求事業は、通信運搬費の

2,000円で前年同額であります。 

次に、監査委員会等負担金事業は、3万5000円で

前年度に比べて2,000円の減少となっておりま

す。全国以下にそれぞれ都市監査委員会が組織さ

れており、各団体が主催する総会、研修会へ参加

するため、必要な負担金を計上させていただいて

おります。 

最後に、総務課の所管ではありますが、職員給与

費が1648万7000円で、職員2名分であります。 

前年度に比べて24万5000円の増加になっておりま

す。内訳としましては、給料757万3000円、職員

手当等654万1000円、共済費237万3000円となって

おります。 

以上で、平成30年度一般会計当初予算案の監査委

員費についての説明とさせていただきます。よろ

しく御審議の上、御決定くださいますようお願い

申し上げます。 

〇菊池委員長： 

理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

よろしいでしょうか。 

以上で質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算につ

いてのうち、監査事務局所管分について原案に賛

成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（14：58～15：01） 
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再開を告げる。 

 

【議会事務局所管】 

〇菊池委員長： 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち、議会事務局所管分についてを議題といたしま

す。理事者の説明を求めます。 

〇道山議会事務局長： 

委員会審査も私、議会事務局のほうが、1番最後

ということで、皆さんお疲れのことと存じます。 

平成30年度の予算なんですけど、議会事務局の予

算につきましては経常的経費がほとんどありまし

て、毎年同じような内容での予算組となっており

ます。 

30年度につきましては、議会運営事業費の中に、

会議録作成システムのですね、試行的導入の経

費、それからタブレットの新しい機種変更の経費

について、予算計上をさせていただいておりま

す。 

その他の議長車の運行管理事業におきましては、

今年車検の年になっておりまして、車検にかかる

経費、それから委員会事業におきましては、昨年

度の創生特別委員会に代わりまして、地域防災体

制の特別委員会の視察経費を計上させていただい

ております。この後、各事業の詳細につきまして

御説明いたしますので、御審議のほどよろしくお

願いをいたします。 

それでは、事業別に予算のほうの内容を説明させ

ていただきます。 

それでは予算書の50ページのほうをお開き願いま

す。 

歳出について説明をいたします。 

議会事務局所管の事務事業につきましては、1款

1項1目議会費の中に全てあります。 

議会事務局庶務事業、議会運営事業、議長交際事

業、政務活動費事業、議長車運行管理事業、それ

から、委員会事業の六つの事業となっておりま

す。 

この目の議会費全体で本年度予算額が、2億202万

2000円、前年度予算額が2億516万2000円、前年度

の比較で314万円の減額となっております。 

これの主な要因といたしましては前年度、議会運

営事業で北海道の黒松内町への姉妹都市表敬訪問

事業としまして、222万7000円を計上しておりま

したためであります。 

それでは、各事業別に内容を説明いたします。 

まずはじめに、議会事務局の庶務事業についてで

すが、議会費のうち、いずれの事務事業にも属さ

ない庶務的業務を行うもので、事業費は97万

7000円であります。前年度比12万2000円の減額と

なっております。 

その要因といたしましては、昨年度の実績に基づ

きまして、コピー使用料を8万8000円、電話料を

1万8000円それぞれ減額したことによるものであ

ります。事業費の内訳ですが、9節旅費から13万

9000円、これは四国、愛媛県、南予市議会事務局

職員の協議会、それから愛媛県市議会事務局長協

議会、全国・西日本市議会事務局員の研修会、そ

れから年金制度の四国ブロック研修会、ほかの普

通旅費であります。 

次に11節需用費が48万5000円です。新聞代、コピ

ー用紙等消耗品費、それから来客用の茶菓子代、

正副議長の名刺台紙等の印刷代等であります。 

次に12節役務費が16万円です。郵便料、電信電話

料の通信運搬費であります。 

次に14節使用料及び賃借料13万9000円ですが、駐

車場使用料及びコピーの使用料であります。 

18節備品購入費3万円ですが、これは議会図書購

入費であります。 

最後の19節負担金及び交付金、2万4000円です

が、四国市議会事務局職員協議会、それから西日

本市議会事務局職員研修会の負担金であります。 

次に議会運営事業ですが、議員21名にかかる人件

費、それから定例会、臨時会、各常任委員会、そ

れから議会運営委員会と議会運営全般に関して、

それからまた全国他市議会議長会、各議員連盟等

に関する事業を行うもので、事業費は1億4538万

8000円であります。 

前年度比280万9000円の減額となっております。 

その要因といたしましては、議員共済会負担金の

掛け率が前年度に比べ100分の1.5減となったこ

と、また先ほど説明しました、北海道黒松内町へ

の姉妹都市表敬交流訪問事業を実施したことによ

るものであります。 

次に内訳ですが、1節報酬8309万円、これは議員

21名にかかる報酬であります。3節職員手当等

2587万8000円、これは議員21名にかかる6月、

12月期における期末手当であります。 

4節共済費3083万9000円。議員共済会負担金及び

議員公務災害補償組合の負担金であります。 
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なお、議員共済会負担金の掛け率が平成29年度が

100分の39.7でありましたが、平成30年度は100分

の38.2と、100分の1.5低くなっております。 

次、報償費10万5000円ですが、報奨金より議員研

修における講師の謝金であります。 

9節旅費111万円。全国・四国・愛媛県市議会議長

会の定期総会、四国西南地域市議会議長懇談会定

期総会、愛媛県市議会議員研修会、全国過疎地域

自立促進連盟定期総会、四国土砂防災ネットワー

ク議員連盟等の出席に係る議員の費用弁償、及び

随行職員の普通旅費であります。 

11節需用費15万1000円ですが、定例会・臨時会に

係ます会議録の印刷製本費、それから市民との意

見交換会における来客用のお茶代、その他事務消

耗品費それから事務機器の修繕料であります。 

12節役務費、138万2000円。タブレット端末26台

に係る通信料であります。なお事務局職員、５名

につきましては現行の機種を継続して使用します

が、議員21名につきましては、平成30年8月から

新しい機種に変更の予定であります。 

次に、14節使用料及び賃借料ですが、185万

4000円。タブレット端末26台にかかるシステムの

使用料で、議会会議システム、サイドブックスで

すが、それからグループウェアの使用料、また平

成30年度に会議録作成システムの導入を考えてお

ります。これにかかる使用料を計上しておりま

す。会議録作成システムにつきましては、平成

30年度は試行的導入ということで、その結果がよ

ければ今年度におきまして、本格導入したいとい

うふうに考えております。 

もし本格導入、試行も含めてですが、これにより

まして、これまでの3分の1程度の時間で会議録が

作成できます。 

なお、会議録作成システムの試行導入にあわせま

して、平成29年度まで外部に委託しておりました

本会議の会議録作成業務の委託料81万円ですが、

これを廃止をしております。 

そういうことで内部のほうで会議録のほうは作成

することとしております。 

次に、19節ですが、負担金補助及び交付金97万

9000円。これは全国・四国・愛媛県・南予市議会

議長会、それから、四国西南地域市議会議長会懇

談会、議員共済会事務、その他諸会議の負担金で

あります。 

次に、議長交際事業ですが、議会及び議長が対外

的に活動するために必要な外部との交際上要する

事業で、事業費は73万円で前年度と同額でありま

す。事業費の内訳ですが、10節の交際費70万円。 

これは1年間とおした議長の交際費であります。 

12節役務費3万円ですが、新聞等の掲載料の広告

料であります。 

次に政務活動費事業ですが、市政に関する調査研

究に資するために、必要な経費の一部として会派

または議員に対し補助金として交付する事業で、

事業費は252万円で前年度と同額であります。 

議員1人当たりが、月額1万円を年2回に分けて支

払います。年度末におきまして、収支報告書、領

収証等に基づき、支出内容を確認いたします。 

事業費としまして、19節の負担金補助交付金

252万円のみであります。 

次に、議長車運行管理事業ですが、議長との出

張、移動に係る議長公用車の運転業務及び移動公

用車の管理業務を行うもので、事業費は34万

8000円であります。 

前年度比1万5000円の増額となっております。 

その要因としましては、平成30年度が議長車の車

検の年となっておりますので、この経費の分が増

額となったところであります。 

事業費の内訳ですが、9節の旅費が2万1000円、議

長出張等にかかる随行運転の普通旅費でありま

す。11節需用費7万7000円ですが、議長車の消耗

品費、燃料、修繕料であります。 

12節役務費6万7000円ですが、議長車の車検、法

定点検手数料、タイヤの交換手数料及び自動車損

害保険料であります。14節使用料及び賃借料16万

8000円ですが、議長等出張時の有料道路の通行料

それから、駐車場使用料及びフェリーの使用料で

あります。 

27節公課費1万5000円ですが、議長車に係る車検

時における自動車重量税であります。 

次に、委員会事業費ですが、総務・厚生・産業建

設の3常任委員会における所管事項及び議会運営

委員会における議会の運営に関する事項につい

て、また、平成29年6月22日に設置されました、

西予市地域防災体制特別委員会において西予市の

今後の防災体制のあり方について専門的知識を深

めるため、先進的自治体等を訪問し、行政視察を

行うためのものであります。 

議会の取り組みを迅速に市民に伝えるために、西

予市議会基本条例で定める情報公開と市民参加を
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促すため、年4回発行する議会だよりに関する事

業を行うものであります。 

事業費は755万9000円で前年度比4万円の増となっ

ております。 

その要因としましては、特別委員会の行政視察経

費におきまして、前年度は創生特別委員会が10名

でありましたが、平成30年度は、地域防災体制特

別委員会が11名と1名の増となっていることによ

るものであります。 

事業費の内訳ですが、報償費が5万6000円。これ

は行政視察に係るおみやげ代で単価は1カ所、

3,000円としまして、3常任委員会、議会運営委員

会、地域防災体制特別委員会委員については、

1委員会3箇所分、議会だより編集委員会について

は2箇所分を計上しております。 

次に9節旅費、425万9000円です。 

行政視察に係る議員の費用弁償及び随行職員の普

通旅費で、３常任委員会、議会運営委員会、及び

地域防災体制特別委員会につきましては1人当た

り8万5000円で、議会だより編集委員会では1人あ

たり2万4000円で計上いたしております。 

11節需用費162万5000円ですが、議会だよりの印

刷製本費で、１誌20ページの年4回分でありま

す。12節役務費2万円です。 

3常任委員会、議会運営委員会、地域防災体制特

別委員会及び議会だより編集委員会の行政視察に

係るおみやげの送料であります。 

14節使用料及び賃借料156万9000円ですが、３常

任委員会、議会運営委員会、地域防災体制特別委

員会及び議会だより編集委員会の行政視察に係る

車の借り上げ料であります。 

19節負担金補助及び交付金3万円ですが、3常任会

及び議会運営委員会の行政視察に係る研修負担金

であります。 

次に歳入について御説明をいたします。 

41ページをごらんください。 

議会事務局所管の歳入につきましては、19款5項

4目雑入で、1節の議会費雑入のみとなっておりま

す。予算額が39万2000円で前年度と同額としてお

ります。その内訳ですがコピー使用料が6000円、

これは議員及び会派のコピー使用料であります。 

なお単価のほうはモノクロが１枚20円、カラーが

１枚200円、ファクスが1枚10円としております。 

電話料38万6000円。これは議員21名分のタブレッ

ト端末の使用料の個人負担金であります。 

一応3分の1の額を個人負担としております。 

以上で議案第49号、平成30年度西予市一般会計予

算のうち、議会事務局所管分についての説明を終

わります。よろしく御審議の上、御決定いただき

ますようお願い申し上げます。 

〇菊池委員長： 

以上で理事者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〇井関委員： 

会議システムのサイドブックスの件なんですけど

も、実際、もう1ギガぎりぎりぐらいになってる

んじゃないかなと思うんですが、それが1ギガを

越えるようになると予算が変わってくると思うん

ですがそちらのほうは、どういうふうに試算され

ていますか。 

〇道山議会事務局長： 

今のサイドブックスについての容量の制限です

が、一応１ギガを超えないようにですね、古いフ

ァイル等についてはほかの場所に移して、できる

だけ１ギガを保つような形で対応しております。

ということで１ギガを超えることは今想定はして

おりません。 

〇菊池委員長： 

その他ありますか。 

以上で終結質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

議案第49号、平成30年度西予市一般会計予算のう

ち議会事務局所管分について、原案に賛成の委員

の挙手を求めます。 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

では、これをもちまして、委員会に付託されまし

た全ての審査を終了いたします。 

大変お疲れさまでございました。 

ではこれにて閉会をいたします。 

 

閉会宣言 午後３時１８分 

 

 

 

 

【署名】委員長： 


